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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　それは彗すい星せいと彗星が衝しよう突とつするような確率だったのかもしれない。

　あるいは時の螺ら旋せんがほどけるような奇き跡せきだったのかもしれない。

　清きよ音ねがそれと遭そう遇ぐうしたのは夕ゆう暮ぐれ時のスーパーマーケット、それも買い物客でいっぱいの総そう菜ざい売り場だった。




「清音ぇぇ……」

　先立つこと数日。

　美み星ほしは泣きはらした目をまたウルウルさせながらもう一度ハナをすすり上げた。

「留る守すの間クルマに気をつけてね。事故にあったりしないでね。ゴハンちゃんと食べてね。カラオケボックスで悪いオトコに引っかかったりしないでね」

「大だい丈じよう夫ぶだって」

　清音は笑いながら美星の背をさすってやった。

「それよりアンタこそしっかりしなさいよ。研けん修しゆうって一いつ体たい何の研修なの？　急に本部に戻もどってこいなんて」

「それが全然分かんないの」

　美星はまたすすり上げた。

「きっと一年分のレポートとか書かされるんだわ。法ほう規きの暗あん唱しようとか抜き打ちテストとか、シャトルの掃そう除じとかいっぱいやらされるんだわ」

「そんなことないわよ」

　清音は笑いをこらえながら指で相あい棒ぼうの涙を拭ぬぐってやった。

「まぁシャトルの中は掃除した方がいいと思うけど」

「ほら清音だってそう思ってる～」

　美星の明るい瞳ひとみにまた新たな涙が盛もり上がった。

「私研修なんか行かない！　清音と一いつ緒しよにいる。アンシブルが入ったら私は行ゆく方え不ふ明めいになったって言って！」

「美星ったら……」

　清音はついに吹ふき出した。

「大丈夫だから心配しないで行ってらっしゃい。たった一週間じゃないの。ほらほら、涙を拭ふいて。ちゃんとケーキ買って待っててあげるから。カラオケボックスも予約しといてあげる。だから泣かないで、一級刑事らしくしゃんとしなさいよ」

「ケーキはデメルのザッハトルテよ」

　美星はちらり、と視線を送った。

「はいはい」

　ホールで四千八百円よ、と言いたい気持ちをぐっとのみ込む。

「カラオケの前にお寿す司し屋さんも」

「はいはい」

　清音の口もとがちょっと引きつる。

「カウンターでトロとイクラとウニとアナゴのローテーションを清音と一緒に二十回」

「はいはい……ちょっと、美星！」

　清音は危あやうく我われに返った。

「さっさと支し度たくしなさい！　うだうだしてると野の辺べ山やまに言いつけるわよ。ほら、顔洗って、ちゃんと上着着て！」

「はーい」

　美星はやっと重い腰こしを上げた。

「毎日アンシブルかけていい？　ちゃんといてくれる？　いなかったら泣いちゃうから」

「分かってるわよ」

　清音はやれやれと言うように微ほほ笑えんだ。

「ちゃんと夜はいつもの番組見てるわよ。ほら、手を出して」

　美星と清音はギャラクシーポリス式にぱちんと手を合わせ、にっこり微笑み合った。

「大丈夫。何にも心配することないわよ」

「うん……キヨちゃん、ごめんね」

　こうして美星は一週間の研修に出かけて行ったのである。




「美星がいないとずいぶん静かね……」

　一日目の夜、清音はコンビニ弁当をビールで流し込みながら思わず呟つぶやいた。

　目はＴＶの画面を追っているが、内容は切れ切れにしか頭に入ってこない。

　いつもなら美星が隣となりでうるさくお喋しやべりしてて、ちょっと静かにしてよ今いい場面なんだから──なんて怒ど鳴なってるはずだ。

「ごはん作る気もしないもんね、一人だと」

　ついＴＶに向かって話しかけてしまった後、清音は大きく溜ため息いきをついた。

「なんか気が抜けちゃったわ……」

　清音は箸はしを置いてビールを飲み干ほした。

（素す直なおに寂さびしいって言いなさいよ）

　心の中でもう一人の清音が肩をすくめる。

「なによ毎日アンシブルかけるなんて言っといて」

　清音はアンシブルの端たん末まつを横目で睨にらんだ。

　もう本部にはとっくに着ついてて、部屋に落ち着いているはずだ。

　それとも何か……!?

「ううん」

　清音は余よ計けいな心配を振り切るように頭を振り、リモコンを取ってチャンネルを変えた。

（洗い物もないし、布ふ団とんももう敷しいたし、久しぶりにゆっくり寝られるわ。たまにはミステリーでも読もうかしら）

　清音はＴＶをつけっ放ぱなしのまま、布団に寝っ転ころがると話題のミステリーを手に取った。

　こーんなのきっと、初歩の初歩のトリックだわ……心の中で呟く。

　腰を据すえて読み始めたものの、ちょうど二章読んだところで清音は内容が全然頭に入ってこないことに気がついた。

　二度目の溜め息をついてＴＶを消し、ついでに洗面所に行って歯を磨みがいてくる。

「さあて」

　清音はちらり、とアンシブルに目をやると、くるりと向こうを向いて本を開き直した。

　三章を二ページほど読んだところで清音は指を挟はさみ、一ページ目を読み直し始めた。

　しばらく我が慢まんして読んでいたが、諦あきらめて指を抜き、枕まくらの向こうに放ほうり出す。

　ダメだわ……早く寝た方がいいみたい。

　清音は起き上がって戸と締じまりやら火の元やらを確認すると、早そう々そうに明かりを消して布団の中にもぐりこんだ。

　どうして着いたなら着いたって連絡してこないのよ!?

　恨うらみがましく心の中で呟きながら枕の位置を直す。

「さ、寝よ寝よ。美星がいなくてもバイトはなくならないし、明日だって早いんだから」

　枕を相手に宣せん言げんすると、清音は無理やり目を閉じた。




　翌日、コンビニ・スリースターズのレジに立ちながら清音は懸けん命めいに生なまあくびをかみ殺していた。

　深夜映画なんか見るんじゃなかったわ……心の中で密ひそかに舌した打うちする。

「清音さん、疲れた顔してどうしたんだい？　ほら、ドリンク」

　店長の星ほし浦うら裕ゆう二じ郎ろうが冷れい蔵ぞうケースからひょいとドリンクを取って清音に渡してよこした。

「あっすみません……」

　思わず受け取ってしまってからあわてて頭を下げる。

「昨日きのうちょっと眠れなくて」

「美星さんは無ぶ事じ行ったんだろ？　研修とか何とか」

「ご迷めい惑わくかけます。来週からちゃんとバイトに戻りますから」

「いいんだいいんだ。いやぁ、あの子がいないとこの店も静かだね」

　店長は笑いながら奥に引っ込んだ。

　ホントにどうしたんだろう──？

　客が途と切ぎれたところで清音は棚たな整せい理りをしながら呟いた。

　気になって結局眠れなかったじゃないの……今夜は早く寝ちゃうんだから！

　だが、夕方バイトが終わって帰る頃ころには、清音の両手はスーパーの袋とレンタルビデオ屋の袋で塞ふさがっていた。

「大おお食ぐらいのアンタがいないと買い物が少なくてラクだわね～」

　今頃は銀河の彼方かなたにいる相あい棒ぼうに向かって呟く。

　結局その夜、清音はビデオを見ながらビールを二本空あけ、歯は磨みがきもせずに寝てしまった。

　アンシブルはカチリとも鳴らなかった。




「もういいわ！」

　三日目の朝、清音は憤ふん然ぜんと呟いた。

　毎日連絡するからって言ったのは一いつ体たいどこの誰だれなのよ!?

　きっと忙いそがしすぎてアタシのことなんかすっかり忘れてるんだわ。

　あの子、何かに熱中するとそれっきりなんだもの。

　それにしたって一回ぐらい………。

「まあ、こっちからかければいいだけの話なんだけどね──」

　結局アンシブルが鳴るのを待っている自分に気づいて苦にが笑わらいすると、清音はいつも通りバイトに出かけて行った。

　いつも通りに働き、いつも通りの時間に店を出る。

「今日は何のビデオ借りようかな……」

　清音はぼんやり考えながらいつも買い物しているスーパーに入った。

「ゴハンは昨日炊たいたから………」

　イマイチ食欲をそそらない総そう菜ざい売り場をざっと見て歩く。

　と、夕食の買い物に来ている主婦やＯＬたちに混まじって一人の青年が食い入るようにコロッケを見つめているのが目に入った。

　やや長めの黒くろ髪かみに刷は毛けで掃はいたみたいな一筋の青が入っている。

　ターミネーターみたいなサングラスを掛けているせいで顔はよく分からない。

（なぁにあの人。オナカ空すいてんなら早く買えばいいのに）

　興きよう味みをそそられた清音は、少し離れたところからさりげなく観察することにした。

　青年はコロッケのパックを手に取ると、ちらり、と周囲に目をやった。

　と、青年の右手にあったパックが手のひらの上で魔法のごとく消えうせた。

「えッ!?」

　思わず小さな声を上げた清音はあわてて青年の顔をうかがった。

　青年は別べつ段だん気づいた様よう子すもなく、今度はポテトサラダのパックを手に取ると、同じように手のひらの中にのみ込ませてしまった。

「あの人………!?」

　注意していたお陰かげで今度はハッキリ見えた。

　大ぶりの指輪をこするか押すかすると亜あ空くう間かん倉そう庫この小さなゲートが開く。

　品物はゲートを通って亜空間に収納される。

　美星のルービックキィと同じ原理だ。




　地球人じゃない!?




　さりげなくその場を離れる青年の後を追って清音も足早に歩きだす。

　パンの棚たなの前で立ち止まった青年が食パンに手を伸ばしたのを見、清音は思わず青年の右手をつかんだ。

「そういうことは良くないわ」

　青年はハッと身を強こわばらせ清音の手を振り払おうとしたが、清音は離さなかった。

「銀河共通語………誰だれだ、君は!?」

「出して」

　答えるかわりに清音は反対側の手を突き出した。

「亜空間収納庫にあるモノ。こんなところで押し問もん答どうしてると騒さわぎになるわよ」

　素す早ばやく囁ささやく。

　青年の手からコロッケのパックとポテトサラダを受け取ると、清音はにっこりして自分のカゴに放り込み、ついでに食パンを手にレジへ向かった。

「き、君……!?」

　今度は青年の方があわてて後を追う。

　代金を払い、スーパーを出て人けのなくなった公園に入るまで、清音は一言も口をきかなかった。

「はい、ドロボーさん」

　まっとうに金を払って購こう入にゆうした食べ物を渡す。

「施ほどこしは受けない」

　青年はムッとしたように清音の顔を見返すと、スーパーの袋を突き返した。

「施し？　ちょっと、何をエラそーに……」

　人の親切が受けられないの？　心の中で思わず毒づく。

「ドロボーの方がいいって言うの？　まっすぐ警察に連れてって欲しかった？　だいたい名前も言わないで……顔見せなさい、顔！」

　勢いついでにサングラスを引ったくる。

「あ……」

　清音の前に奇き跡せきが立ち現れた。

　ライブ・コンサートで何度も何度も声せい援えんを送った、美の女神に寵ちよう愛あいされたかのような肢し体たい。

　繰くり返し、繰り返し口ずさんだ、清音の心の底に今も焼き付いて離れないあの歌声。

「シオン──紫恩でしょ？　スター・シンガーの。アタシ、あなたの歌好きだったわ。銀河を君の花はな束たばにして……今でも覚おぼえてる。どうして黒髪にしちゃったの？　きれいな水色の髪だったのに。どうしてこんなところでドロボーなんかしてるの？　何があったの？」

「……サングラス、返してくれないか」

　シオンはやっと口を挟はさむ機会を捕とらえ、手を突き出した。

「え？　あ……これ？　ごめんなさい」

　清音は赤くなってサングラスを返し、ついでにスーパーの袋を恭うやうやしく手渡した。

「プレゼント。それならいいでしょ？　ファンからの花束だと思って受け取って。お願い！」

　シオンはまじまじと清音の顔を見ていたが、元通りサングラスをかけるとスーパーの袋を受け取り、手を突っ込んだ。

　むしり取るように食パンを食べ始める。

「……水。飲み物がどこにあるか知らないか？」

　呆ぼう然ぜんとスター・シンガーを眺ながめていた清音はハッと我に返った。

「水、水ね。確か……」

　清音はちらり、と小さな水飲み場に目をやったが、唇くちびるをきゅっと結ぶとシオンの手からスーパーの袋を取り上げた。
















「アタシの家に来ない？　地球産のコーヒー淹いれてあげるわよ」

　何か言いかけたシオンを遮さえぎるように先に立ち、振り返る。

「アタシが誰だれか、気になるでしょ？」

　それは清音の精せい一いつ杯ぱいの賭かけだった。

　シオンはオーラがこぼれるような微ほほ笑えみを浮かべた。




「どうぞ、上がって。あ、悪いけど靴くつはそこで脱ぐのよ」

　片付けといて良かった……内心ホッとしながらシオンをテーブルの前に座すわらせ、ＴＶをつける。

「分かんないと思うけど、ＴＶでも見て待ってて。今コーヒー淹れるから」

　シオンは落ち着かなげに部屋の中を見回していたが、ふとアンシブルに目を留とめた。

　一見パソコンそっくりに見えるモニターの下部に小さくマークが入っている。

「ギャラクシーポリス……」

　十分後、清音がサンドイッチとコーヒーを手に戻ってきた頃には、シオンは長い足を持て余あますように投げ出したまま、壁かべに寄りかかってＴＶを眺ながめていた。

「お口に合うといいんだけど……そのまま食パンかじるよりはマシでしょ？」

「ありがとう、刑事さん」

　清音はぎょっとして一瞬凍こおりついたが、ニッと笑い返した。

「アンシブルね。そのとおりよ。安心しなさいな。どういう理由があるか知らないけど、今はアタシ、一人のファンに過ぎないから」

「君はなかなか扱あつかいがうまいんだね。男も、食べ物も」

　シオンが微笑むと侘わびしいアパートが輝かがやくようだった。

「夏か星せい出身のひとなら地球の味は舌に馴な染じむはずだわ。食文化はちょうどヨーロッパ圏けんと似てるわね。コーヒーはあなたのお兄さんが淹れてくれたのにはかなわないと思うけど」

「君……」

　今度はシオンがぎょっとする番だった。

「アタシの名は清音。あなたのことは良く知ってるわ。夏星の小さな街まちに生まれて、十五でデビュー。その美しい声と姿で銀河じゅう知らないひとはいないぐらいのスター・シンガーになった。兄弟は三人。家を出て、銀河じゅうをキャラバンで回るようになってから兄弟にはもう何年も会っていない。兄が淹れてくれたコーヒーをもう一度飲みたい、そう言ってたわね」

「ライブの中ちゆう継けい、見たんだね」

　シオンはサンドイッチに手を伸ばしたが、ふと気づいたように皿さらを押しやった。

「君、何も食べてないじゃないか。おなか空すいてるだろ？」

「ええ、もう倒れそう」

　清音は言い返すと、にっこりした。

「ウソよ。あまりの幸運に胸がいっぱいなの。頭がボーッとして目が回りそうだわ」

　ライブの中継じゃないわ。実際この目で見たのよ、あなたのこと。

　授業をずる休みして、キャラバンまで追っかけたのよ。この星に来るずっと前に……。

　胸の中からあふれ出しそうな言葉をのみ込み、清音は熱いコーヒーを啜すすった。

　そんなことを言っても何にもなりはしない。

　彼にとっては幾いく千せん万まんのファンの中の一人に過ぎないのだ。

　でもどうか、どうかこの奇き跡せきが消えたりしませんように！

　いきなり青春時代に戻ってしまった心に、彼が気がついたりしませんように……！

「君が食べるところが見たいんだ」

　シオンはきっぱり言うと、コーヒーカップに口をつけた。

「いい香りだ。こんなところでコーヒーが飲めるとは思わなかった」

「じゃあ、ここに来るつもりじゃなかったのね」

　シオンは一いつ瞬しゆん手を止め、薄うす日びが射さすような微笑みを浮かべた。

「鋭するどいな、君は。だけど食べるまで答えてやらない」

　さらりと言い返す。

「分かったわ。こっちはアタシの分、そっちはあなたの分よ。それならいいでしょ？」

　安心させるようにサンドイッチを一切れ、口に放り込む。

「睨にらみ合いになるかと思ったよ」

　シオンは笑いながら皿に手を伸ばした。

「ちょうど三日前、僕ぼくのクルーザーとギャラクシーポリスのシャトルがニアミスしたんだ」

　シオンはゆっくりと話し出した。

「ワープアウトした直後だった。僕はとっさにスクランブル・ワープをかけた。シャトルの後部に回り込むように。再びワープアウトすると、目の前に青い惑わく星せいがあった。シャトルの針しん路ろ座ざ標ひようがデータに残ってたんで、この惑星から発進したことが分かった。ニアミスの衝しよう撃げき波はとスクランブル・ワープの負ふ荷かで外がい殻かくに亀き裂れつが生じ、食しよく料りよう庫こが殆ほとんどダメになったのを知ったのはその後だ」




　美星だわ……！




　清音はテーブルの下で思わず手を握にぎり締しめた。

「水も食料もない。クルーザーの修しゆう復ふくには四、五日かかることが分かった。一日目はクルーザーを亜空間にストーミングして破は損そん箇か所しよを点てん検けんして回った。二日目になってほんの僅わずかに残っていた水もなくなり、僕はやれるところまで修復作さ業ぎようを急いだ。地上に降おりなくてはもたないと分かったからだ。樹じゆ雷らい皇おう家け植しよく民みん惑星・地球の話は聞いていたから別に降りることには躊ちゆう躇ちよはなかった。そして三日目、君に出会った」

「そうだったの……」

　偶ぐう然ぜんに偶然が重なったんだわ──なんて美しい星とニアミスしてくれたの!?

　心の中で美星に場違いなキスの雨を降ふらせる。

「あのシャトルに乗ってた人物は君の同どう僚りよう？」

「え、ええ。そうだけど……」

　清音は頷うなずきながら素す早ばやく考えを巡めぐらせた。

　賠ばい償しよう問題になるわね……心の中で小さく溜ため息をつく。

「調書を作るわ。被害報告を出して」

　憧あごがれの人を前になんて無ぶ粋すいな会話をしているのかしら──清音は挫くじけそうになったが、危あやういところで踏ふみとどまった。

　アタシは刑事で、彼より年上で、オトナの女らしく奇跡なんて信じない振りをしなきゃならないのよ。

　彼は空に輝く銀河、ふと地上に立ち寄っただけの気まぐれな星なのだから。

「いいんだ」

　シオンは清音の葛かつ藤とうには気づいた様子もなくあっさり答えた。

「君の同僚のシャトルが出っくわしたのは幽ゆう霊れい船せんだった。ニアミスだけで事故にはなっていない。行方不明の船を捜さがす必要はない」

「シオン、どういうこと？」

　意外な展開に思わず聞き返す。

「僕はここにいるはずのない人間だからさ」

　シオンはコーヒーを飲み干ほすと、立ち上がって手を差し出した。

「ありがとう、清音さん。君の親切は忘れないよ」

「え？」

　シオンは清音の手を取ると一瞬強く握にぎり締しめた。

「クルーザーは明日には動かせるようになっているだろう。何のお礼もできなくてすまないが、君に会えて嬉うれしかった」

　シオンは陰かげりを帯おびた笑顔を向けると、くるりと背を向けて玄関を出ていこうとした。

　ああ、行ってしまう……。

　もう二度と戻もどって来ないんだわ！

　彼はスターシンガーに、アタシはただの一級刑事に戻るんだ。

　声すら届とどかない、空の高みへ行ってしまう……！

「待って！」

　考えるより早く、清音の手がシオンの腕をつかんだ。

「……ここにいて。お願い」

「清音さん──？」

　シオンは振り返り、戸と惑まどったようにゆっくりとサングラスを外はずした。

　なんて美しい……深い藍あいの瞳ひとみ。

　体の芯しんが痺しびれるような幸福に酔よった清音の脳のう裏りに一瞬、昔の思い出が蘇よみがえった。

　煙けむるような紫むらさきの瞳を持った魔ま界かいの王子、アズラエル──。




　アタシ、美形に弱いのかしら……？




「ありがとう」

　シオンはオーラを纏まとったまま、きらめくような微笑みを浮かべた。




「おっかしいなぁ……どうして出ないのかしら、清音？」

　美星はアンシブルの端たん末まつの前でさっきから首を傾かしげていた。

　ギャラクシーポリス本部の端末ではない。

　祖父の私し邸ていのプールサイドからである。

　美星の祖父は過去多くの犯罪人を震ふるえ上がらせ、銀河にその名を知らぬ者はいないとまで言われるギャラクシーポリスの長官である。

　が、ここではただの孫バカ老人だ。

「おーい、美星。なに仕事しとる？　せっかく今日は一日休みを取ったんだからもっとリラックスせんか？」

　九く羅ら密みつ長官はプールの中から上じよう機き嫌げんで怒ど鳴なった。

「はーい」

　返事だけすると、美星はもう一度アンシブルのナンバーをセットした。

　相変わらず応答はない。

「おじいさまったら……」

　思わず呟つぶやく。

　──ひとを研修なんて言って呼び付けておいて。

　毎日肩もみして、昔話を聞かされてるなんて言えないじゃない。

　研修どうだった、なんて聞かれたらどう言えばいいのよぉ？

　どうやら突発的に孫の顔を見たくなった九羅密長官が、研修を口実に孫を呼び寄せたというのが正解らしい。

　というわけで美星は本部に着いた早々拉ら致ちされて有名料理店に御ご馳ち走そうを食べに行き、同じくギャラクシーポリスに勤きん務むしている親兄弟親しん類るい縁えん者じやとよもやま話に花を咲さかせ、夜は夜で大だい宴えん会かいに突入するという、それはそれで目の回るような忙いそがしさだったのである。

「清音、どうしてるかなぁ。怒ってるだろうなぁ……」

　毎日アンシブルかけるから、なんて言っといて全然できなかったんだもん、怒ってるに決まってる──。

　その後ろめたさが不安に輪をかけているのである。

「美星。晩メシは樹じゆ雷らい皇おう家け二万年の宮きゆう廷てい料理と、恋人と行きたい店ナンバー１と、どっちが良い？　ギャラクシーポリス評議会ご用よう達たしのレストランもあるぞ」

　いつの間にか九羅密長官はプールから上がり、美星の後ろからアンシブルを覗のぞき込んでいるのだった。

「私、清音と一いつ緒しよに地球のラーメンが食べたい」

　美星は思わず親不孝（この場合祖父不孝だ）な願望を口走って祖父を嘆なげかせた。

「久しぶりにおじいさまに会えて、私とってもとっても嬉うれしいんですけどぉ、清音のことが気になるの」

「そうか、それはすまないことをした」

　九羅密長官はしげしげと孫の顔を覗き込んだ。

「おまえにはおまえの生活があるんだなあ。で、どこがいい？」

　美星と同じく、少々のことではめげない祖父なのである。




　その頃、清音はシオンと一緒に降ふるような星空を眺ながめていた。

　いつか美星と一緒にお弁当を食べに来た小高い丘の上には、うっすらと煙るような銀河がかかっている。

「ごめんなさい。アタシ……あなたが行ってしまうんだと思ったら、堪たまらなくなっちゃって……いいのよ、クルーザーに戻っても」

　シオンは首を振った。

「君の気持ちに気づかなくてすまなかった。自分のことでいっぱいで──足元にこんな美しい花が咲いていたっていうのに」

「アタシ、美しい花なんかじゃないわ」

　清音は少女のように頰ほおを染そめた。

「ただの刑事なのよ。辺へん境きよう勤きん務むで、この星で暮くらすために毎日バイトしなきゃならない身の上なの。相棒が研修で出で掛かけてしまって寂さびしくて……アタシの方こそ我わがままだわ」

　清音はちらり、とシオンの横顔を見た。

　いいえ、それもウソ……胸の奥でほろ苦にがい思いを嚙かみ締しめる。

　ホントは身も心もあなたについて行きたいと思ってる。

　刑事としてのキャリアも未来もいらない、ウェディング・ドレスもいらない。

　あなたのそばにいられれば……あなたが「一緒に来てほしい」って一言言ってくれれば！

　だがそんなことが起こるはずはない。

　シオンにとってアタシは今夜会ったばかりのちょっと親切な女に過ぎないのだ。

　昔、自分のファンだったという、この銀河に幾千万といるうちの一人。

　ホントはついて行けないことも分かってる。

　分かってるのに胸が苦しい……。

「ねえ、シオン。どうしてここに来たの？　こんな辺境でバカンスなの？」

　明るく聞いたつもりだった。

　世間話のように軽く、ウソの答えが返ってきてもいいように。

「…………」

　シオンの顔が陰かげり、視線が逸そらされた。

「そうだよ。永遠の休きゆう暇かを取ったんだ。半年前に」

「え!?」

「もう歌はやめたんだ。苦しくて歌えないんだ。想いが届かないのに、受け入れてもらえないのに歌い続けて何になるんだろう……そう思ったら本当に声が出なくなってしまったんだ。ハイ・トーンが出なければ僕の歌は歌えない。僕にはもう商品価値すらないんだ」

「そんな……」

　清音は目を見開いた。

　ここに来てから聞けなくなってしまったけれど、銀河じゅうにシオンの歌が流れているんだと思っていた。

　まさか、やめてしまうなんて……。

「がっかりしただろ？　僕には今仕事すらない。星から星へ渡り、銀河をさまよい歩いている宿やど無なしなんだよ」

「シオン……」

　シオンは寂しげに微ほほ笑えんだ。

「いいんだ。知らなかったのは別に君のせいじゃないんだから」

「いいえ、違うの。そんなに辛つらいことがあったのに、アタシったら──」

　なんて言えばいいんだろう？

　慰なぐさめることなんかできない。

　彼の苦しみなんか何も知らないのに……。

「どうして？　想いが届かないなんて思うの？　アタシの胸には届いたわ。今もずっと輝かがやき続けてるのよ。そんな歌が歌える人はあなたしかいなかったわ。それだけのものを持ってる人がどうして歌をやめてしまえるの？」

「君には分からないんだよ」

　シオンは辛そうに呟つぶやくと、立ち上がって土を払い落とした。

「もう聞かないでくれ。さよなら……今夜は楽しかったよ」

　背を向けたシオンの後ろ姿からオーラが薄れていくように見えた。

「待って！　逃げないで！」

　清音は自分が何を言っているのか分からないまま、叫さけんでいた。

「そうやって逃げ続けるだけなの？　心の中の歌を閉ざしたまま生きていくつもりなの？　あなたの歌を心に灯ともした大勢のファンを捨すててしまうの？　たとえ歌えなくてもあなたはあんなに美しい歌が作れるじゃない、そうでしょう？」

「何のために？　君のためにか？」

　シオンは振り向いた。

　深い藍あいの瞳ひとみに燠おき火びのような苛いら立だちが宿る。

「どうして知りもしないのにそんなに僕の心に踏ふみ込めるんだ？　僕はもうスター・シンガーじゃない。歌は忘れたんだ」

「思い出して。アタシのために」

　清音は立ち上がり、震ふるえる指先を後ろに回して握にぎり締しめた。

「思い出せないならアタシが歌ってあげる──あなたのために」





幾いく千せんの星が見つめている

今こ宵よい、銀河を花はな束たばにして君にあげよう

悲しみに震える君を

包つつみ込んでしまえるように






　清音の声は掠かすれ、音おん程ていは揺ゆらぎ、シオンの澄すんだ声とは似ても似つかなかった。

　それでもいい、清音は思った。

　苛立ちを抱かかえ、心にもない感かん謝しやの言葉を口にするシオンを怒らせることができるなら。





幾千の星が消えていく

今宵、銀河を花束にして君にあげよう

愛を失った君に

僕の心が届くように






「ここでクリスタル・ハープの音が入るのよ。ストリングスが忍しのび込んで……波のように高まっていくの。砕くだけても砕けても押し寄せる波のように、自分の中の小さな勇気が次し第だいに大きくなっていくのを感じたわ。負けちゃいけない。願い続けていれば、想いはきっと届くんだから、って」

　清音の瞳に涙が浮かんだ。

　ホントはそうじゃなかったの。

　学生時代……想い続けて、思い切ってぶつかったら当たって砕けちゃったんだわ。

　初めて好きになった人にはもう、好きな人がいたんだもの……。





どんなに遠い道でも

歩き続けていればきっと見えるはず

空の彼方かなたに続く世界が

星の彼方に輝く星が







今宵、銀河を花束にして君に贈ろう

君のそばにいることで

君の悲しみが癒いやされるように






「笑って、シオン。ライブの後で拍はく手しゆに包まれながら輝いていた、あの時の笑顔を見せて」

　清音は歌を続けようとしたが、涙がその決心を裏切ってしまった。

「もういい。もういいんだ！」

　不ふ意いにシオンの腕が清音を抱だき締しめた。

「ごめん。辛かっただろう。辛い思いをさせてしまった」

「アタシじゃないわ。辛いのはあなたの方よ」

　清音は自分の涙を恥はじながらシオンの胸に顔を伏ふせた。

「アタシはただ、返してあげたいと思ったの。あなたから受け取った輝きを……」

　シオンは何も言わず、何度も何度も清音の艶つややかな髪を撫なでていた。

「ありがとう。受け取ったよ──君の心」

　その瞬しゆん間かん、清音は確かに見た、と思った。

　頭上に輝く銀河の光がシオンを包むのを……。




　次の夜に二度、そしてその次の夜に三度。

　五日目にようやくつながったアンシブルの向こうで、美星は早くも涙ぐんでいた。

「清音ぇ……どこ行ってたの？　私もう、心配で心配で帰ろうかと思ってたんだから！」

「ごめんごめん。待っても待ってもアンシブルかかってこないし、アタシもちょっと出かけてたの」

「ええ～？　一人でカラオケ??」

　画面に映うつった美星の目が丸くなる。

「違うわよ。映画見に行ってたの」

「なぁんだ。ゴメンね、毎日かけるとか言っといて」

　美星は目をこすると、たちまちいつもの笑顔に戻った。

「おみやげ持って帰るからね。ギャラクシーポリスの売店の、まっずいチョコとスーパー・ドッヂボールの全試合記録。懐なつかしいでしょ？」

「うん、懐かしい。楽しみにしてるわ」

　清音はデメルのレシートを美星に見えるように振って見せた。

「アンタが帰るまで冷蔵庫に封ふう印いんしてあるからね」

「さんきゅー！　大好き、キヨちゃん！」

　美星の笑顔がとろけそうになる。




　アンシブルを切った後で清音は独ひとり微ほほ笑えんだ。

（違うのよ……ホントは空に輝く星と会ってたの）

　抱だき締しめてくれたのは、後にも先にもあれ一度きりだった。

　絶ぜつ望ぼうして歌えなくなるほど愛しているのは誰だれなのか、清音は聞かなかったし、聞けなかった。

　修復作業の終わったクルーザーに乗って、シオンはまた銀河の彼方かなたに旅立って行った。

（もっと持たせてあげたかったのに、一日分の水と食べ物しか買わせてくれなかったわ）

　清音の胸がふいに熱くなった。

　いつかきっとシオンの歌声が再び銀河を満たす日が来る。

　アタシはそれを信じていればいいのだ。

　シオンはさよならとは言わなかったのだから。

「ありがとう」彼は微笑んだ。「もう行くよ。きっといつか、借りを返しにくる」

　待ってるわ、シオン……清音は呟つぶやいた。

　その花束からいつか、ひとひらのメロディーがこの地上にこぼれ落ちて来るのを──。
















　小さな輝きを放つ秘密を胸に抱かかえたまま、清音はそっと目を閉じた。







ＳＵＢＪ……「ｕｎｔｉｔｌｅｄ」




　清きよ音ね……僕は今、遠く離れた星の、小さな酒場でこれを書いている。

　亜空間ジャンプを繰くり返して補ほ給きゆうに立ち寄っただけの星。

　宙ちゆう港こう近くの酒場で、回りにいるのは荒くれ者や無法者らしき異星人ばかりだ。

　銀河共通語でラメドのバーという看板が出ているが、もちろん君は知らないだろうな。

　トパーズというこの店のオリジナルを飲みながら、ふと目を上げると、地球の緑が目に浮かんでくるんだ。

　ほんの二十四時間前までは、僕は君とあの緑の丘に座すわって銀河を見上げていた。

　君が僕の歌を歌うのを聞き、君の瞳ひとみに涙が光るのを見た。

　こうしてここにぼんやりと座って、この星の流行歌を聞いていると、なんだかみんな夢だったような気がしてくる。

　回りの喧けん噪そうや良からぬ密談とは裏うら腹はらに、物悲しいメロディーが流れているのはこの店の主人の趣しゆ味みなんだろうか。

　だが、今の僕にはそんなうら寂さびれた雰ふん囲い気きが妙みように心ここ地ちよい。

　歌を捨すてた僕を癒いやしてくれるのは、こんな安っぽいメロディーなのかも知れない。

　清音……こうして出す宛あてのないメールを書いているのは、なぜだろう。

　君のアンシブルナンバーも知らないのに。

　もしかしたら君の涙が、灰のような僕の心をほんの少し、湿しめらせてくれたからかも知れないね。

　乾かわき切った大地に恵みの雨が降ふり注そそぐように、僕の心の荒れ地にも緑が芽め吹ぶき、やがて春が来るのだろうか。

　思わず抱だき締しめてしまった君の体はとても暖かかった。

　その温ぬくもりを思うと、僕はいくら酒があっても足りないような気分になる。

　もう四杯目だ……。

　トパーズが僕の喉のどを焼きながら滑すべり落ちていくのを感じながら、僕は目を閉じ、心の声に耳を澄すます。





遥はるかな星の海を越えて

僕は口づけを返す

君の緑の丘に　溢あふれる泉に






　不思議だ……。

　君のことを思っていると、僕の心の底から新しい歌がそっと顔を覗のぞかせる。

　望まれない子どものように、おずおずと、縋すがるような目をして。

　君は言ったね。

　そうやって逃げ続けるだけなの？

　心の中の歌を閉ざしたまま生きていくつもりなの、と。

　確かにそうしてきた。

　僕は心の中から外に出ようともがく小さな子どもを見捨てようとしていたんだ。

　見えないように、目を背そむけて。

　清音……僕はまだダメかも知れない。

　生まれたばかりの小さな希望を殺してしまうかも知れない。

　でも、もう目を逸そらしたりはしないよ。

　たとえこのまま声が出なくても、僕は僕の中に生まれた小さな歌を見守っていこう。

　いつかきっと……君のいる緑の星に、歌を届とどけることができるように。

　たとえ歌っているのが僕じゃなくても、君ならきっと……。




　窓の外に管かん制せい塔とうのランプが滲にじんでいる。

　お休み、清音。

　君の温ぬくもりを胸に、あと一杯だけトパーズを飲もう。

　銀河の果てより君の幸せを祈りながら……。

















紅葉もみじ狩がり









　急激に降ふり出した雨の中、天てん地ちは家いえ路じを急いでいた。

　友人の家に寄った帰り、ろくに財さい布ふの中身を確かめないままバスに飛び乗ったのが間違いの元だった、と心の中で舌した打うちする。

　結局家の近くの停てい留りゆう所じよより遥はるか手前で降おりるはめになり、そこに追い打ちをかけるように雨が降り出したというわけである。

　所しよ持じ金きんは十四円。

　もちろん残った十円で家に電話をかけることもできた。

　が、なぜかそんなことすら思いつかないまま速はや足あしで歩きだしてしまった。

　そもそもちゃんと畳たたんで別にしてあったはずの千円がどこにも見つからなかったのが原因と言えないこともない。

「ちくしょう……」

　天地はふだんあまり口にしない罵ののしりの言葉を呟つぶやき、山道を歩きだした。

　家までは確実に三十分以上かかるだろう。

　濡ぬれるのはもうしょうがない。

　今だってもう服を着たままシャワーを浴あびたのと変わらないぐらい濡れているのだから。

「あのままバス乗ってるんだったな……」

　頼たのみ込めば料金不足ぐらいどうとでもなったかもしれないのに。

　天地は恨うらめしげに暗い空を見上げ、濡れた肩を抱だくようにして道を急いだ。

　十一月の雨は冷たい。

　薄うす墨ずみのようなほのかな明るさが残っていたはずの空も、いつのまにか勝まさり来る闇やみにのまれようとしている。

　ちらりと時計を見るともう六時近い。

　今いま頃ごろ家では砂さ沙さ美みちゃんが夕食の支し度たくを始めた頃だろう。

　阿あ重え霞かも魎りよう呼こも家にいて、ＴＶでも眺ながめながら夕食ができるのを待っているに違いない。

「魎呼みたいに瞬しゆん間かん移動できれば便利なのになぁ……」

　分かれ道の前で立ち止まった天地の横を一台の車が水しぶきを上げて通り過ぎていった。

　右はバスのルートでやや遠回りになる。

　天地は一瞬躊ちゆう躇ちよしたがすぐ左に逸それ、速足で歩きだした。

　普ふ段だんはめったに使うことのない近道だが、この際そんなことも言っていられない。

　とにかく早く帰って熱い風ふ呂ろに入りたい。

　腹も減ってるし、疲れてもいる。

「ホント、ついてないよなオレって」

　自分の不運に駄だ目め押おしするように呟くと、天地は諦あきらめて道を急ぎ始めた。

　雨でなければ、こんなに遅い時間でなければ、さぞや美しい紅こう葉ようが楽しめたことだろう。

　だが沢さわの方に下っていく道の両側には闇に沈しずんだ木々が色を失ったまま佇たたずみ、降りしきる雨に打たれてざわめくような音を立てていた。




　あの橋を渡れば家まであともうちょっとだ……。

　雨に交まじって急流が岩を食はむ水音が聞こえてくる。

　大きくカーブした下り坂をゆっくりとおり始めた時、天地は嫌いやなことを思い出した。

　何年か前……天地がまだ魎呼に出会う前のこと……ここで死んだ人がいたことを。

　若い女で、地元の人間ではなかった。

　小さな橋とはいえ、コンクリート造りのしっかりとした橋だ。

　飛び降りるには欄らん干かんを乗り越こえなければならない。

　どうやら自殺らしいという話で、その事件はひとしきり近きん隣りんの村をにぎわせたが、やがてはゆっくりと忘れられていった。

　再び噂うわさが蘇よみがえったのはそれから一年も経たった頃──山々が錦にしきに色づく季節だ。

　秋の短い日も暮くれかかる頃、橋の上で柔やわらかな朽くち葉は色のワンピースを着た女がうっとりと紅葉を眺ながめている。

　橋に足を踏ふみ入れるか踏み入れぬうちにすっとその姿が消え、はらりはらりと紅葉もみじが舞まい落ちてくるのだ、と。

　一瞬振り向いた女の顔は夕ゆう闇やみに浮き立つほど白く、思わず足が竦すくんだという。

　どこまで本当の話なのか、普段は通る理由もないその橋の怪かい奇き談だんを天地は今まですっかり忘れていたのだった。

「まさか、な……」

　天地は思わず呟くと、不安な気持ちを締しめ出すように視線を落とし、少し足を速めた。

　橋のたもとに足を踏み入れた時だった。

　ふいに周囲が明るくなり、雨音が消えた、と思った。

　驚おどろいて顔を上げると、ほんの三メートルほど向こう、橋の中央に女の後ろ姿があった。

　水みず浅あさ葱ぎの着物に白しろ桜ざくらの帯を締めた若い女の後ろ姿。

　しん……と音の止やんだ世界の中でゆっくりと女は振り向いた。

「母さん!?」

　まさか……どうしてこんなところで……。

「天地」

　にっこりと微ほほ笑えんだ阿あ知ち花かの顔を柔らかな秋の日ひ差ざしが照てらした。

「どうしたの？　おまえに会いに来たのに」

「母さん……？　ホントに母さんなのか？」

　天地の脳のう裏りを真しん偽ぎも定かでない怪奇談が掠かすめた。

「何を言ってるの？　母さんの顔を忘れてしまったの？」

　阿知花はおかしそうに笑うと、ついと顔を仰あお向むけて錦に染そまった木々を見上げた。

「桜もいいけど紅葉もいいわね……そう思わない？」

　阿知花の言葉につられたかのように、はらりと紅葉が舞い落ちてきた。

　風が吹き抜けた気け配はいもないのにはらりはらりと紅葉は散り続け、阿知花の足元に錦を織おり上げた。

「ほら、天地。川かわ面もにも……」

　阿知花は子どものようにはしゃいで、指の間を擦すり抜けていく紅葉をつかもうと欄干から大きく身を乗り出した。

「母さん!!」

　危ない、と言うかわりに天地はもう駆かけ出していた。

「母さん、何やってんだよ？」

「ほら、捕つかまえた！」

　天地が阿知花の体を抱きとめた時だった。

　ふいにガクン、と足元が崩くずれ、阿知花の姿が消えた。

「わあぁぁぁ─────!!」

　一瞬のうちに秋の日差しも照り葉も何もかもが消え、天地は暗い水みな面もに吸い込まれるように落ちていった。




　どのくらい経たっただろう。

　天地の鼻び孔こうに微かすかな香こうの匂においが届とどいた。

「あれ……？」

　ゆっくりと目を開くと、檜ひのき造づくりの天てん井じように影かげが揺ゆらぐのが目に入った。




　俺おれ、確か……落ちたんだよな……？




　それにしては濡ぬれた感かん触しよくもなければ、痛みもない。

　橋から川かわ面もまでは十数メートル……無ぶ事じで済すむわけがないのだが、何の記き憶おくもなかった。

　それとも誰だれかが助けてくれたのだろうか。

「母さん!?」

　天地はハッと身を起こすと、明かりの方に顔を振り向けた。

　一瞬、胸の上を鮮やかな錦にしきが滑すべり落ちていくのが目に入る。

　思わず目を戻もどすと、紅葉もみじ模も様ようの着物だということが分かった。

　やはり誰かがかけてくれたのだ。

「お目め覚ざめになりましたか」

　微かすかに笑いを含ふくんだ声がした、と思うと蠟ろう燭そくの明かりの中に女の姿が現れた。

　年は二は十た歳ちを越こえたあたりだろうか、ちらちらと揺れ動く炎に照らされた細ほそ面おもての顔には見み覚おぼえがない。

「ここは……？」

　天地の手が上うわ掛がけをつかんだ。

「唐から織おりというのです」

　女の紅あかい唇くちびるが笑いを含むと、濃のう密みつな菊きくの薫かおりが漂ただよった。

　﨟ろうたけた白い顔はこの世のものとも見えず、女のまとった銀ぎん箔ぱくの袿うちぎも紅くれないの袴はかまも今の時代のものとは見えなかった。

「どうぞゆるりとなさいませ。まだ雨は降り続いておりますから、もうしばらく雨あま宿やどりなさるとよいでしょう」

　女はつと顔を背そむけると、脇わきの暗がりから朱しゆ塗ぬりの膳ぜんを取り出した。

「こちらにおいでなさいな。一いつ献こん差し上げましょう」

　女が袂たもとを押さえ、体を捻ひねると銀箔が蛇へびの腹のように蠢うごめいた。

「俺は……」

「さあ盃さかずきを」

　体の奥にひやりとした戦おののきを覚えながら、天地は何か抗あらがい難がたい力に引き寄せられるのを感じた。

　差し出された盃には摺すり箔はくの鈍にぶい月が光り、酒が注つがれると水みな面もに漂う月の姿となった。

「さあ」

　女が青黒く濡れた瞳ひとみで見つめるのにせかされるように、天地は盃を空あけた。

　口に含んだ酒は女の笑えみと同じ、濃のう厚こうな菊の薫りがした。

「お気に召めしましたか」

　女は再び微ほほ笑えむと、天地の盃に酒を満たした。
















「君は……」

「朽くち葉はと申します」

「くちは……？」

　二度、三度と盃を重ねると、頭の芯しんが痺しびれたようになってきた。

「ここは……君は俺を助けてくれたのか？」

　朽葉と名乗った女は答えようとせず、ただ笑っただけだった。

「ひと村むら雨さめの雨宿り、一いち樹じゆの陰かげに立ち寄りて、一いち河がの流れを酌くむ酒を……」

　女は低く歌うように呟つぶやくと、つと天地の方ににじり寄ってきた。

「何がそんなに気になるのです？　所しよ詮せんは移うつろい行くのが世の定め、桜が春の嵐あらしに舞まい散るも、冷たい時雨しぐれに紅葉が散り急ぐも定めというもの。ならば今こ宵よいだけでも悩なやみをお捨すてなさいませ」

　女の白い指が明かりにひらめいた、と思うと再び盃が満たされた。

「これは山やま路じの菊の酒、こうして出会ったのも縁えんというものではありませんか。さあ、もっとお召し上がり下さいませ。ほら、こんなに額ひたいが冷たい……」

　女の指が天地の額に触ふれた刹せつ那な、くらりと目の前が暗くなった。

　一瞬、岩を食はむ水音が耳を打つ。

「君は……」

　天地の手から盃が滑すべり落ち、膝ひざを濡らしたかに思った。

　何の感かん触しよくもなかった。

　下半身は既すでに凍こおりついたかのように感覚が失うせ、手を上げて女を押しのけようと思うのがやっとだった。

「何をした……？」

「おまえは良い男おの子こじゃ」

　女の口く調ちようが変わった。

　体が傾かしいだ、と思う間もなく女の顔が真上から天地を覗のぞき込む。

「不ふ思し議ぎな力を持っておるな。星を切り裂さくほどの力じゃ。だが形は常のひとと変わらぬ。われでなくともほんの一ひと押おしですぐはかなくなろうぞ。こうして……」

　女の熱い手が天地の鼻と口を塞ふさいだ。

「ほんの少しじっとしているだけで。のう、天地。おまえは何のために生きておる？　それだけの力を身のうちに持ちながら、たださらさらと川面を流れる紅葉のように流れに身を任まかすのみか。それならばわれにその命を食わせても大して惜おしくはあるまい」

　女の爪つめが天地の頰ほおに食い込んだ。

　﨟ろうたけた美しい顔はそのままに、瞳だけが冴さえ冴ざえと金こん色じきの光を放はなつ。




　鬼おに……!?




　天地の脳のう裏りを魎呼の金色の瞳が掠かすめた。

　なぜ俺の名を？

　なぜ母の姿を？

　俺を取り殺そうと幻まぼろしを見せたのか？

「うう……」

　天地は呻うめき、痺れたように動かぬ手を上げて必死に女の手を外はずそうとした。

　既に全身が感覚を失おうとしている。

「死ぬるのは嫌いやか。食われるのは嫌か」

　女は紅あかい口を裂き、あざわらうかのように力を込めた。

　息が詰まり、視界に霞かすみがかかる。

「母さ……」

　ふと、このまま楽になればいいんだ、と心の影が囁ささやいた。

　このまま目を閉じて、力を抜けばいい。

　そうすればすぐに楽になれる。

　母さんのところに行ける。

　使い道のない力など鬼にくれてやればいい。

　俺の帰りを待ってる魎呼やみんなに会えずに逝ゆくのは寂さびしいが、俺がいなくなればみんな、元いた場所に帰って行くだろう。

　全すべては始まる前に戻もどるだけだ。

　俺がいなくなれば……物語も終わる。

　何の疑いもなく明日あしたの約束を交かわして別れたひとの背はい後ごから一台の暴走車が襲おそいかかるように、物語はいつも、こうして唐とう突とつに断たち切られるのだ。

　それが運命というものなら、俺の力など何の役に立つだろう……。

「つまらぬ」

　ふい、と女の手が離れた。

　急に喉のどを刺すような冷気が肺はいに流れ込み、天地は咳せき込みながら喘あえいだ。

　耳を打つ水音と、頰にかかる水しぶきが残っていた僅わずかな感覚を呼び覚さました。

　落ちた、と思ったのは本当だった。

　半身を凍りつくような川かわ床どこに浸ひたし、半身を岩に晒さらしたまま、天地は橋の下の暗がりに仰あお向むけに倒れていた。

　既すでに冷えきって感覚のない天地の体をしのつく雨が濡ぬらし、濃密な闇やみの中に引き込もうとしている。

「つまらぬわ。良い男おの子こだと思うたに、おまえの魂たましいなどわざわざわれが食らうまでもないわ。この川床に打ち捨すてて、朽くちるに任まかせれば、やがて沢さわ蟹がにがおまえの肉を食ろうてくれるだろうよ」

　女はつい、と天地のもとを離れると、紅あかい炎に包つつまれて浮かび上がった。

「待て……」

　天地はハッと女の衣ころもをつかもうとした。

「待て……待ってくれ！」

　指一本動かすのがやっとだった。

「行かないで……助けてくれ。俺は……」

　意識が霞かすみ、女の姿がぼやける。

　死が現実のものとなってみると、胸が詰つまった。

「死にたくない。まだ死にたくないんだ。俺はまだ……」

　何もやってない、と言おうとしたが声が出なかった。

　何でもする、何でもくれてやる。

　命と引き換かえなら力だってくれてやる。

　どうせ俺にはいらないものだ。

　母さんの形かた見みの力だけど、生きてもう一度朝あさ未まだきに歌う鳥の声で目め覚ざめることができるなら、山の端はに沈しずむ夕日が見れるなら……俺の帰りを待っている魎呼たちに会えるなら。

「哀あわれよのう」

　女は幼おさな子ごに歌うように呟つぶやいた。

「ひとというものは。黄よ泉み路じを目まの当たりに見なければ、命というものが分からぬか。われは名もなき鬼おになれど、この胸の中にはおまえより熱き心が燃えておる。心弱き男おの子こよ、おまえは鬼にすがるのか。自分を取って食らおうとした鬼の情なさけにすがるのか」

　天地の頭上で女の白い顔が優やさしげに俯うつむいた。

「ならば情けを見せてやろう。夢のまにまに黄泉路へ送ってやろうぞ」

　女が顔を上げ、袖そでを打ち払うと紅くれないの炎が踊った。





堪たへず紅こう葉よう、青せい苔たいの地、

堪へず紅葉、青苔の地、

またこれ涼すず風かぜ、暮くれ行く空に、

雨うちそそぐ、夜よ嵐あらしの、

物すさましき、山やま陰かげに

月待つほどのうたた寝に、

片かた敷しく袖も露つゆ深し、

夢ばし覚さまし給たまふなよ、

夢ばし覚まし給ふなよ。






　女が舞まうにつれて、身を包む炎が紅葉のようにひらめき、水みな面もに照てり映はえた。

　いつの間にやら雨が上がり、煌こう々こうと冴さえた月が雲くも間まから現れたと見えたのは幻まぼろしだろうか。

　女の姿は一いち条じようの月光に濡ぬれ、さながら神の化け身しんのようだった。

　菊きくの薫かおりを道連れに、黄泉路へと導みちびく神か、鬼なのか。

　天地はもう、声を出す力もなくただその舞まいを見つめていた。

　まだ二十歳にも遠い命を終えようとしている今、それはあまりに美しく、あまりに凄すさまじい光こう景けいだった。

「魎呼……」

　天地の唇くちびるが動き、掠かすれた声が漏もれた。

「きれいだよ……おまえに見せてやりたかったなあ……」

　天地の脳のう裏りに魎呼の冴えた瞳ひとみが移ろいだ。

　薄れゆく意識の中に現れた魎呼は生き生きと笑っていた。

　この星に生きるのが嬉うれしくて、楽しくてたまらないというように。

「魎呼……」

　天地はたったひとつの宝物を慈いつくしむようにその名を呼んだ。

　そうだ、いつか話してくれたじゃないか。

　朧おぼろ月づきに舞う鬼の話を。

　おまえ、こういうの、好きだろ？

　もっと時間があればおまえに話してやれるのにな。

　二人で紅葉もみじ狩がりに行こう。

　阿重霞さんも、砂沙美ちゃんも一緒に連れて行こう。

　おまえが喜んでくれるなら、みんなで賑にぎやかにやろうじゃないか。




　魎呼……！




　鮮やかに舞う鬼の姿が水みな底そこから見上げたように潤うるみ、揺ゆらいだ。

　もう俺は死んで、川の底にいるのかもしれない、と天地は思った。

　そうだ、もう死んでしまったのなら肉体から自由になれるじゃないか。

　帰ろう。

　家に帰るんだ。

　別に魂たましいだけになってもいい、魎呼にもう一度会ってから逝いけばいい。

「魎呼────!!」

　その声が自分の喉のどからほとばしり出た、と気づいた刹せつ那な、女の舞が止まった。

「あなや」

　女の口から炎が躍おどり出た。

「われの力を破やぶったか。われの呪じゆ縛ばくを破りおったな。されば……」

　女の姿が見る見るうちに変へん貌ぼうしていくのを天地は息が止まる思いで見つめていた。




　鬼だ……。




　額ひたいを割って二本の角が伸のび、口は裂さけ、目は爛らん々らんと金こん色じきの光を放はなつ。

「食ろうてやろう」

　女、否いな今は鬼の姿に変じたものはとん、と岩の上に降おり立つと、鉤かぎ爪づめの伸びた手を一ひと振ふりした。

　その手にたちまち鉄てつ杖じようが現れる。




　逃げなくては！

　こんな有あり様さまでは戦えない───！




　天地は必死で手を動かし、起き上がろうとした。

　腕の先まで痺しびれたようになった手をつっかい棒がわりに身を起こす。

　氷水の詰つまった袋のような体を引きずりながら、天地は必死に川岸へ這はい進んだ。

　女の呪縛が破れたせいか、生命の危機に樹じゆ雷らい皇おう家けの血が蘇よみがえったのか、天地の腕にほんの少し力が戻もどってきた。

「……食われてたまるか！」

　渾こん身しんの力で川岸に体を引き上げると、天地は一本の立ち木に背を預あずけ、荒い息をついた。

「面おも白しろや」

　鬼はからからと笑うと、三歩で天地の前に飛び来きたった。

「得え物ものもなしにわれと戦うか。あっぱれ、良き男おの子こじゃ。ならばせめてもの情け、一ひと打うちでその首落としてやろうぞ」

　高々と鉄杖を掲かかげた、と思う間もなく鋭するどい一振りが天地を襲おそった。

「わッ」

　横倒しに倒れ込んだ天地の背はい後ごで立ち木が弾はじけ飛んだ。

「往おう生じよう際ぎわの悪いことよ」

　鬼は楽しげに笑うと、すぐに鉄杖を逆さか手てに振り下ろした。

　間かん一いつ髪ぱつ、身を捩よじってかわす。

「光こう鷹おう剣けん！」

　天地は叫さけんだ。

　この体でどこまで攻こう撃げきに耐たえられるか分からない。

　だが、逃げれば確実に殺やられる。

　この闇やみの中、頼たよれるのは己おのれの力のみなのだ。

「死んでたまるか」

　動かぬ体を呪のろいながら必死に身を起こす。

　天地の手に光り輝かがやく剣が現れたのを見ると、鬼はハッと跳とび退すさった。

「なんと美しい太た刀ちじゃ。それがおまえの力なら、われも相応ふさわしい得物に持ち替えよう」

　鬼が手を一振りすると鉄杖が消え、炎の太刀が現れた。

「では、参ろうぞ」

　鬼は宙を飛び、凄すさまじい勢いで天地に打ちかかった。

　二度、三度と光鷹剣のエネルギーと異い界かいの力がぶつかり、光が走る。

「なかなかの力よ」

　鬼は大きく口を裂いて笑った。

「だがおまえはもう、立っているのもやっとであろう。急にこの世が惜おしくなったか。命を取らるるのが悔くやしくなったか」

　鬼の口からちろちろと炎が躍り出て、金色の目に照てり映はえた。

「さあ、舞うがよい。今いま際わの命を花と咲かせて、夜よの間まの露つゆと消ゆるまで」

　鬼の姿が宙を翔かけり、再び炎となって激しく打ちかかってきた。




　ほんの数すう刻こく前。

「ねえ、天地兄ちゃん、どうしたんだろ？」

　砂沙美はふと柱時計を見上げた。

「もう十時になるよ。今日はそんなに遅くなるって言ってたかなぁ？」

「きっとお友達のところでお話が弾はずんでいらっしゃるのよ。今夜はお泊とまりになるかもしれないわね。雨も止やみそうにありませんし」

　阿重霞は柱時計を見上げ、ついで窓の外に目をやった。

「もうすぐきっと電話がかかってきますわ。さあ、砂沙美ももう寝なくてはね」

「はぁい」

　砂沙美は素す直なおに立ち上がったが、心なしか不安な表情で姉の方に振り返った。

「魎呼お姉ちゃんは？」

「さっき雨の中を出て行ったようよ」

　と、その言葉が終わるか終わらぬかのうちに、魎呼の姿が現れた。

「あやかしの匂においがするぜ」

　濡ぬれた髪をざん、と振り払ったので辺あたりに水すい滴てきが飛び散った。

「ちょっと魎呼さん！　床ゆかが濡れるじゃないの。お風ふ呂ろ場ばで拭ふいてらっしゃいな」

　阿重霞の文もん句くも耳に入らぬような顔で魎呼は眉まゆをひそめ、じっと外の闇やみを窺うかがっていたが、ふいに瞬しゆん間かん移い動どうしてソファにあぐらをかいた。

「気のせいか。あやかしだとしても遠いな。ま、てぇしたことはないか」

　と、今気づいたように砂沙美に目を向ける。

「砂沙美ちゃん、タオル放ほうってくれよ。すっかり濡れちまったぜ。秋の雨は冷てェな」

「うん！」

　砂沙美は居い間まを走り出ると、バスタオルを持って帰ってきた。

「どうしたの、魎呼お姉ちゃん？　外になんかいるの？」

「いや」

　魎呼はにぃっと笑った。

「大だい丈じよう夫ぶ、ちょっと気になっただけさ。もしなんか来たってあたしがいるじゃねェか。あっと言う間にやっつけてやるよ」

「うん」

　砂沙美はやっと笑顔を見せると、魎りよう皇おう鬼きを抱き上げた。

「魎ちゃんと一いつ緒しよに寝てもいい？　魎呼お姉ちゃん、寒くない？」

「心配すんなって。あたしは強いんだぜ」

　魎呼は砂沙美の頭をくしゃくしゃと撫なで、湿しめったタオルを投げ出した。

「さて、もう一回りしてくっか。阿重霞、しっかり戸と締じまりしとけよ」

「あなたみたいな物ものの怪けには戸締まりなんて関係ないでしょ」

　阿重霞は笑い出した。

「さ、もう寝ましょう。夜よ更ふかししてると明日あした遅ち刻こくしちゃうわよ」

「砂沙美、遅刻なんてしたことないもん。朝寝ね坊ぼうはお姉様でしょ」

　魎呼はふと優やさしげな笑みを浮かべ、言い合っている姉妹の様よう子すを眺ながめていたが、ついと窓ガラスを抜けると外の闇に姿を消した。

「魎呼さん？」

　阿重霞はふいに胸むな騒さわぎを覚おぼえて砂沙美の肩を引き寄せたが、すぐに気を取り直すと砂沙美の背を押すように階段を上がり始めた。

「天地様もしょうがないわねぇ。この間もお友だちのところで夜更かしなさったんだから」

　一瞬、何か良くないことが天地の身に起きたのではないか、そんな思いが阿重霞の背を凍こおりつかせた。

「冷えてきたわ。お布ふ団とんをもう一枚、出しましょうか」
















　阿重霞は不吉な思いを振り払うように努つとめて明るい声を出すと、先に立って階段を上がっていった。




　裏山に回ると、あやかしの気け配はいがさっきより一いつ層そう濃こく立ちまさるのが分かった。

「気に入らねェな」

　魎呼は眉まゆを寄せて呟つぶやくと、しのつく雨に顔を振り向けた。




　どこだ……どこにいる？




　目を閉じて気配だけに心の耳を澄すます。

　鬼のことを思うと心が波立った。

　春の朧おぼろ月づきに見た男の鬼だろうか。

　もしそうならば、もう一度会いたい気もするが。

「いや……」

　魎呼は顔を戻もどすと大きく息をついた。

　匂においが違う。

　重い花の匂い……菊きくか、それとも香こうか。

　魎呼は肌はだに僅わずかに感じる気きの流れに従したがって、音もなく宙を滑すべり始めた。

　遠く、川のせせらぎが聞こえてくる。

　と、ふいに沢の方に時ならぬ光がひらめいたかに見えた。

「あやかし!?」

　霊れい異いを捕とらえた魎呼の全身が引き締しまった。

　不吉な赤い光は炎のように闇の中に燃え上がり、魎呼の心を戦おののかせた。

　今まであったことのない戦きだった。

「何者……？」

　その刹せつ那な、血を吐はくような天地の声が矢のように魎呼の耳を貫つらぬいた。

「天地!?」

　魎呼は一瞬のうちに姿を消すと、天地の声のあった方へと宙を飛んだ。




「天地!!」

　魎呼は息が止まるかと思った。

　闇に沈しずむ橋のたもと、奥深い沢の流れに身を浸ひたすように天地が倒れている。

　炎の太た刀ちを手にのしかかるようにして鍔つばぜり合いをしているのは確かに鬼だった。

　光こう鷹おう剣けんの輝かがやきがちらつく。

　紅くれないの袴はかまに銀ぎん箔ぱくの袿うちぎをつけた鬼からは邪じや悪あくな気が立ちのぼり、魎呼の肌を粟あわ立だたせた。

　天地の顔は死人のように青白く、光鷹剣の柄つかを握にぎり締しめた両手は震ふるえ、今にも鬼の刃やいばが肌を焼くかに見えた。

「てめえッ」

　魎呼はオーラブレードを振りかぶり、渾こん身しんの力を込めて鬼の背に打ち下ろした。

　はッと鬼が身を捩よじったのと、魎呼が間かん一いつ髪ぱつ、刃を止めたのはほとんど同時だった。

「魎呼!?」

　鬼は一瞬のうちに姿を消し、川の中なか程ほどの岩の上に再び姿を現した。

「天地、しっかりしろ！」

　魎呼は血の気けを失った天地を軽々と抱き起こすと、草の上に横たえた。

　あまりの冷たさに背筋が凍りつく。

「やめろ、魎呼、奴やつは強い」

　天地は身を起こそうとしてがくりと首をのけ反ぞらせた。

「われの獲え物ものを取るか。そなたも鬼か」

　鋭するどい声に魎呼がはっと振り向いたとたん、鬼の足が岩を蹴けった。

　宙を飛んだ、と見るやたちまち姿がかき消え、魎呼の髪を引っつかむ。

　そのまま橋を越えるほど跳とび上がると、炎の太刀を逆さか手てに魎呼の体を貫つらぬこうとした。

　と、太刀の切っ先が止まる。

「バッカやろー……鬼の分ぶん際ざいで、あたしの天地に手ェ出しやがって！」

　魎呼の素す手でが炎の太刀を握り、押し戻もどす。

「はッ！」

　鬼は魎呼の手に太刀を残したまま宙を跳び退すさった。

「ひとではないな。われの炎を素手で押し戻すとは何者!?」

　鬼の手に新たな太刀が現れる。

「ンなことどうでもいいね！」

　魎呼の目が金色に切れ上がった。

「おめーの名も聞きたくねぇ。あたしはなぁ、この落とし前をつけてやろうって言ってんのよ！」

　魎呼の手にオーラブレードが現れた。

　その瞳ひとみに激しい怒いかりとも喜びともつかぬ残ざん忍にんな光がひらめく。

「おめーの首を叩たたき落としてくれるぜ！」

　言いい様ざま、魎呼の刃が鬼の首を払った。

　一瞬、鬼の体から炎が噴ふき上がったかに思えたが、次の瞬間、その姿は空に紛まぎれ闇に紛れてかき消えた。

「どこ行きやがった!?」

　やるな……そう思う間もなく、鬼の笑い声が闇の中から響ひびいてきた。

「良い男おの子こじゃ。平たいらの維これ茂もちのかわりにわれが取って食らおうと思ったものを。だがわれより強い鬼がついていては諦あきらめるより詮せん無なかろう」

　鬼はもう一度笑うと、夜よ嵐あらしの音に立ち紛れて消え失うせた。

　一瞬、暗い川かわ面もに錦にしきを散り敷しいたような唐から織おりが浮かんだかに見えたが、はっと目をやった時はもう何もなかった。

　魎呼は金色の目を光らせたまま、とん、と川岸に降り立ったが、大きく息を吐はくと天地のもとに戻った。

「大だい丈じよう夫ぶか」

　そのまま身を屈かがめて天地の胸に耳をつけ、心臓の鼓こ動どうを確かめる。

「魎呼……」

　天地はようよう目を開いた。

「みっともないとこ、見せちゃったな」

「バッカやろー」

　魎呼はにィ、と笑うと天地を見下ろした。

「ひとりで何やってんだよ。呼べばすぐ飛んできたのに。鬼退たい治じはあたしの仕事だろ？　こんなに冷たい手しやがって」

　魎呼の熱い手が天地の手を包つつみ込み、そっと撫なでさすった。

「こんな冷たい手して……死んじまうぜ」

　ふいに魎呼は手を離すと、天地の体を抱き上げて宙に浮き上がった。

「どっか乾かわいたとこに行かなきゃな。ほこら……でいいか？　ちょっと暗いけど、ここよりマシだぜ」

　魎呼ははにかむように微ほほ笑えんだ。

「なあ、このまま家に帰って大騒ぎになるの、イヤだろ？　あたしは別に構かまわねェけどよ、おめーがイヤなんじゃねェかと思ってさ」

「どこでもいいよ」

　天地はうっすらと目を開いた。

「おまえがいいって言うとこならどこでもいいさ。何だか……すごく眠いんだ」

「いいよ。あたしがずっと起きてて、守ってやる。安心しろよ、天地……」

　答えはなかった。

　天地は子どものように無む邪じや気きな顔で眠りに落ちていた。

　魎呼は壊こわれ物を抱くように天地の体をそっと抱かかえ直すと、一瞬のうちに姿を消した。

　夜や半はん過ぎに雨が上がり、雲くも間まから月が白々と川面を照らし出す頃ころには、鬼の気け配はいもひとの気配もともに消え失せ、雨の名残なごりの露つゆが光るばかりとなった。

　ただ天地が背にした立ち木だけが、一夜の夢の凄すさまじさを物語るかのように半なかば折れ、砕くだけた枝えだ葉はを露に散らしていた。







ＲＥＳ……「笑わねーよ」




　ども。尼あまヶが崎さきっす。

　天地、その後ちゃんと生きてるか？

　おまえもつくづく不ふ憫びんなヤツだよなー。




[image: >]おまえは笑うかも知れないけど、俺、ホントに鬼に会っちゃったんだよ。

[image: >]こんなこと電話で話したらおかしくなったと思われるだろうからこうやってメールで




　うん、確かに。

　電話だろうがメールだろうがそりゃ、おまえじゃなきゃオレも信じてないって。

　だけどおまえ、いいよなぁ。

　鬼って言ってもそんなきれーな女に迫せまられてさ、俺だったらもう、喜んじゃうね。

「まま、一杯」「そースか、こりゃどーも」って……でも後が怖こわいんだっけな。

　オレ、思うんだけど、おまえはやっぱ特別な星の下に生まれたんだよ。

　そりゃ普通でないこともいっぱいあるかも知れないけどさ、その分楽しいことだっていっぱいあるわけだから、目一杯楽しんだ方がいいんじゃないの？

　おまえってみょーに「普通」にこだわってるとこがあって、まぁそれがおまえのいいところなんだけど、普通だからいいってもんでもないと思うな。

　天地、おまえホントに普通の人生やりたいのか？

　また学校に戻もどって就しゆう職しよくして結婚して独立して子どもができてささやかでも幸せな家庭を作って……あ、それってオレの夢か。

　普通で平へい凡ぼんもけっこういいじゃん……なんてすぐ前ぜん言げん撤てつ回かいしたりして。

　でもおまえはそういうの、似に合あいそうで似合わないかもな。

　そんだけ女の子に囲まれてても普通の高校生やりたいって言ってるんだから。

　フツー、そういうの変人って言うんだぜ。

　あ、でも結婚するんだったら阿あ重え霞かさんがいいと思うな、オレ。

　美人だしおしとやかだし育ちもいいし、理想的じゃん。

　魎りよう呼こさんかっこいいけど怖いしな。

　オレとおまえ合わせたより強そうだし。

　やっぱ阿重霞さんだよ。

　オレ、砂さ沙さ美みちゃんに会えなくなっちゃうかと思うと寂さびしいしさ。




　とゆーことでまた今度遊びに行くわ。

　じゃあな。





尼ヶ崎　　



















聖せい夜や









　年の瀬せも押し詰つまり、クリスマスまであと二日となった夕ゆう暮ぐれのこと、柾まさ木き信のぶ幸ゆきは浮かぬ顔で商店街を歩いていた。

　師走しわすの街まちにキラキラとイルミネーションが映はえ、クリスマスソングが楽しげに流れている。

　コートに身を包つつんで行ゆき交かう人もみな心なしか浮き浮きと、明日のイヴを心待ちにしているかのようだ。

「クリスマスか……」

　信幸はデパートの大きな垂たれ幕まくを見上げ、ため息をついた。

「うーむ……」

　信幸は逡しゆん巡じゆんしつつ、デパートの入り口で立ち止まった。

　プレゼントはどうしよう!?

　と、いうのが浮かぬ顔の最たる原因なのである。

　天てん地ちが小さい頃ころは簡かん単たんだった。

　前もってさりげなく欲ほしいものを聞き出しておき、天地が寝てからそっとプレゼントを枕まくら元もとに置いておけばそれで済すんだのだから。

　当日の朝は何食わぬ顔で「どれどれ」などと言いつつ驚おどろいたふりをする。

『サンタさんって、ホントにいるんだね！』

　信幸は幼おさない天地の嬉うれしそうな顔を未いまだに覚おぼえていた。

『煙えん突とつもないのにどっから入ってきたの？　サンタさんってどこに住んでるの？　どうやってお手紙出したの？』

　サンタさんは魔法が使えるからねぇ、とか何とかいいかげんな返事をしたような気がするのだが、そのへんはもう忘れてしまった。

『サンタクロースって、本当にいるんだよ！　だって僕ぼくにちゃんとプレゼント持ってきてくれたんだもん！』

　幼い天地はそう信じて疑うたがわなかった。

　もちろんそんな幸しあ福わせな時代は長続きせず、天地も小学校に上がってしばらく経たつと、本当のことを知ってしまったのだった。

　かわりに『これこれが欲しい』と、今度は直ちよく接せつ信幸にリクエストするようになった。

　それはそれで気楽になったと言うべきかもしれない。

　ファンタジーの世界から現実の世界に移行した分、「クリスマスまで待ちなさい」だの「そりゃ高すぎる」だの言えるようになったのだから。

　というわけで今までプラモや超ちよう合ごう金きんのロボットや天てん体たい望ぼう遠えん鏡きようやゲームなどを買いにデパートに行っていたが、天地が中学生になる頃にはその習しゆう慣かんもなくなってしまった。

『父さん、俺おれ、ＣＤ欲しいのがあるんだけど』

「ああ、クリスマスか。で、いくらだ？」

　そんなものである。

　ところが、去年から柾木家では突とつ然ぜん降ふって湧わいたようにクリスマスが復ふつ活かつすることになったのだった。

　原因はもちろん、柾木家に宇宙人が大たい挙きよして押し寄せたからである。

　宇宙人と言えども姿すがた形かたちはもちろん、心は女の子そのものの彼女たちがそんなロマンチックなイベントを見み逃のがすわけがない。

　何しろ「一年中で一番聖なる夜に、一番好きな人にプレゼントをする」という願ってもないシチュエーションなのだから。

　そんなわけで今年のクリスマスも天地を巡めぐって大おお騒さわぎになるのはまず間ま違ちがいなかった。

　問題はその前である。

「去年は準備にバタバタして結局プレゼント買い損そこねたから、今年は何とかしなきゃいけないだろうなぁ……」

　女の子へのプレゼント（それも宇宙人）なんてどうすればいいんだか、と信幸は思い悩なやみ、こうしてデパートの入り口で立ち止まっているのであった。

「父さん!?」

　いきなり声をかけられ、信幸は心しん臓ぞうが止まりそうになった。

「な、なんだ、おまえか」

　振り向くとジャンパーのポケットに手を突っ込んだ息子むすこがいた。

　どうしたんだ、こんなところで？　と言う前に先を越こされてしまった。

「何やってんだよ、こんなとこで？」

「いや、ちょっとな。人と待ち合わせで……」

「ふーん」

　天地はさして興きよう味みなさそうに頷うなずくと、肩かたをすくめるようにして踵きびすを返した。

「じゃ俺おれ、買い物あるから」

「買い物？」

　声に動どう揺ようが出ていたに違いない。

　天地は振り向いた。

「明日あしたクリスマス・イヴだろ？　カード買いに来たんだ」

「カード？」

「俺、金ないし……」

　天地は照てれたように笑うと電でん飾しよくを纏まとった街がい路ろ樹じゆを見上げた。

「ケーキは砂さ沙さ美みちゃんと阿あ重え霞かさんが作ってくれるって。あと料理はジョージさんが。今夜帰ってきたら言おうと思ってたんだけど、父さんもなんか買っといてくれるかなぁ？　じゃ、もう行くから」

「お、おう」

　信幸は出で端ばなを挫くじかれた形で呆ぼう然ぜんと息子の後ろ姿を見送った。

「カードね……」

　それじゃ俺にプレゼントを買えっていうことだな!?

「お、おい、天地！」

　息子の姿はどこに紛まぎれたか、暮くれのデパートの大だい混こん雑ざつの中に消えてしまっていた。




「ちッ……」

　魎りよう呼こは毛糸をほどきながら舌した打うちした。

　これで５回目だか６回目の編あみ直しである。

「クリスマスは心のこもった手作りプレゼントがベスト──なんて言ったヤツはどこのどいつだ!?」

　たまたま手に取った少女マンガ雑誌の特集に「あなたはどのタイプ？」式のチャートが載のっていて、それをたどっていったら「手編みのマフラー」にたどり着いたというわけである。

「せめて二時間無む制せい限げん食い放ほう題だい飲み放題か、ステーキ１キログラム、ライスもつけて一五分以内に食べ切ったら代金タダにたどり着きたかったなぁ……」

　もちろんそんな選せん択たく肢しがあるわけはない。

「あああ～～～!!」

　魎呼は叫さけぶと、編み棒ぼうと毛糸を投げ捨すてた。

「なんでおめーはそんなに丸まっちゃうんだよ!?　え？　もしかしてポスターとかカレンダーの親しん戚せきか？　もう止やめだ止めだ！」

　編み物を一回でもやったことのある読者の方ならご存じだろうが、簡単な編み方の代表ともいえるメリヤス編みというのは魎呼のように力いっぱい編んでいると、際さい限げんなく端はしっこから丸まってしまうのである。

「あたしには向かねぇ」

　魎呼は断だん言げんすると、編み棒をそのままにほこらの最さい深しん部ぶから瞬しゆん間かん移い動どうした。

　そう、わざわざ人目を避さけてほこらまで毛糸と編み棒を抱かかえてきたというのが泣かせるではないか。

「ンな小こ細ざい工くしなくてもあたしにはあたしって武器があるじゃねェか」

　何を思ったか、魎呼はにまっと笑うと漂ただようように空中を滑すべり出した。




　阿重霞は空腹も忘れてソファの背もたれに肘ひじをついたままぼんやりと虚こ空くうを睨にらんでいた。

　膝ひざの上には星占うらないのページを広げたままの雑誌がのっているが、一五分も前から手は止まったままである。

　視線の先にはＴＶがあり、六時のニュース番組をやっているがもちろん見ていない。

　ニュースキャスターの声も聞こえていない。

　頭の中を重大な問題が占せん拠きよしているせいで見ても見えないし、聞いても聞こえないのである。

「ラッキーカラーは赤……幸運の場所はイタリアンレストラン。プレゼントするならあなたの何かプライヴェートなものを……」

　阿重霞ははたと雑誌を膝から払い落とし、信幸の書しよ庫こへと走った。

　明かりをつけるのももどかしく、辞じ書しよを繰くる。

「まぁ……」

　阿重霞はしばらく考え込んでいたが、そろそろと辞書を戻もどした。

「わたくしの個人的なもの？」

　個人的な──持ち物かしら？　服とかアクセサリーとか？　それとも使っているもの？

　ボールペン、歯ブラシ、ノート、化け粧しよう品ひん、と考えてきて阿重霞は真まっ赤かになった。

　一番プライヴェートなもの、それはわたくし自身ですわ！

　わたくし自身を天地様に差し上げる。

　わたくしこそがプレゼント。

　それこそ聖なる夜に何よりもふさわしい贈おくり物なのですわ……。

　拳こぶしを握にぎり締しめて一人盛もり上がっていた阿重霞はため息をつくと明かりを消し、書庫を出た。

「そんなことできるわけないですわね。魎呼さんじゃあるまいし……」

　クリスマスプレゼントは何を差し上げたらいいのかしら、と阿重霞は呟つぶやき振り出しに戻った気分で階下に下りていった。




　砂沙美と柾木家の料りよう理り人にん兼けん執しつ事じのジョージは台所で仲良く夕食の支し度たくをしていた。

「ねぇ、ジョージさん。クリスマス・イヴのごはん、何にする？　やっぱフライドチキンとサラダと、あとはピザとかお寿す司しとか、みんなでつまめそうなものかなぁ」

「大変結けつ構こうだと思いますよ。それよりケーキはどうします？　ブッシュ・ド・ノエルかイチゴのショートケーキか、いっそ大人おとなっぽくチョコレートケーキもいいかもしれませんね」

「あ、ケーキ？　ケーキだったらもう決めてあるの。三段重がさねのケーキでね、一段目がふもとの街まち。二段目が森と湖。一番てっぺんにサンタさんのおうちがあって、ソリに乗ったサンタさんが滑り降おりてくるんだよ～。ちょっと待って！」

　砂沙美はいきなり台所を走り出ると、二階から自じ由ゆう帳ちようを持って駆かけ降りてきた。

「こういうの。ちょーメルヘンでしょ？　で、問題はどうやって作るかってことなんだよね」

　ジョージは手を止めて、自由帳いっぱいに描えがかれた夢のクリスマスケーキを子し細さいに眺ながめていたが、にっこりしてノートを返した。

「もちろん作れますとも。こういう飾かざり部分はお菓か子しで作ればいいんですよ。ウェハースのおうちやマジパンの人形や、バームクーヘンの切り株かぶをね。パセリで森も作れますよ」

「わぁ……ありがとう！」

　砂沙美は目を輝かがやかせた。

「じゃあ雪山だから真っ白な生なまクリームのケーキですね。家の屋や根ねには粉こな砂ざ糖とうで降ふり積つもった雪の感じを出しましょう」

　それから話は製せい菓かに関する専せん門もん的てきな部分に入っていき、砂沙美は熱心に頷うなずきながらメモを取り始めた。

「ジョージさんて何でも知ってるんだね。すごいや！」

「それは皆みなさんのお陰かげですよ」

　ジョージはいつものように控ひかえめな笑えみで答えた。

「天地殿どのや信幸殿が図と書しよ館かんから料理の本を借かりてきて下さったり、鷲羽わしゆうさんがインターネットで情報を引き出して下さったりしたお陰で、私も何不自由なく料理に専せん念ねんできるのです」

　この銀河系出身のロボットのメモリの中にはありとあらゆる料理のレシピが整せい然ぜんと詰つまっているのだった。

「途と中ちゆうで分からなくなったりしたらいつでも聞いて下さいね」

「うん、ありがと」
















　砂沙美はジョージの心こころ遣づかいに感かん謝しやした。

　ちゃんと砂沙美の気持ちを分かっていてくれるのだ。

「だって、天地兄ちゃんに約束しちゃったんだもん。砂沙美とお姉様でケーキ作るからって。あ、そうだ！　プレゼントも作らなきゃ！　どうせだから一いつ緒しよに作っちゃおう！」

　砂沙美は晴はれ晴ばれとした顔で自由帳を閉じると、また秘ひ密みつの引き出しにしまいに行った。




　宇宙最強の一級刑事コンビ、美み星ほしと清きよ音ねは今日もコンビニでバイトに精せいを出していた。

「ねぇ、美星。天地さんとこのクリスマス、どうする？」

「ええっ、清音は行かないの？」

　美星が目を丸くして振り向いた。

「違ちがうわよ、アタシの言ってんのはプレゼントのこと。何か買いに行くなら今日行かないと間に合わないでしょ？」

「あ、そうか。すっかり忘れてたわ」

　美星は気楽な顔で頷くと、商品を並ならべ始めた。

「清音はどうするの？」

「それなのよね……」

　美星の隣となりで手て伝つだいながら考え込む。

「思うんだけど、大人数になるでしょ、クリスマス。だから少しでも足たしになるものの方がいいかなぁって」

「お菓子とか？」

　美星はクリスマス商品の棚たなに目をやった。

　キャンディやチョコの詰め合わせが入った赤いブーツ、パーティ用の袋ふくろ菓子セット、オルゴールつきのキャンディなどがぎっしりと並んでいる。

「うん、それもいいわね」

　清音は急に思いついたように美星の肘ひじをつついた。

「天地さんにはあげないの？」

「えっ、私？　うーん……」

　美星ははにかんだ顔でちらり、と清音の方をうかがった。

「清音は？」

「アタシ？　あ、お酒とかジュースもいるわよね」

　清音は話をはぐらかすと、美星をおいてレジに走っていってしまった。

「なぁに、清音ってば」

　と、その時美星は素す晴ばらしいプレゼントを思いつき、清音のことは忘れてしまった。

「うん、これならバッチリ！　お金もそんなにかからないし」

　美星にしては珍めずらしく、アイデアを胸にしまったままにっこりする。

「早く明日にならないかなぁ」

　美星は子どものように呟つぶやくと、残りの商品を棚に並べ始めた。




「クリスマスねぇ……」

　鷲羽はキーボードを叩たたく手を止めたまま、呟いた。

　研究室の中には音量を絞しぼったクリスマスソングが流れている。

「天使のような鷲羽ちゃんになって、みんなの願いを叶かなえてあげるとか……」

　それともサンタのような鷲羽ちゃんになって、プレゼントを配りまくるとか。

「いまイチだわね」

　鷲羽は肩かたをすくめた。

　執しつ事じ兼けん秘ひ書しよ兼助手のジョージが台所に行っているので独ひとり言ごとを呟くしかないのである。

「悪あく魔まのような鷲羽ちゃんになって……」

　二度と忘れられないクリスマスにするってのはどうかしら？

　鷲羽は急に生き生きとした顔になると、悪魔のような思いつきの部分を熟じゆつ考こうした。

　真しん実じつ発はつ見けん機き。

　使ったら最後、本当のことしか喋しやべれないメカである。

　神の御み子こが誕たん生じようした夜にはまことにもってふさわしいイベントになるだろう。

　家庭が崩ほう壊かいする危険性はなきにしもあらずだが。

　天地複ふく製せい機き。

　一人につき一人ずつ天地をプレゼントするイベントである。

　コピーなので使い方は自由、ただしオリジナルは使用不可。

　もちろん、天地殿にも天地をプレゼントする。

　オリジナルの精神が崩壊する危険性はなきにしもあらずだが。

「いいわねぇ……これぞ天てん才さい鷲羽ちゃんにふさわしい発明だわ」

　鷲羽はジョージが見たら青ざめたに違いない顔でほくそ笑んでいたが、砂沙美の顔を思い出してぴたりと笑い止やんだ。

「……やっぱりマズイか」

　楽しいクリスマスにしようとはりきっている砂沙美の努力を無む下げにすれば天地も黙だまってはいまい。

「しょうがない、おとなしく聖なる夜を祝いわうとするか」

　鷲羽は椅い子すにそっくりかえって研究室の天てん井じようを眺ながめていたが、急に何か思いついたようにがばっと身を起こした。

「うん、これこれ。この手があったわ！」

　鷲羽が何を思いついたかは神のみぞ知る。




「メリー・クリスマス!!」

　いよいよイヴの夜が来て、柾木家はいつにもまして賑にぎやかになった。

　玄げん関かんと居い間まにはクリスマスリース、色とりどりの電でん飾しよくが光るクリスマスツリーに、壁かべにも鴨かも居いにも赤と金のモールが張はり巡めぐらされ、雰ふん囲い気きも十分である。

「天地兄ちゃんっ、お皿さら運ぶの手て伝つだって！」

　台所の方では砂沙美とジョージと阿重霞がごちそうの支し度たくにおおわらわだった。

「はいはい、今行くよ～」

　はんてん姿の天地は白い紙かみ飾かざりのついたチキンや、山盛もりのサラダやサンドウィッチなどを持って忙いそがしく居間と台所を往おう復ふくし、居間に陣じん取どった魎呼は早々とワインを開けてご機き嫌げんな顔である。

「おい、もう食ってもいいか？　あたしゃ腹減へったぜ」

「魎呼ちゃん、お行ぎよう儀ぎ悪いわよ」

　鷲羽に手をはたかれた魎呼が渋しぶ々しぶ手を引っ込めると、ピンポーン、とチャイムが鳴った。

「こんばんは～！　メリー・クリスマス！」

「わぁい！　なんかすっごくいい匂においがしますぅ」

　酒屋の出前のごとくダンボールを抱かかえた清音と美星がにこにこ顔で上がってきた。

「やぁ、いらっしゃい」

「あ、おじさま。お邪じや魔まします～」

　廊ろう下かに顔を出した信幸に軽く会え釈しやくすると、清音はダンボールをどん、と床ゆかに置いた。

「これ、ワインとウーロン茶とジュースなんですけど、みなさんでどうぞ。お菓子やおつまみも入ってますから」

「おお、清音さんに美星さん、気を使わせてしまってかえってすまなかったのぉ」

　信幸の後うしろから勝かつ仁ひとも顔を出す。

「つまらないものですみません。なんかお手伝いすることありますか？」

「いいからいいから」

　勝仁は水みず割わり片手に二人を手て招まねきすると、また居間に引っ込んだ。

「メリー・クリスマス!!」

　柾木家の居間に二度目のコールが起こる。

　クリスマスソングの高らかに流れる中、次々にグラスが回され、笑い声が響ひびいた。

「ねぇねぇ、もうプレゼント開けてもいい？」

　クリスマスツリーの周まわりに山やま積づみになったプレゼントの方にちらちら目をやりながら、砂沙美が姉の袖そでを引っ張る。

「おっ、プレゼントの時間か？」

　だいぶできあがった魎呼が耳みみ聡ざとく聞きつけた。

「あたしがいっちば～ん！」

　叫さけぶや否いなや天地の首に腕うでを回し、頰ほおに派は手でなキスをお見み舞まいする。

「天地ぃ～、今夜あたしのこと好きにしていいぜ。下へ手たなプレゼントより嬉うれしいだろ？　なんならリボンでもつけようか？」

「反則！　イエローカードですわ！」

　阿重霞が割って入った。

「天地様、わたくしずいぶん悩なやんだんですけど、樹じゆ雷らい皇おう家けに代々伝わるしきたりに則のつとって、お守りを差し上げることに致いたしましたの。これをわたくしだと思って、いつも身につけておいて下さいね」

　阿重霞は頰を染そめながら小さな人形を手渡した。

　黒くろ髪かみに樹雷皇家ゆかりの赤い着物を着た人形は阿重霞に似ていないこともない。

「わたくしの髪の毛を一ひと筋すじ、封ふうじ込めてありますの。そうすると思いが伝わると言われておりますのよ」

「へぇ……可か愛わいいなぁ」

　天地は素す直なおに受け取り、しげしげと眺ながめた。

　針はり目めは不ふ揃ぞろいだが、手作りらしい温あたたかさが伝わってくるようだ。

「ンなもんつけてると呪のろわれるぜ。髪の毛なんて怨おん念ねんこもってそうじゃん」

　割って入られた魎呼が早さつ速そく反はん撃げきする。

　言い合いを始めた魎呼と阿重霞をよそに、砂沙美は大きな箱を抱かかえて懸けん命めいにリボンの結び目をほどこうとしていた。

「あーん、取れないよぉ……」

「ほら、貸かしてごらん」

　清音が慣なれた手つきでリボンをほどく。

　中から現れたのは大きなサンタのぬいぐるみだった。

「わぁ……かっわいーい！」

　砂沙美はギュッとサンタさんを抱だき締しめた。

「そんなものしか思いつかなくてな。もし気に入らなかったら取り替えてもいいよ」

　信幸が照てれ臭くさそうに笑いかけた。

「ううん、とってもステキ！　おじさま、ありがとぉ！」

「ちょっと待って。そのままそのまま」

　丸っこいサンタのぬいぐるみを膝ひざにのせて頰を寄せた砂沙美の姿が信幸のカメラに納おさまった。

「ねぇねぇ、これ清音宛あてのプレゼントよ」

　プレゼントの山を物ぶつ色しよくしていた美星が細長い箱を二つ抱えて戻もどってきた。

　清音宛の箱には水色のマフラー、美星宛の箱には卵たまご色のマフラーが入っていた。

「まぁ……私たちまですみません」

　清音が嬉うれしそうに頰を染そめる。

「なんだよ、あたしにはないのかよ？」

　ケンカを中断した魎呼が顔を出す。

「あ、これですわ！　魎呼さん、あなたはこっちの小さい箱よ」

　魎呼が包つつみ紙を破り取ると、中には一本のルージュが入っていた。

「何だ、これ？」

「たまにはそういうのもいいかと思ってな」

　信幸は消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「へぇ……」

　魎呼はまじまじと淡あわいピンクのルージュを見ていたが、急ににぃと笑うと姿を消した。

　一いつ瞬しゆん後、姿を現した魎呼の唇くちびるには微かすかなパールが光っていた。

「ま、もらっといてやるぜ」

　そう答えた魎呼の顔はまんざらでもないようだ。

　阿重霞の箱からはぎっしりとつぼみのついた白いシクラメンの鉢はち植うえが現れた。

「まぁ、きれい……」

　花の好きな阿重霞はうっとりと眺め、土の湿しめり気けを確かめた。

「ありがとうございます。何より嬉しいですわ。わたくし、大事に大事に育てますわね」

「この家に花を絶たやさないでくれてる阿重霞さんに、ほんの気持ちだよ」

　信幸はますます消え入りそうな声で呟くと、グラスにウィスキーを注つぎ足たした。

「じゃ、今度は私ね。あんたにはほら、これよ」

　リボンつきのニンジンを魎りよう皇おう鬼きに渡す。

「みゃああん！」

　魎皇鬼は目をうるうるさせてニンジンを胸に抱きかかえた。

　鷲羽の箱には将しよう棋ぎセットが入っていた。

「おお！　これは古こ来らいより伝わる伝でん説せつのバトルゲームね。誰かお手合わせ願えるかしら？」

「よし、わしがお相手つかまつろう」

　ご機き嫌げんで大だい吟ぎん醸じようをなめていた勝仁が手て招まねきする。

「天地、いいクリスマスじゃのぉ。柾木神社はおまえに譲ゆずって、わしはばてれんに宗しゆう旨し変がえするかな」

「じっちゃん、そりゃないだろ」

　天地はやれやれというように笑い返した。

「あ、そうそう。鷲羽ちゃんのプレゼントはその緑の箱の中。みんなおんなじだから一個ずつ取っていいわよ」

「なになに？」

　五人のガールズが頭を寄せてのぞき込む。砂沙美が蓋ふたを開けたとたん、柾木家開かい闢びやく以来の大おお騒さわぎが起こった。

「おお！　なんだこりゃ～!?」

「まぁ……可愛い!!」

「うっそォ……これ、本物!?」

　身長約二〇センチ、作さ務む衣えを着たぬいぐるみ人形みたいなミニミニ天地が五人、恐る恐るガールズの手に回される。

　と、砂沙美の手のひらの上でミニミニ天地がにっこり笑った。

「きゃああっ！　笑ったぁ！」

　びっくりした砂沙美の手からミニミニ天地が落ちそうになる。

「ポケット天地くん、略りやくしてポケ天。喋しやべれないし、かっきり二時間で元の万ま素すに戻もどっちゃうけど」

　鷲羽は座ざ敷しきの方からにやにや顔で振り向いた。

「鷲羽さん……」

　天地は絶ぜつ句くしたまま、自分そっくりの生きた人形がガールズの胸に抱き締しめられるのを見つめていた。

「どうするんですか、こんなもの作って!?」

「うん？　イヴの夜ぐらい天地殿を取り合いから解かい放ほうしてあげようかと思ってね。まぁ、罪つみのないイベントだから」

「おお！　こいつちゃんとパンツはいてるぜ」

「ちょ、ちょっと魎呼！」

　天地は小さな上着をまくり上げている魎呼の手からポケ天を取り上げようと焦あせった。

「なんだよ、おめーのパンツじゃないんだから気にすんなよ」

　あっと言う間に魎呼の姿が消え、梁はりの上に現れる。

「まぁ……どうしましょう!?　鷲羽さん、わたくしこんな小さな天地様を戴いただいても、心の準備が……」

　阿重霞はポケ天を手のひらにのせたまま頰ほおを染め、ポケ天はきょとんとして阿重霞の顔を見上げているのだった。

「ミニミニ天地兄ちゃん、なんか食べる？　ジュースがいい？」

「きゃあっ、可愛い！　ミニミニ天地さんがテーブルの上歩いてる！」

　砂沙美と美星は物もの珍めずらしそうにポケ天を見つめ、清音は扱あつかいかねたまま指先でそっとポケ天の頭を撫なでているのだった。

「砂沙美ちゃん、万ま素すって確かなんとか星の原げん生せい生せい物ぶつだったわよね？　でも見れば見るほど天地様にそっくり……」

「俺、そんなに顔丸いかなぁ」

　天地は恐る恐るテーブルの上のポケ天をつまみ上げると、手のひらにのせた。

「天地、そのままそのまま」

　信幸が素す早ばやくシャッターを切る。

「いやぁ……驚おどろいたな。まるで一いつ寸すん法ぼう師しじゃないか。でもこれ、何とかっていう原生生物なんだろ？　よく見るとおまえにそっくりな間ま抜ぬけ面づらだよなぁ」

「父さん……」

　天地はがっくりきてポケ天に愚ぐ痴ちをこぼした。

「間抜け面はないよな。いくら俺がモデルだからって、そりゃ可か哀わい想そう……あれ!?」

　ポケ天は首を傾かしげて天地を見上げている。

「あ、忘れてた！　お姉様、手て伝つだって！」

　砂沙美は急に飛び上がると、台所に走っていった。

「はいはい、何ですの？」

　ポケ天をポケットに入れた阿重霞が後を追う。

「じゃーん！　砂沙美とお姉様で作ったクリスマスケーキだよ～！」

　三段重がさねの豪ごう華かなケーキがしずしずとワゴンにのって登場した。

「よし、そこで一枚！」

　信幸がすかさずシャッターを切る。

　と、次の瞬しゆん間かん、阿重霞のポケットからポケ天が飛び出したかと思うと、あっと言う間にぷるんとしたグミみたいな姿に戻ってしまった。

　魎呼のポケ天も、テーブルの上を歩いていたポケ天もグミ状に戻るとポヨンポヨンと跳はねて、他のグミと合体した。

「あ、ポケ天ちゃんが……」

　砂沙美が目を丸くする。

　合体して元に戻った万ま素すは、ワゴンに飛び乗ると大おお口ぐちあけてケーキにかぶりついた。

「ああっ、ダメ……」

　と、鷲羽が来てぷるんぷるんした万ま素すをつまみ上げた。

「ごめん、言うの忘れてたわ。こいつ甘いものに目がないの」

　そのまま研究室に直ちよつ行こうする。

「どうもお騒さわがせしたわね」

　何事もなかったように戻ってきた鷲羽を見、魎呼と阿重霞は顔を見合わせた。

「せっかくこれからいいとこだったのによォ」

「さ、ケーキでも食べようか。砂沙美ちゃん、これ、よく作ったね」

　天地は魎呼の話が佳か境きように入らないうちにと慌あわてて話題を変えた。

「うん。ちょっとかじられちゃったけど」

「ナイフ入れちゃうのがもったいないなぁ」

「お姉様もすっごいがんばったんだよ」

　褒ほめられた砂沙美は照れた顔で姉に花を譲ゆずった。

「あ、砂沙美新しいお皿さら取ってくるね」

「あ、いいよ。高いところに入ってるから」

　台所に行った天地がケーキ皿を積つみ上げて戻ってきたとたん、魎呼が大きく両手を広げて宙ちゆうを飛んできた。

「天地ぃ～。やっぱあたしゃ本物がいいや。こっち来て一いつ緒しよに飲もうぜ！」

「わッ、魎呼！　危な……」

　魎呼と天地とケーキ皿がどうなったかは予想通りである。

「あらあら」

　水差しを持ったまま見下ろした美星の手から天地の頭にジュースがこぼれ落ちた。

「まぁ、天地様が大変！」

　阿重霞と清音が慌てて駆かけ寄ってくる。

「魎呼、おまえ飲み過ぎだよ」

　洗面所に立って髪を拭ふいている天地の後ろに砂沙美が現れた。

「天地兄ちゃん、ごめんね。大だい丈じよう夫ぶ？」

「魎呼のヤツ、ホントにしょうがないなぁ」

　苦にが笑わらいする天地に砂沙美は小さな箱を差し出した。

「これ、プレゼント。みんなに見せちゃダメだよ。食べられちゃうから」

「わぁ……ありがとう。中身は何？」

　天地は嬉うれしそうに小さな箱を受け取った。

「クリスマスの型かた抜ぬきクッキーなの。天地兄ちゃんのだけ特別なんだ」

　どう特別なのか、聞きそびれてしまった。

　頭の後ろ、首くび筋すじに近い部分に鋭するどい痛いたみを感じたからである。

「いてッ」

　天地は振り向いたが、原因は分からなかった。

「髪かみの毛どっか引っかけたのかな？」

　居間の方から絶ぜつ好こう調ちようの歌声が流れてきた。

「ジングルベ～ル、ジングルベ～ル、鈴すずが鳴るぅ～」

　天地が居間に戻もどると、信幸と鷲羽と清音が肩かたを組くんでクリスマスソングを歌っているのが目に入った。

　阿重霞はきれいなソプラノを張り上げ、魎呼は赤い顔をして空中を漂ただよっている。

「今日は楽しいクリスマス～っと……おーい、天地。悪かったな。どれどれ、後ろ見せてみな」

　魎呼がさっそく飛んできた。

「あ、背中にもシミができてる！」

　と砂沙美。

「もっと寄って寄って。清音さんも鷲羽さんも入って」

　信幸が中ちゆう腰ごしになってカメラを構かまえた。

「あ、わたくしも！」

　阿重霞が慌てて天地の隣となりに収おさまる。

「オヤジ、今度はあたしが撮とってやるよ！」

「ああっ、魎呼！　落とすなよ。そのレンズ高いんだからな」

　カメラをひったくられた信幸がおろおろと声をかける。

「なにィ？　あたしが酔よっ払ぱらってるってぇ～～～～？」

　と、魎呼の手からカメラが滑すべり落ちた。

「あああ～～～～!?」

　床ゆかに衝しよう突とつ寸すん前ぜん、カメラは魔法のように魎呼の手に収まった。

「なーんてな。冗じよう談だんだよ、じょーだん」

　笑い声と、お喋しやべりと、クリスマスソングと、悲ひ鳴めいが柾木家の居間を満たした。

「ちょっともう、アタシ限界。休ませて」

　笑い過ぎて息の切れた清音がテーブルの横にへたり込む。

「そうだよ。ちょっと休きゆう憩けいして、心静かにケーキでも食べようぜ」

　天地がその隣に座すわり込む。

　一同が席についてケーキが回されると、さすがに静かになった。

「おいしい……このケーキ！　さすが砂沙美ちゃんね」

　美星は既すでにとろけそうな顔になっている。

「こんな楽しいクリスマス、初めて！」

　清音は上気した顔で頰ほおにかかる髪を搔かき上げた。

「信幸おじさま、天地さん、ホントにありがとう！　アタシもちゃんとプレゼント持ってくればよかったわ」

「清音さんはもう色々持ってきてくれたじゃないか」

　天地がすぐにフォローする。

「ううん、おじさまにっていうこと。だってプレゼント、もらってないでしょ？」

「俺おれはいいんだよ」

　信幸は慌てて手を振った。

「俺はプレゼントをやる齢としで、もらう齢じゃないさ」

「でも……」

「待って、清音」

　美星が何か思い出したように立ち上がった。

「はい、おじさま。これ一個取って」

　戻ってきた美星の手には色とりどりの星ほし形がたチョコレートが入った丸い缶かんがあった。

「その金色のちっちゃいの」

　素す早ばやく信幸の耳元で囁ささやく。

　信幸は不ふ思し議ぎに思いながらも素す直なおに金色の小さいチョコを取った。

「開けてみて」

　信幸が包つつみ紙を開けると、中からチョコと一いつ緒しよに小さく折り畳たたんだ薄うすい紙が出てきた。

「読んで」

　固かた唾ずを吞のんで一同が見守る中、信幸は紙を開いた。

「このチョコを取ったひとは、みんなにキスしてもらうこと……ええッ!?」

　うろたえた信幸を囲んでわぁっと嬌きよう声せいが上がった。

「なんだ、オヤジにキスかよ～。あたしゃ天地がいいんだけどな」

　魎呼がぶつくさ言いながら梁はりの上に飛び上がろうとした。

「魎呼さん！　神様が見てますよ～」

　美星が断だん固ことして抗こう議ぎする。

「わたくしが致いたしますわ」

　意外なことに阿重霞が頰を染そめつつ、信幸の右頰に小鳥のようなキスをした。

「砂沙美も！」

　反対側の頰に春風のようなキスをする。

「あ……っと、こりゃどうも……」

　信幸は消え入りそうな声で呟つぶやいた。
















「せえの！」

　美星と清音が両側からぴったり息の合ったキスをする。

「しょうがねぇな」

　魎呼は呟くと、空中を漂ただよい降おりてきて、おでこの真ん中に派は手でなキスをお見み舞まいした。

「おおっ、いい感じ」

　信幸の額ひたいにうっすらとパールに輝かがやくキスマークがついた。

「あらあら、何の騒ぎ？」

　トイレから戻った天てん才さい科か学がく者しやが目を丸くする。

「鷲羽さん！　俺は幸しあわせ者だよ。こんな素す敵てきなプレゼントをもらえるなんて」

　信幸は鼻はなの頭まで赤くなって注ついだばかりの水みず割わりをあおった。

「ふーん……ま、信幸殿がそう言うんならそれに間違いないでしょ」




　遠い星の彼方かなた、時と空間を隔へだてた闇やみの中でひとりの魔ま物ものがその風景を覗のぞき見していた。

「プレゼント……」

　時じ空くうの彼方から引っこ抜いてきたばかりの黒くろ髪かみを弄もてあそぶ。

　やがて季節が巡めぐり、夏の太陽が輝かがやき出す頃、意外なプレゼントが柾木家に送り届とどけられることになるのだが、それはまた後のちの話である。







ＳＵＢＪ……美み砂さ樹きお母様へ




　ご無ぶ沙さ汰たしておりまして申し訳わけございません。

　先日、わたくしたちは一いつ緒しよにクリスマスを祝いわってそれはそれは楽しい一ひと時ときを過ごしました。

　クリスマスというのは地球の伝統的な行事で、神様の赤ちゃんが生まれた夜をお祝いするお祭りなのだそうです。

　わたくしたちが住んでおります日本国ではなくて、外国から入ってきた行事だと天地様に伺うかがいました。

「ホントはうち、神しん道とうだからクリスマスは関係ないんだけど、まぁ季節の行事だから」

　天地様はおっしゃいました。

「おいしいものを食べて、みんなで楽しく盛もり上がる日だと思えばいいんだよ」

　そのとおり、歌を歌ったりゲームをしたり、プレゼント交換したりしてとても楽しい時を過ごしたのです。

　ご公務がなければお父様とお母様もお誘さそいしましたのに、予定が合わなくて残念でございました。

　でもわたくし、この地球のお祭りはなかなか良いものだと思いましたわ。

　樹じゆ雷らいにも夏のお祭りがありますでしょう？

　樹きに星を飾かざったり、特別なお菓か子しを作って食べたりするところはどこかスターティカに似ていて、つい樹雷の夏を懐なつかしんでしまいました。

　わたくしも砂さ沙さ美みも、なんと遠いところにいるのかしら……夜空の星を見上げて思いに耽ふけってしまったぐらいでございます。

　遥よう照しようお兄様は地球暮ぐらしが長いせいか、わたくしのような感傷は全まつたくないようで、好きなお酒を召めし上がりながら鷲羽わしゆうさんとゲームに熱中しておいででした。

　ねぇお母様、地球って……美しい星だとお思いになりません？

　樹雷星から比くらべると、辺境の小さな惑わく星せいですし、樹雷皇おう家けのあまたある植民惑わく星せいのひとつに過ぎないんですけど。

　でもこの星は特別な星……こうしてささやかながらもみんなで寄り添そって、心を寄せ合って暮らしていると、だんだん第二の故ふる郷さとのように思えてくるのです。

　もちろんここ、地球は船ふな穂ほお母様の生まれた星ですし、お兄様もいらっしゃいます。

　でもわたくしにとってこの星が特別なのは、天地様がいらっしゃるから……。

　天地様が生まれ育った星だから、天地様の愛していらっしゃる故郷だからわたくしも……。

　お母様、わたくしもいつかは樹雷に戻もどらねばならないのですよね。

　お兄様はどうお考えになっているのかわたくしには分かりません。

　でもお兄様の樹はこの地に根付いてしまったんですもの、きっとこの地を離れずにご自分の樹を守りたいと思っていらっしゃるでしょう。

　できることならわたくしも、ずっとこの星で暮らしたい……。

　砂沙美もこちらの小学校に入って、お友達がたくさんできました。

　いずれ天地様を樹雷皇家にお迎むかえして、二つの星を自由に行き来できるようになれば、どんなに楽しいことでしょう。

　わたくしはふと、そんな夢を思ったりしているのです。

　お父様にお話しするとまた大おお騒さわぎになってしまいそうなので、お母様だけに申し上げておきますね。

　お母様はわたくしの夢をお笑いになるでしょうか、それともうなずいてくださるでしょうか。




　長くなりました。

　大好きな美砂樹お母様と船穂お母様、そしてお父様に愛をこめて、わたくしと砂沙美より地球のクリスマスのプレゼントをお届とどけします。

　写真は信のぶ幸ゆきおじさまが、クッキーは砂沙美が作りました。

　ギャラクシーポリスの宅たつ急きゆう便びんにてお送り致いたしますのでどうぞ受け取ってくださいね。

　こちらにもまたお出掛けくださいませ。

　お待ちしております。





阿あ重え霞か　　



















桂かつら兎うさぎ









「いにしへの～奈良の都みやこの八や重え桜ざくら……」

「はいッ」

　元気な声とともに小さな手が取り札ふだを弾はじき飛ばした。

　柾まさ木き家けの和室では、美女たちが目を皿さらのようにして床ゆか中に散らばった取り札をにらみつけている。

　読み役の阿あ重え霞かを中心に、砂さ沙さ美み、魎りよう呼こ、鷲羽わしゆう、天てん地ちとまずはおなじみの面々だ。

「また取っちゃったぁ！」

　砂沙美は嬉うれしそうに声を上げると、次に備そなえて右手を低く構かまえた。

「ねぇ天地兄ちゃん、百人一首って面おも白しろいね！」

　もう松の内も過ぎたというのに、柾木家ではまだカルタ取りに興きようじているのであった。

　年末年始は神社の手て伝つだいやら何やらで天地以下、みんな結けつ構こう忙いそがしかったからちょい遅れの正月というわけである。

「またかよ。なんで子どもってこんなに強いんだろうな」

　さっきからお手付きばかりしている魎呼がぼやいた。

「そりゃわたくしの妹ですもの。では、行きますわよ。天あまの原～、ふりさけみれば春日かすがなる～」

　読み上げ役の阿重霞はさすが姫ひめ君ぎみ、なかなか堂どうに入いっている。

「はいッ」

　子どもらしいふっくらとした手が目にも留とまらぬ速さで動いた。

「みゃあ……」

　と、砂沙美の背はい後ごから情けない声が響ひびいた。

　何かを訴うつたえているような、できれば振り向いてくれと言っているような、ごく控ひかえめな声である。

「なぁに、魎りようちゃん？　悪いけどもうちょっと遊んでやってて。砂沙美、今、目が離せないから」

　砂沙美は振り向きもせずに言うと、再び札に目を凝こらした。

「みゃぁ……」

　魎りよう皇おう鬼きは諦あきらめたように答えると、再び耳をピコピコ動かし始めた。

　と、茶色と黒と白の塊かたまりのような小さな生き物がダッとジャンプすると、魎皇鬼の耳に飛びついた。

「みぎゃッ！」

　針はりのような爪つめ攻こう撃げきに思わず悲ひ鳴めいを上げる。

「うぅ～～～」

　魎皇鬼は傷だらけの耳を振って子猫を振り飛ばすと、歯を剝むき出して唸うなった。

「みゃんッ！」

　ぺしぺしぺしっ。

　魎皇鬼は爪を出さないように気を使いながら子猫の頭を叩たたいた。

　さっきからずーっとこうなのだ。

　もういくらなんでも我が慢まんの限界である。

「ぴぃぃ～」

　魎皇鬼に頭を叩かれた子猫は情なさけない鳴き声を上げた。

「ぴぃ～ッ、ぴぃ～ッ、ぴぴぃ～ッ」

「魎ちゃん!!」

　とたんに鋭するどい叱しつ責せきが飛んで来た。

「ダメじゃない、泣かせちゃ！　この子はまだ赤ちゃんなんだから。乱暴にしちゃダメでしょ！」

「みぃ～～～」

　魎皇鬼は耳をぴったり伏ふせて情けない声を上げた。

「お～よしよし。ミソカちゃん、痛かったね～。悪いお姉ちゃんだね～」

　砂沙美の手がさっと伸びて三み毛けの子猫を抱き上げる。

「ぴぃぃ」

　子猫はうっとりした顔で砂沙美の顔を見上げ、小さな小さなピンク色の舌したで砂沙美の鼻をなめた。

　と、思う間もなく関心が逸それる。

「ぴぃ？」

　子猫は床中に散らばった取り札を見て目を丸くすると、反そっくり返って手足をじたばたさせた。

「なぁに？　降りたいの？　ほらほら、暴れると落ちるよ」

　砂沙美の手を擦すり抜けて取り札の真ん中に滑すべり落ちた子猫は、たたたっ、と駆かけ出したとたん、札に滑ってくるんと一回転した。

「ぴッ!?」

　慌あわてて自分の尻しつ尾ぽにつかまろうとしてまた転ころがる。

　と思う間もなく、取り札に爪を立ててじゃれ始めた。

「あ、あ、あ～……ミソカちゃん！」

　砂沙美の声にびっくりした子猫は耳をぴッと立てるといきなり魎呼の膝ひざに駆け上がった。

「いてッ。爪出すな、爪！」

　魎呼に弾はじき飛ばされた子猫は取り札を蹴け散ちらしながら阿重霞と砂沙美の間を擦り抜け、魎皇鬼の前で急停止した。

　全身の毛がぽわっと膨ふくらむ。

「ふぅ～～～～！」

　子猫は魎皇鬼の前を横っ跳とびしながら小さな両手を広げて果か敢かんに飛びついた。

　かぷ！

「みぎゃんっ」

　魎皇鬼は悲鳴を上げ、嚙かみつかれた前足を振り上げて子猫を張り倒した。

「ぴぃっ」

　吹っ飛ばされた子猫はバネ仕じ掛かけのように跳び起きると、再び魎皇鬼に突進した。

「みゃ～！」

　魎皇鬼はびっくりして砂沙美の頭に駆け登ると、恐る恐る下を見下ろした。

「ぴぃ～～～」

　遊び相手が手の届とどかないところに行ってしまった、と見るや子猫は大声で鳴き出した。

「ぴぃ～、ぴぃ～、ぴぃぃ～」

「みゃ～！　みゃみゃみゃみゃ、みゃん！」

　魎皇鬼も思わず魎皇鬼語で言い返す。

「ほら、遊びたいって言ってるよ」

　抵抗空むなしく、魎皇鬼はあっさり畳たたみの上に降ろされてしまった。

「ぴ？」

　現金なことに子猫はすぐに鳴き止やみ、シッポを立てて魎皇鬼の回りをぐるぐる回り始めた。

「ねぇ、見て見て。ミソカちゃんの目、真ん丸だよ～。興こう奮ふんすると猫の目って丸くなるんだね」

　砂沙美はカルタ取りを放ほうり出して子猫の一いつ挙きよ一いち動どうを観察し始めた。

「ほら、狙ねらってる。もうすぐ行くよ。お姉様も見てて」

　子猫は砂沙美の横にぴたりとくっついたままオシリを細かく揺ゆらし始めた。

「バタフライアタック、よーい……やった～！」

　子猫は両手を広げて魎皇鬼のシッポに飛びかかり、がっちり抱かかえ込んで両足でポンポン蹴り始めた。

「みゃッ！」

　魎皇鬼は子猫を振り飛ばし、一いち目もく散さんに天地の膝に駆け上がった。

「みゃうぅ～……」

　救いを求めるようにウルウル目で天地を見上げる。

「なんだ、情けないヤツだなぁ。あんなちっちゃいのに」

　天地は笑いながら魎皇鬼を抱き上げ、阿重霞に手渡した。

「お説せつ教きようならわたくしじゃなくて、魎呼さんの役目ですわ」

　阿重霞は笑い返しながら魎皇鬼を魎呼に手渡した。

「バッカだな、あんなチビに」

　魎呼は魎皇鬼をつまみ上げ、ウルウル目をのぞき込んだ。

「やられてどーする!?　一発ビシッと決めてこいよ。ほれ！」

　ぽい、と魎皇鬼を放り出す。

「ぴぃ～～！」

　遊び友達を追ってあっちへ行ったりこっちへ行ったりしていた子猫は、大喜びで魎皇鬼に突進してきた。

「みゃ～～～ッ!!」

　魎皇鬼は悲鳴を上げると大おお慌あわてで和室を飛び出し、居い間まのガラス戸に衝しよう突とつして派は手でにひっくりかえった。

「あっ、魎ちゃん！」

　砂沙美が立ち上がる。

　魎皇鬼はちらり、と後ろを振り返ると、世にも恨うらめしげな顔でガラスを擦すり抜け、夜の庭に姿を消した。

　長らく使っていないので読者の皆さんも多分お忘れだと思うが、魎皇鬼も魎呼と同じく壁かべ抜けができるのである。

「魎ちゃーん……」

　砂沙美は窓ガラスを透すかすようにして夜の庭に目を凝こらした。

　魎皇鬼はどこに行ったのか、もう影かげも形も見えない。

「ちょっとかわいそうだったかなぁ……」

　と、砂沙美の足元にふわりと温あたたかいものが乗っかってきた。

「ミソカちゃん？」

　砂沙美は子猫を抱き上げ、窓の外を見せてやった。

「ダメだよー。あんまりおいたしちゃ。魎ちゃんだってかわいそうでしょ？」

「ぴぃ？」

　子猫は首を傾かしげ、子猫特有のブルーグレーの瞳ひとみで砂沙美を見返した。

「ぴぃぃ……」

　甘えるように目を閉じる。

　桜色になった鼻、ちっちゃな舌、ミニミニサイズの牙きば、ぽわぽわの毛皮。

　まだ「ぴぃ～」としか聞こえない、かん高い声。

「でもやっぱしかあいいッ！　かわい過ぎてもう、どーしていいかわかんない！」

　砂沙美は子猫をきゅっと抱き締しめると、あったかい毛皮に頰ほおを寄せてうっとり目を閉じた。

「ミソカちゃん、今日も一いつ緒しよに寝よ♡」

　抱きすくめられた子猫はびっくりしたように目を開けると、前足を突っ張って抗議した。

「あっ、また！　落っこっちゃうってば！」

「どれ、貸してみな」

　魎呼がひょい、と子猫をつまみ上げた。

「一口で食っちゃえそうなチビのくせして、なかなかやるじゃん？　おい、ちびミソ！　宇宙戦せん艦かんに爪つめと牙で立ち向かうたぁ見上げた根こん性じようだぜ」

　こちらも長らく出てこないのでお忘れの方もあろうが、魎皇鬼は元々魎呼の宇宙船なのである。

「ぴぃぃ～！」

　子猫は抗議の声を上げると、魎呼の鼻に向かって果か敢かんにパンチを繰くり出した。

「いててて！　だから爪はやめろってば！」

「貸して！」

　砂沙美が慌あわてて子猫を引ったくる。

「ちぇッ、乱暴なヤツ！　誰だれだよこんな猛もう獣じゆう拾ひろってきたの」

「あんたの宇宙船でしょ」

　散らばった取り札ふだで黙もく々もくとピラミッドを組み立てていた鷲羽がおかしそうに答えた。




　見つけてやるんじゃなかったなぁ……。




　魎皇鬼は三日月を見上げ、ふぅぅ、とため息をついた。

　細い細い、子猫の爪のような三日月がシンとした冬の寒空に張りついている。




　ミソカちゃん、なんて名前つけてもらっちゃってさ。




　腹立ち紛まぎれに門柱に駆かけ上がる。

　ゴミだらけで、泥どろがこびりついてて、毛皮なんかぼさぼさで、震ふるえてたくせに。

　見つけてやんなきゃ、どうなってたか分かんなかったのに。

　お母ちゃーんって、泣いてたくせに。




　魎皇鬼は柾木神社へと続く石段を見上げた。

　普段はめったにお客さんも来ないその石段に、けっこう人が行き来してたっけ。

　おおみそか、と言うのだ。

　はつもうで、と言ってた。

　そのおおみそかとはつもうでの間に、見つけたんだった。

　じっちゃんとこの神社の、縁えんの下の暗がりで震えてた子猫を。

　魎皇鬼は子猫の首筋をくわえた感かん触しよくを思い出した。

　柔らかくって、頼たよりなくて、ふわっと軽かった。

　と、自分の姿形の元になった動物の本能がよみがえってきた。

　そうだ、魎皇鬼も猫なんだ。

　宇宙船だった魎皇鬼がこの、柾木家の近くの池に落ちて再生した時、魎呼がじっちゃんとこの猫をボディのひな型に使ったのだ。

　なんでかって聞いたら、形が気に入ったし、このまま病気で死んじゃうのはあんまりかわいそうだったから……って言ってたっけ。

　チビって名前の黒い猫だったらしい。

　元々猫だったものがどうしてネコウサギになっちゃったか分からないんだが、猫のまんまだったらおいしいニンジンのかわりにフリスキーとかモンプチとか食べさせられてただろうから、魎皇鬼にとっちゃホントにありがたいんだけど。

　そんなわけでつい子猫を拾っちゃったんだ。

　それがこんなにやっかいなことになるなんて思わずに。

「魎皇鬼どの？」

　足の下からいきなり話しかけられ、魎皇鬼はびっくりして転ころげ落ちそうになった。

「何を物思いにふけっているのでござる？」

「阿あ座ざ化か？」

　魎皇鬼は魎皇鬼語で答えた。

「悩なやんでるように見えた？」

「ため息が聞こえたでござる」

　反対側から火か美み猛だけの声がした。

「こんな時間に独ひとりぼっちでため息をついているのは、何か困こまったことがあった証しよう拠こでござろう」

「そうなんだ」

　魎皇鬼は答え、ぶるっと身震いした。

「寒いなぁ……二人とも、こんなところで門柱やってて、寒くない？」

「我われらは樹じゆ雷らいのガーディアンでござる。絶対零れい度どの宇宙空間から灼しやく熱ねつのフレアまで耐たえられるでござるよ。このぐらいの気温変化は物の数に入らぬでござる」

　阿座化はおかしそうに答え、本体上部の宝ほう玉ぎよくを点てん滅めつさせた。

「話を逸そらしてはいかんでござるよ。魎皇鬼どのは何をそんなに悩んでいるでござる？」

「…………」

　魎皇鬼は言いよどんだ。

　言いたくない。でも聞いてほしい。

「あいつ……助けてやったのに」

　一週間、我が慢まんに我慢を重ねてきた鬱うつ憤ぷんがみるみるうちにレッドゾーンへと駆け登る。

「……砂沙美ちゃんを取られちゃったんだぁぁ!!」

　一いつ瞬しゆん、阿座化と火美猛の宝玉がぎょっとしたように瞬またたきを止め、次いでモールス信号のようにせわしなく点滅し始めた。




「さあ、ミルクだよ」

　砂沙美は五〇度の温おん湯とうで溶といた子猫用ミルクを小さなミルク皿に入れ、がっついた子猫が高速度撮さつ影えいのごとくミルクを吸い上げるのをうっとり見つめていた。

　ミルクは溶かしているうちに適温になっているはずだ。

「かっわいい……」

　思わず顔がほころんでしまう。

「猫って……子猫って、なぁんてかわいい生き物なの!?」

「砂沙美ったら、この子に夢中なのね」

　阿重霞は台所の床ゆかにしゃがみこんだ砂沙美の頭上でにっこりした。

「ねぇ、天地様。猫ってこんなに小さいものなんですの？　足元に気をつけてないとうっかり踏ふみつけてしまいそうですわ」
















「まだほんの２か月かそこらですよ、そいつ」

　天地は自分も子猫をのぞき込みながら、子猫のおなかが丸く膨ふくらんでいくのを見て目を細めた。

「かわいいですよ、子猫って。俺おれも昔飼かってたからよく知ってるけど。そういえばじっちゃんとこのチビ、どこ行っちゃったんだろうなぁ……」

　魎呼の服の尻しつ尾ぽ形がたアクセサリーがぴくっと動いた。

「さ、さあな。魎皇鬼だってかわいいだろ？」

「魎呼、どうしたんだよ」

　天地が顔を上げた。

「魎呼は猫、きらいなのか？」

「いや、別に。あいつ、いじけてんじゃないかと思ってさ」

　魎呼は素そ知しらぬ顔で子猫を見下ろした。

「やっぱあいつも本能が残ってたんだなぁ」

　しみじみ呟つぶやく。

「女の子だもんな。ま、そのうちうまくいくようになるさ」

「？？」

　キツネにつままれたような顔の天地を残して、魎呼はソファの方に戻もどってしまった。




「魎皇鬼どの、気持ちは分かるがまぁ、落ち着いて」

「砂沙美姫ひめも悪わる気ぎがあってやっているのではござらんよ」

　阿座化と火美猛の宝玉がせわしなく明めい滅めつする。

「う～～～～」

　魎皇鬼は情なさけない顔で唸うなった。

「だって……家に帰ればどうせまた子猫の相手しなきゃいけないんだ。ちょっとでも手を出すと、砂沙美ちゃんが恐こわい顔して睨にらむんだ。夜は夜で砂沙美ちゃん、子猫をだっこして寝るし。もう砂沙美ちゃん、魎皇鬼なんていらなくなっちゃったんだよ」

　魎皇鬼は俯うつむいた。

　なんだか涙が出そうだ。

「もう……このまま家出しちゃおうかな」

「魎皇鬼どの!?」

　阿座化が驚おどろいたように声を上げた。

「相手はまだほんの赤ん坊ではござらんか。なに、かわいがってやればすむことでござる。ここはひとつ、年上の余よ裕ゆうで……」

「あんな弟、いないよ！」

　魎皇鬼はむくれて阿座化の頭から飛び降りた。

「赤ん坊猫なんてだいっ嫌きらいだ。言葉も通じないし、乱暴だし、言ってもきかないんだから！　決めた。やっぱり家出する。砂沙美ちゃんによろしく言っといてね！」

　魎皇鬼はダッと駆かけ出すと一声、みゃあああんと叫さけんで宙に飛び上がった。

　たちまちのうちにコア・クリスタルに変形したかと思うと、爆発的に巨大化する。




　みゃああああん!!




　もう一声、悲しげな遠とお吠ぼえを上げると、宇宙船になった魎皇鬼は凍こおりつくような夜の大気を震わせて発進した。

「魎皇鬼どの！」

「戻るでござる！」

　阿座化と火美猛は門柱になっていることも忘れて浮き上がった。

「魎ちゃん!?」

　子猫を膝ひざに乗せ、指をおしゃぶりがわりに遊んでやっていた砂沙美は、声に気づいて窓に駆け寄った。

「うっそぉ……」

　慌あわててガラス戸を開ける。

「魎呼お姉ちゃん、魎ちゃんが！」

「ん？」

　魎呼は自分の宇宙船が主人に断ことわりもなしに勝手に変身し、勝手に飛び立っていくのを見てポカンと口を開けた。

「何やってんだ、あいつ!?」

　と、ソファの上で耳を立てていた子猫がてててっ、と走ってきた。

「ぴぃ？」

　細い三日月に遠ざかる魎皇鬼の衝しよう角かくがキラリと光る。

　子猫は窓ガラスに手をかけたまま伸び上がって月を見上げていたが、ぴぃぃ、とかん高い鳴き声を上げると、あっと言う間に庭に飛び降りた。

「あっ、ミソカちゃん！」

　子猫はちらりと砂沙美の方を振り返ると、そのまま突っ走って植え込みの陰かげに見えなくなった。

「待って！　どこ行くの!?」

　自分もスリッパのまま庭に飛び降りようとしたところを阿重霞に捕つかまえられた。

「いけません」

「だって……」

「こんな寒い夜の中出てったら風か邪ぜひくわよ」

「だってミソカちゃんが」

「いつもトイレに出て行ってるじゃないの。大だい丈じよう夫ぶ、すぐ帰ってくるわよ」

「でも……」

　と、外玄関の方から阿座化と火美猛が低空を滑すべるように近づいてきた。

「大変でござる！　魎皇鬼どのが……」

「家出したでござる！」

「ええ～～!?」

　砂沙美は目を丸くして姉と顔を見合わせ、次いで魎呼と顔を見合わせた。




　魎皇鬼は成せい層そう圏けんを過ぎ、さらに上昇を続けていた。




　どうしよう……!?




　飛び出して来たものの、どこに行くあてがあるわけでもない。

　地球の重力圏を脱し、月のあばた面づらが見える距きよ離りまで来ると、魎皇鬼はやや速度を緩ゆるめた。




　ひとりぼっちなんて、ずいぶん久しぶりだなぁ……。




　スクリーンを後方に切り替えると、遠ざかりつつある地球が視界に飛び込んできた。




　もう、あんなに小さくなっちゃった……。




　このまま行ってもいいんだけど……魎皇鬼は呟つぶやくと、コースを変えて月の周しゆう回かい軌き道どうに乗った。

　地表に向かってゆっくりと降おりていく。

　乾かわいた土を巻き上げて着地すると、魎星鬼は元の小さいネコウサギの姿に戻もどった。

　姿は動物でも性質は宇宙船なので苦しくなったりすることはない。

　魎皇鬼は月面に梅の花のような足跡をつけながら、小高い丘をとぼとぼ登り始めた。

　頂上の広い台地に出ると、魎皇鬼は腰を下ろし、今さっき自分が飛び出してきたばかりの丸い青い惑わく星せいを眺ながめた。

　太陽系第３惑星、地球。

　あそこに岡山があって、柾木家があって、砂沙美ちゃんがいるんだ。




　砂沙美ちゃん……。




　柔らかい青に包つつまれた星はちょうど砂沙美の頭と同じ大きさに見えた。




　あれで両側に赤いボンボンが二つついてて、水色の尻しつ尾ぽが二本出てれば砂沙美ちゃんなんだけどなぁ……。




　魎皇鬼は砂沙美の温ぬくもりを思い出し、小さな手を思い出した。

　よく働く小さな手が、魎皇鬼を抱き上げ、ニンジンを食べさせてくれる。

　頭の上に飛び乗ると、冬の日なんか特にじわっとあったかいんだ。

　眠くなって落ちそうになると、そっと抱かかえ降ろして家中で一番気持ちのいい場所に連れてってくれる。

　夏は植うえ木き鉢ばちの陰かげになってる麻あさの敷物の上、冬はストーブから少し離れたムートンのクッションの上だ。

　ストーブの真ん前だと暑くなり過ぎて、寝苦しくなっちゃうってちゃんと分かってるんだ。




　わがままだよね。




　青い惑星が瞬まばたきした拍ひよう子しに滲にじんで揺れた。

　砂沙美ちゃんがいっしょうけんめい子猫の面めん倒どうを見てくれてるのに。

　そもそも子猫を拾ひろってきたのは魎皇鬼なのに、かわいがってやらなきゃいけないのに。

　風もない、空気もない、水もないこの乾いた衛星の上に座すわっていると、地球の緑がたまらなく恋しく思えた。

　宇宙って、そうだこんなのばっかだったっけ。

　真っ黒で、カチンコチンに凍こおってるか、ギラギラで、溶とけそうに熱いか、そのどっちかで中間なんてものは存在しない。

　ニンジン畑もなきゃ風にそよぐ緑の絨じゆう毯たんもない。

　だぁれもいない、コンビニステーションか、宇宙船に行き当たるまでは。

　魎皇鬼はその真っ黒な宇宙の中を、どこまでもどこまでも真っすぐ飛んで行く自分の姿を思い浮かべた。

　星々の冷たい視線を振り切って、魎呼の声も届とどかない、どことも知れない宙ちゆう域いきにジャンプする自分を思い浮かべた。

　魎皇鬼はぶるっと身み震ぶるいし、耳を後ろに伏ふせた。

　知らない間に毛並みが逆さか立だっている。




　でも、家出するって言っちゃったんだ！




　魎皇鬼は慌あわてて目をこすり、滲んだように瞬またたく青い星を視界から追い出した。
















　このまま帰ったら、砂沙美ちゃんに大笑いされちゃうよ。

　チビ猫だってバカにするに決まってる。

　いいや、魎皇鬼は……月のうさぎになってやる！

　魎皇鬼はくるりと後ろを向くと、乾いた土を蹴け立たてて走りだした。

　砂沙美ちゃんのバカ！　チビ猫のバカ！　魎皇鬼のバカ……！

「何やってんだよ、おめーは!!」

　頭の中に真っすぐ、アストラル・リンクが飛び込んできた。

「みぎゃッ!?」

　思わず急停止すると、乾いた土がもうもうと舞い上がった。

　恐る恐る振り返る。

「こんなとこで何見てんだよ？」

　魎呼がにやにやしながら見下ろしていた。

　家の居間にいるみたいに腕組みして、尻しつ尾ぽのアクセサリーをくねくね動かしている。

「ずいぶん近い家出だな、おい？」

　魎皇鬼の毛並みがぼわっと逆立った。

「みゃ、みゃみゃみゃッ」

「ただ見てただけって？　へえ～……」

　魎呼はますますニヤつきながら、ゆるゆると宙を降りて来た。

「いいのか？　砂沙美ちゃん泣いてたぜ。チビ猫もどっか行っちゃったしな」

「みゃッ!?」

「じゃ、あばよ」

　魎呼は魎皇鬼の頭ひとつ分、上に停止すると、にやりと笑って消えうせた。

「みゃみゃッ!?」

　魎皇鬼の爪つめは空むなしく宙をかき、また乾いた土を舞い上げた。




　砂沙美ちゃんが!?　砂沙美ちゃんが泣いてた!?




「みゃああああん!!」

　魎皇鬼は一声叫さけぶと、たちまち元の宇宙船に戻もどって発進した。




「砂沙美！　砂沙美ったら！」

　阿重霞は困こまり果てた顔で砂沙美の背をさすり、窓の外を見、また妹の顔をのぞき込んだ。

「今、天地様が捜さがしに行って下さったから大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと帰ってくるわよ」

「ち、違うの！」

　砂沙美はしゃくり上げ、また新たな涙に声を詰つまらせた。

「砂沙美……魎ちゃんが……魎ちゃんのこと……」

「え？」

　阿重霞はおろおろしながら家の中を見回し、自分も泣きたいような気持ちになって砂沙美の頭に鼻を押し付けた。

「魎ちゃん、出てっちゃったの？　砂沙美がミソカちゃんばっかりかわいがってたから？」

　砂沙美が急に顔を上げたので、阿重霞の鼻はあやうくぺっちゃんこになるところだった。

「そ、そんなことないわよ」

　阿重霞の目め尻じりにじわっと涙が滲にじんだのは多分、鼻を打ったせいである。

「家出なんてウソよ。一人でお散歩に行っただけよ。気が晴れたら戻ってくるわ。砂沙美だってそういう時、あるでしょう？」

「だって家出したって火美猛が……」

　砂沙美の目からぽろぽろ涙がこぼれ落ちた。

「魎ちゃん……えぇ～ん……」

　砂沙美は姉の胸に顔を埋うずめて泣き出し、阿重霞は鼻の痛みも忘れてまたせわしなく砂沙美の背をさすり始めた。

「魎呼さんたら、こんな時に一体どこに行っちゃったのかしら!?」

　自分の宇宙船ぐらい呼び戻して下さればいいのに、と内心呟つぶやきながらティッシュに手を伸ばす。

　当の魎呼は柾木家の屋根の上にあぐらをかき、猫の牙きばのように細い細い三日月を見上げていた。

「バッカやろー……あんな遠いところまでジャンプさせやがって。おかげでまた腹が減っちまったぜ」

　天地はトレーナーの上にはんてんを羽は織おって庭中の植え込みをのぞいて回っていた。

「ミソカちゃーん……どこ行っちゃったんだよぉ……？」

　外の道から裏庭の方まで捜して回ったが、子猫の姿は見つからないのだった。

「鈴すずでもつけとけばよかったなぁ」

　ぼやきながら膝ひざについた枯かれ葉を払い落とす。

　と、ふいに、元いた場所に戻ったのかもしれない、という思いが脳のう裏りをかすめた。

　元いた場所と言えばじっちゃんの神社だ。

「まさか、あんな遠いところへ……」

　だが、子猫がもし魎皇鬼を追って行ったのだとしたら、二匹が初めて出会った場所に行ったと思うのが正解じゃないだろうか。

「違うよな」

　そこに行けば魎皇鬼がいる、と思ったのかなぁ……。

「阿座化、火美猛、オレちょっとじっちゃんのとこ行ってくるよ」

　天地は首をかしげながら外玄関を出て、神社に続く石段の方に歩きだした。

　少し遅れて「御ぎよ意い」という返事が返ってきた。




　子猫は必死の形ぎよう相そうで石段に爪を立て、よじ登ってはまた飛び上がり、転ころげ落ちてはまた飛びついていた。

　子猫の体力と体格にはちょっと荷が勝ちすぎるクライミングである。

　大人おとなの足でも息が切れる石段を、子猫はわき目も振らず、細いシッポを鞭むちのように振りながらひたすら頂上目め指ざして上って行った。

「ミソカちゃーん」

　天地は辺あたりを見回しながらゆっくりと石段を上り始めた。

「こんなとこ、上るわけないよなぁ」

　脇わきの茂みに目を凝こらす。

　見つからなかった、なんて言ったら砂沙美ちゃん、また泣くよな……。

　かわいがっていた動物がいなくなるほど悲しいことはない。

　ごはんに帰って来なかっただけでもう、悪い想像が駆かけ巡めぐる。

　つながれている犬や、籠かごの鳥と違って、猫は自由に家を出入りするものだからよけい心配なのだ。

　ホントに帰って来なかったら!?

　天地は悪い想像を無理やり振り切るようにまた石段を上り出した。

　と、その時。

　ごうっと風を切る音がしたと思うと、空間の裂さけ目から巨大な宇宙船が飛び出した。

「魎皇鬼!?」

　魎皇鬼は天地の頭上に影を落としながら池の方に降下しようとしていきなり空中で急きゆう制せい御ぎよした。

　フィルムを逆回しするように、神社の方へ戻っていく。

「なんだ!?」

　天地は石段を一段飛ばしに駆け上がり始めた。

「ぴいぃッ!?」

　境けい内だいの真ん中に座すわってぽつねんと空を見上げていた子猫は、刺とげのある巨大な物体が猛スピードで頭上を通り過ぎ、また戻って来たのを見て体中の毛を逆さか立だてた。

「ぴぃ～～!!」

　無む我が夢中で玉たま砂じや利りの上を突っ走り、縁えんの下へ駆け込む。

　と、巨大な物体が玉砂利を弾はじき飛ばしながら地じ響ひびきを立てて着地した。

「何ごとじゃ!?」

　勝かつ仁ひとが社しや務む所しよの窓から顔を出す。

「みゃあああん!!」

　と、宇宙船の姿が消え、魎皇鬼が現れた。

　子猫は縁の下から目を真ん丸にして顔をのぞかせ、脅おびえたように足を止めた。

「みゃあああん！　みゃああああん！」

　魎皇鬼は辺りを見回しながら子猫の名を呼び、立ち止まっては足元の匂においを嗅かいだ。

「ぴ……ぴぃぃ～～～!!」

　ふいに子猫が駆け出した。

　玉砂利の上を突っ走り、転がるように駆けて来る。

「みゃああん！」

　子猫と魎皇鬼は両手を広げてがっちり抱き合わ……ないで、正面衝しよう突とつして同時に吹っ飛んだ。

「みぎゃッ」

「ぴぃッ」

　魎皇鬼は毛皮を振るって玉砂利を跳はね飛ばすと、子猫のそばに近づいてぽわぽわの毛皮をなめ始めた。

「ぴぃぃ……」

　子猫は目を閉じてうっとりしながら、魎皇鬼の足に頭をこすりつけた。

「おお、天地！」

「じっちゃん……」

　社務所から出てきた勝仁は、目を丸くしている天地を尻しり目めに二匹のそばにしゃがみこんだ。

「よしよし。二人ともいい子じゃのぉ」




　玄関を飛び出し、息を切らしながら石段を駆け上がってきた砂沙美は、二匹の姿を見つけると、転げるように駆けよってきた。

「魎ちゃん！　ミソカちゃん!!」

「みゃあん!!」

「ごめんね、ごめんね魎ちゃん。砂沙美、ちっとも魎ちゃんのことかわいがってあげなくて。もう絶対しないからね。魎ちゃん、大好きだからね」

「みゃーんん……」

　砂沙美にぎゅっと抱き締しめられた魎皇鬼は、とろけそうな顔で目を閉じた。

「ぴぃぃ～？」

　急に遊び相手を奪うばい去られた子猫が、せがむように砂沙美の服に爪を立て、伸び上がる。

「ミソカちゃんも一いつ緒しよに帰ろ。一緒に寝よ♡」

　砂沙美は片手で子猫を抱き上げると、魎皇鬼と一緒にそっと抱かかえた。

「月のうさぎになり損そこねてやんの、こいつ」

　天地が振り向くと、いつの間にか現れた魎呼が腕組みしたままにやにやしながら立っているのだった。

　月のうさぎって何の話だろう？

　天地は思ったが、嬉うれしそうな砂沙美の横顔を見、よけいなことは聞かないことに決めた。







ＳＵＢＪ……お父様へ




　お父様、やっほー！

　こっちは寒いけど、砂さ沙さ美みはとっても元気です。

　あ、お姉様も天地兄ちゃんも魎りよう呼こお姉ちゃんも、みーんな元気だよー！

　この前国語の宿題で作文を書きました。

　短いお話を書いてみましょうっていうお勉強だったんだよ。

　それで砂沙美は魎りようちゃんと子猫のことを書いたの。

　そしたら先生にほめられちゃったんだ！

　由ゆ紀きちゃんもおもしろいって言ってくれたんだよー。

　あっ、由紀ちゃんっていうのは砂沙美のお友だちで、ちょーウルトラスーパー仲いいの。

　ほら、授業参観の時砂沙美のとなりに座すわってた髪の毛ショートカットの女の子。

　覚おぼえてる？

　あとはねー、真ま里り奈なちゃんとか、裕ゆう子こちゃんとか、はるかちゃんとか。

　今度キックベースの試合があるから一いつ緒しよに練習したり、おうちでポケモンしたりして遊んでるの。

　でもみんなアウトドア好きだから校庭とかで遊んでる方が多いかな。

　あのね、キックベースって野球とサッカーを混まぜておもしろいとこだけゲットしたみたいなスポーツなんだよ。

　今度お父様にも教えてあげるからね。

　えーとそれから……そうだ！

　今ね、由紀ちゃんと真里奈ちゃんとひみつのなんでもノート作ってるの。

　クラスの男子と女子と誰だれがラブラブとか、おいしい紅茶の入れ方とか、ペットの名前調べとか。

　砂沙美たちひみつちょうさたい作ったんだよー。

　いろんなこと分かってちょーおもしろいの！

　そんなわけで砂沙美は毎日とっても忙いそがしいです。

　お父様にもっといろいろお話ししてあげたいんだけど、夜はすぐ眠くなっちゃうんだよね。

　でもがんばってまたお手紙書くからね。

　お父様もお返事書いてね。




　ついしん。

　１００点のテスト（やった～！）と、砂沙美の作文がのってる３年１組の文集送ります。

　ごほうびに樹じゆ雷らいのお菓か子し送ってくれる？

　大大大好きなお父様、美み砂さ樹きお母様、船ふな穂ほお母様、よろしくお願いしまーす♡

















春はる寒さむ









　年に一度、日本中に年賀状が飛び交かう日と言えば、それはお正月。

　年に二度、日本中に宅たつ急きゆう便びんが行ゆき来きする季節と言えば、それは盆ぼん暮くれ。

　ちなみにその実体はお中元とお歳せい暮ぼである。

　その他、大量の馬券が暮れの中なか山やまに舞まう日とか、大量のビールが選手の頭に降ふり注そそぐ日とか、この国には色々な風ふう物ぶつ詩しがあるのだが、とりあえず話を間ま近ぢかに迫せまった重大事に絞しぼろう。

　二月十四日、すなわちヴァレンタイン、正式にはセント・ヴァレンタインズ・デーである。

　そもそもヴァレンタインとは、聖ヴァレンチノの英語読みであり、ヴァレンタインズ・デーとはその聖人の記念日なのだ。

　三世紀中なか頃ごろのローマで殉じゆん教きようしたヴァレンチノ司し教きようの記念日ということである。

　が、この日は日本中にチョコレートが飛び交う日として定着している。

　言うまでもなく、女性から男性にチョコレートが贈おくられ、同時に愛の告白がなされるという重要な記念日なのだ。

　聖ヴァレンチノは恋人たちの守しゆ護ご聖人ということなので、理にはかなっているが、チョコレートについては製せい菓か業ぎよう界かいの陰いん謀ぼうと言えなくもない。

　ことに、チョコレートの売上高のほとんどがこの季節に集中しているという話を聞くと、さもありなんという具ぐ合あいである。

　前置きが長くなったがさて、おなじみ柾まさ木き家けでは来きたるべき記念日に向けてそれぞれ思い思いの作戦を画かく策さく中ちゆうであった。

　それぞれ、というのは柾木家の女たち、魎りよう呼こ、阿あ重え霞か、砂さ沙さ美み、鷲羽わしゆうのことである。

　現在柾木家を離れて下宿中の清きよ音ねと美み星ほしを合わせれば六人の女たちがたったひとつのターゲットを狙ねらって鋭えい意い画策中ということになる。

　ターゲットというのはもちろん我われらが主人公、柾木天てん地ちのことなのだが、こちらはとりあえず明日に迫った急きゆう難なんをよそに、畑の真ん中に座すわり込んでぼんやり空を眺ながめているのだった。

　如きさ月らぎの空は雲一つなく、染しみ入るように青い。

　尻しりの下、日頃の精しよう進じんあってよく耕たがやされた土からはしんしんと寒さがはい上がってくる。

　頭上はるか彼方かなたにはほとんど真っ黒に見えるトンビがゆったりと輪を描えがきながら舞っている。

　目を細め、膝ひざを抱かかえて一いつ心しんに空を見上げている様よう子すを見ると、俳はい句くでも捻ひねっているかに思えるが、実は空を眺めているだけなのである。

　正確に言えば、眺めているとも言えない。

　無念無想の境きよう地ちであると言えば聞こえはいいが、要するに頭を空からっぽにして心しん身しんともに自然に委ゆだねている状態である。

　脳のう波はを取ればきっとアルファ波が現れるだろう。

　冬場はたいして畑仕事があるわけでもないのに天地が毎日畑に来るのは、実はこのようなわけがあるのだ。

　いわく、ささやかなプライヴェート・タイム。

　早くに母をなくし、男手ひとつで育てられ、なおかつ一人っ子でもある天地は元々そんなに器用なタイプではない。

　女性たちの視線の中心にいる、常に注ちゆう目もくされているというのは思ったより疲れるものなのである。

　贅ぜい沢たくな話だと言えばそれまでだが。

「……おー、寒……」

　天地は現実に返り、こわばり始めた体を伸ばして立ち上がった。

「……何やってんだかなぁ」

　改あらためて見み慣なれた風景を見渡し、ズボンについた土を払う。

　明日は俺おれ、チョコ責ぜめにあうのかなぁ、と天地は思い、小さいのにしてくれるといいなぁ、と思った。

　顔より大きいハート形のチョコをもらっても……というのが正しよう直じきなところなのである。

　さて、柾木家の台所ではまさに天地が心配したとおりの事じ態たいが進行中であった。




「お姉様、そんなおっきなチョコ作っても天地兄ちゃん食べ切れないと思うよ」

「いいんです！」

　阿重霞は巨大なケーキ型（ハートの形である）に溶とかしたクーベルチュールを流し込みながら断だん固ことした口く調ちようで反論した。

「砂沙美は何を作ってるの？　チョコレートのテンプラ？」

「まさか」

　妹は呆あきれ顔で答えた。

「フルーツのチョコ掛がけだよ。これならチョコに飽あきちゃっても食べられるし、他の人も食べられるでしょ？」

「そうねぇ」

　阿重霞は内心妹の気配りに舌したを巻いた。

　確かにみんながみんな、チョコを贈るなら砂沙美の作戦は当たりだ。

　さりげなく差さ別べつ化かをはかることで注目度も高まる。

　このへんの、天てん性せいの要よう領りようの良さというべきものは下の子ならではである。

「でもわたくしはこれでいいんですわ」

　阿重霞は呟つぶやき、ハート形のチョコを型から出して飾かざり付けを始めた。

　細さい心しんの注意を払ってホワイトチョコを絞しぼり出している。

　ハートの表面が梵ぼん字じみたいな樹じゆ雷らい文も字じで埋うめられていくに従したがって、チョコは何だかおどろおどろしい様よう相そうを呈ていしてきた。




「天地様に愛を込めて」　阿重霞より




　そう書いてあるに過ぎないのだが、ものが樹雷文字なので陰おん陽みよう師じが政せい敵てきを呪じゆ殺さつする時に使う形かた代しろのようだ。

　もちろん、ヴァレンタインのチョコそのものが愛という不確かな、目に見えない情念を相手に取り憑つかせる目的の為ために、ご利り益やくのある呪じゆ文もんを記しるして贈られるものなので、これはこれで大たい層そう理にかなっているのである。

「けッ！　下らねぇ」

　阿重霞に先を越こされてしまった魎呼は、台所を覗のぞくなり鼻に皺しわを寄せて吐はき捨すてた。

「そんなモンより愛だろ、愛。モノじゃねぇ、心だぜ」

　どうやら魎呼も密ひそかに手作りチョコを目もく論ろんでいたらしい。

　だが自分一人で作るのは心もとないので、砂沙美に作ってもらおうと思っていたようだ。

　実際、魎呼の頭にあったのは顔より大きいハート形のチョコに一言、ピンクのチョコで「愛！」と大書きしたものであった。

「魎呼お姉ちゃんどうしたの。一いつ緒しよに作る？」

　魎呼の複雑な心中を知らない砂沙美は無む邪じや気きに声をかけた。

「いいのさチョコなんか。あたしゃあたしのやり方があらぁ」

　魎呼はひらひら手を振ると、台所を出て鷲羽の研究室のドアを蹴けり開けた。

「おうッ、いるか？　いるんならちょっと顔貸しな！」

「おや、魎呼さん」

　珍めずらしく研究室にいるジョージが出で迎むかえた。

「なんだおめー、チョコ作り手伝ってやんないのかよ？」

　大層暇ひまそうに銀河ネットワークのワイドショーを見ていたジョージはモニターをそのままに立ち上がった。

「今回は愛のおまじないのようですから、私が手を出さない方がいいと思いまして」

「ふーん……」

　魎呼は主あるじのいない研究室を見回した。

「鷲羽のヤロー、どこ行きやがったんだ？　まさか隠かくれて巨大チョコロボットとか作ってんじゃねぇだろうな？」

「なに、巨大チョコロボを作ってほしい？」

　別の研究室から亜あ空くう間かん通路を通って、この部屋の主が現れた。

「作るのはカンタンだけど、大きけりゃいいってもんじゃないと思うけど」

　天才科学者にしてはしごく真まっ当とうなことを言う。

「うん、でも作ってやってもいいわよ」

　鷲羽はにやにやした。

「天地殿を追いかけるようにプログラムしとけばいいんでしょ？　ただ、強度の問題があるわねぇ。運動性を重視するとあんまり食べられるようなものにはならないかもよ」

「誰だれが作ってほしいって言ったよ!?」

　魎呼は慌あわてて言い返した。

　ホントのことを言うと、ちょっと自分でもほしくなってきたところなのである。

「じゃあチョコの宇宙船とか」

　天才科学者は素そ知しらぬ顔で続けた。

「いっそチョコの家を建てて天地殿に住んでもらうってのはどぉ？」

「でかけりゃいいってモンじゃないって言ったのはおめーだろうが！」

「あんたはでかいことが好きでしょ」

　まことに穿うがった返事が返ってきて魎呼はちょっと沈ちん黙もくした。

「でかいのがイヤならマイクロチョコウイルスっていうのはどぉ？　天地殿の手が触ふれると受じゆ容ようセンサーが働いて、あっと言う間にチョコになっちゃうっての。うん、ちょっと面おも白しろいかもね」

　魎呼はマイクロチョコウイルスをばらまいたところを想像せずにはいられなかった。

　朝起きて歯を磨みがこうとすると、歯ブラシがチョコになっている。

　歯磨き粉はもちろんチョコペーストだ。

　顔を洗おうとすると水道水はアイスココアになり、タオルは板チョコになっているという具ぐ合あいだ。

　朝あさ飯めしを食おうとすると、茶ちや碗わんはチョコになり、ごはんはライスチョコになる。

　出し巻き卵はチョコロール、おみおつけはマシュマロ入りのホットココアだ。

　納なつ豆とうなんかは豆チョコがチョコの糸を引いているのではないだろうか。

　塩しお鮭じやけはもちろんチョコの切り身ということになり、それをポッキーの箸はしでいただくというあんばいである。

「うぅ～～～……」

　だいぶ気分が悪くなってきた魎呼は呻うめいた。

「鷲羽てめー、ふざけてんとホントにぶっ殺すぞ」

「お風ふ呂ろに入れないっていうのが困こまるわねぇ」

　鷲羽が切り返したとたん、魎呼の脳のう裏りを溶とけたチョコの海に浸つかった天地の姿が鮮せん明めいによぎった。

　なんとか風呂を脱だつ出しゆつしても、着るのがチョコの服ではあんまりというものだ。

「もういいわ」

　魎呼は青い顔で研究室を出て行こうとした。

「じょーだんよ、冗談。魎呼、あんた何か頼たのみに来たんでしょ？」

　魎呼は無言のまま、恨うらめしげな顔で振り向いた。

「あんたのほしいものぐらい分かってるわよ。確実に効きくのがほしいんでしょ？　いわゆる愛の妙みよう薬やくってヤツ」

「そッ、そんなこたぁ……」

　思わず否ひ定ていしてしまうところが魎呼のいいところである。

「で、あくまでチョコにこだわりたい、と」

「…………」

　七つの海を震しん撼かんさせた元宇宙海かい賊ぞくと言えども、創そう造ぞう主しゆたる母親にはかなわない。

「心配しなさんな。鷲羽ちゃんがちょーウルトラスーパー効く惚ほれ薬ぐすり、じゃなかった愛のチョコを作ってあげるから」

「気が変わったぜ」

　魎呼は肩をすくめた。

「モノや人に頼たよろうなんてこの魎呼さまがすたるってモンよ。あたしゃ別に何にもいらねぇから鷲羽、てめーも余よ計けいなことすんじゃねぇぞ」

　魎呼はそれだけ言うとさっさと研究室を出て行ってしまった。

「しょうがない子よねぇ、ジョージ？」

　鷲羽は呆あきれた顔で魎呼の後ろ姿を見送っていたが、ジョージと目が合うとにやりと笑いかけた。

「そこまで言われちゃちょっとあたしも黙だまってられないってゆーか」

「ご主人様!?」

　ジョージは思わず立ち上がり、バーチャル・リアリティ・システムに続くドアの前に立ち塞ふさがった。

「どうしたの？　あたしまだ何にも言ってないけど？」

「申し訳わけございません」

　ジョージは答え、深ふか々ぶかと頭を下げた。

「何のこと？　あたしはこっちに行くんだけど」

　鷲羽は最近増ぞう設せつしたばかりの怪あやしい研究室に続くドアを開け、姿を消した。




　さて、こちらはコンビニ・スリースターズ。

「美星くーん、ちょっとチョコの棚たな空あいたとこ追加しといてくれ」

　美星と清音の雇やとい主ぬしである星ほし浦うら店長は、伝でん票ぴようから顔を上げて怒ど鳴なった。

「俺はつくづく思うね。なんでヴァレンタインなんかできちゃったんだろうなぁ……一個ももらえない奴やつは可か哀わい想そうじゃないか。義ぎ理りでもらっても嬉うれしくも何ともないし。おまけに今日びはお返しまでしなくちゃならないって言うんだからな。男にとっちゃやっかいなだけだよ」

「親おや父じはだろ？」

　息子むすこの悟さとるがエプロン姿で倉そう庫こに入ってきた。

「ぼやくなよ。俺んとこに来たチョコ、分けてやるからさ」

　ロンドンブーツは止やめたようだが、髪は相あい変かわらずパツキン、ロン毛である。

「おまえにもらわなくてもあさってになれば売れ残りが出らぁ」

　星浦裕ゆう二じ郎ろうは眉まゆを寄せて伝票に屈かがみ込んだ。

「季節物はしょうがねぇよなあ。ところで悟、おまえチョコなんてもらえるのか？　誰に？」

「日本中の女が俺の所属事務所宛あてにチョコを送ってくるのさ。ブルドーザーですくうほどな。だから俺は声せい明めいを出さなきゃなんないんだよ、ファンの皆さんのお気持ちはありがたいんですが、そのお金を恵めぐまれない人たちの為ために役立てて下さいってな」

　悟は金髪を振り立てて狭せまい倉庫の中を見渡した。

　覚おぼえておいでだろうか。

　彼、星浦悟こそ地球上でたった一人、魎呼のバックバンドを務つとめた男なのである。

「悟、おまえまだそんなこと言ってんのか」

　手を止めて息子の話を聞いていた星浦裕二郎は頭を抱かかえて計算をやり直し始めた。

「いいかげん夢みたいな話は止やめて、清音さんみたいに真ま面じ目めに働けよ」

「あら、夢があるってステキじゃないですか」

　美星とレジを交こう替たいした清音が入ってきた。

「アタシなんて夢も希望もないんだもの、悟さんがうらやましいわ」

　悟はにっこり笑うと倉庫を出て行き、店の棚から一番高いチョコを二つ取って戻もどってきた。

「ほら。明日はどうせ化け物屋や敷しきに行くんだろ？　手て土産みやげ代がわりに持ってってやんな。でな、あの水色の髪のお姉さんにな、俺はいつでも待ってるぜって」

　さすがに照れたのか、悟はそれだけ言うとまた倉庫を出て行ってしまった。

「サンキュー。明日地球が滅ほろびても絶対伝えに行くから」

　清音は薔ば薇らの造ぞう花かつきの高級チョコを抱かかえたまま、店長の方を振り返った。

「これ……いいのかしら？」

「バカ息子が」

　星浦裕二郎はついに笑い出した。

「清音さん、そりゃあいつの心こころ遣づかいというものさ。だけど高望みを言わせてもらえば、俺は君みたいなしっかり者が来てくれれば、と思うよ」

「アタシなんて……」

　清音は頰ほおを染そめた。

「お店に戻ります」

　軽く頭を下げると、清音は何だかくすぐったいような気持ちで倉庫を後あとにした。

　ヴァレンタインって、罪つみな行事なのね……男の子も女の子も、祈いのるような気持ちで明日の奇き跡せきを待ってるんだわ。

　悟さんも、報むくわれないって分かってるのに……。

　愛の奇跡って、ホントに起こるのかしら？

　アタシは天地さんにチョコを贈ったりする資格があるのかしら？

「あッ、トイレ……」

　店に戻ったところでようやく清音は差し当たっての目的を思い出した。

「美星、ちょっと」

「ありがとうございます。明日のヴァレンタイン、がんばって下さいね」

　レジでは美星が天使のごとき笑みを振り撒まいて、チョコを買いに来た客を祝しゆく福ふくしているのだった。




　翌日、すなわちヴァレンタイン当日。

　寝ね過すごした天地が朝の身み支じ度たくを済すませて階下に降おりていくと、阿重霞と砂沙美はもう食卓に揃そろっており、勝かつ仁ひとと信のぶ幸ゆきの前にはリボンつきの小さな箱が二つずつ置いてあった。

「おッ、今日はちょっと遅かったな。俺はもう先にもらったよ。阿重霞さんと砂沙美ちゃんからな」

　信幸は嬉うれしそうに箱を見せびらかし、勝仁はいつものポーカーフェイスでお茶をすすっているのだった。

「うむ、これが義理チョコというものじゃな。いや、長生きはしてみるものじゃ」

「お兄様ったら！」

　阿重霞は困こまったような顔で笑いながら立ち上がると、大きな箱を抱えてしずしずと天地の前にやってきた。

「天地様、阿重霞の気持ちでございます。どうか受け取って下さいませ」

「あ、ありがとう」

　金の紐ひもと樹じゆ雷らい皇おう家けゆかりの色鮮あざやかな包ほう装そう紙しを解とくと白しら木きの箱が現れ、蓋ふたを取ると樹雷文字の書かれた巨大なハート形のチョコが現れた。

「あの、おかしいとお思いになるでしょうね。でもわたくしは、生まれ育った故郷の文字で心を表すのが一番だと思いましたの」

「これを、阿重霞さんが……」

　天地はけっこう感動して呟つぶやいた。

「大変だったんじゃないですか？　俺、大事に……しまっといちゃいけないんだよね、少しずついただきますから」

「ありがとうございます」

　阿重霞は頰を染め、振り返って妹を促うながした。

「天地兄ちゃん、ちょっと待ってね」

　砂沙美は台所に走っていくと、冷蔵庫の中からガラス皿ざらを持って帰ってきた。

「はい、これ！」

　ラップを取ると、ホワイトチョコの衣ころもにくるまれた色とりどりのフルーツが朝日を浴あびてつやつやと光っていた。

「へぇ……きれいだなぁ。これ、砂沙美ちゃんが作ったの？」

「簡かん単たんだよ。だって『簡単に作れるヴァレンタインのお菓か子し』って本見てやったんだもん」
















「そうか」

　天地はホワイトチョコのかかったイチゴをつまんで口に入れた。

「うん、おいしい！　こんなに食べ切れないから父さんとじっちゃんにもおすそ分けしていいかな？」

「いいよ。みんなで食べられるように作ったんだもん」

　砂沙美は朗ほがらかな笑顔を返し、自分もチョコがけのバナナをつまんだ。

「砂沙美も食べていいかなぁ？」

「もちろん作った人だって食べていいんだよ。じゃ、俺、朝飯食っちゃうからね」

　天地はガラス皿を抱えて食卓につき、柾木家の朝ごはんは砂沙美のフルーツのおかげで大変豪ごう華かなメニューになった。

「そう言えば魎呼のヤツ、どうしたんだ？　鷲羽さんもいないけど」

　信幸が事務所にでかけ、勝仁が社しや務む所しよに帰ると、天地はお茶を淹いれ直している阿重霞にたずねた。

「さあ……お二人とも朝ごはんに来なかったわ。どうぞ、天地様」

「鷲羽さんはともかく、魎呼は珍めずらしいな」

　天地は何げなくお茶をすすり、突然自分のいる状況に気づいて身を硬かたくした。

　朝の柔やわらかな日ひ差ざしの中で阿重霞さんと二人きり……まるでもう何年も夫婦でいるかのように二人で食後のお茶を飲み、さりげない会話を交かわしている……。

「あ、阿重霞さん、その……」

「はい？」

　絶ぜつ妙みようのタイミングで返事が返ってきた。

「お茶、熱すぎました？」

「いや、そうじゃなくって……」

　天地は言葉に詰つまった。

　こんなとき相手の顔を見て「きれいだよ」なんて言えるのは大おお馬ば鹿か者ものか恥はじ知しらずか青春ドラマだけだ。

「阿重霞さん、ちょっと変わったかなぁ、なんて」

　天地は考えに考えた末すえ答えたが、自分がその三つを合わせたよりもっとたわけたことを言っているような気がした。

　阿重霞は小首を傾かしげたままじっと天地の言葉の続きを待っている。

「いやほら、阿重霞さんて前はもっとカリカリしてたっていうか、張り詰めてたようなところがあって……」

　阿重霞の表情がいささか不ふ審しんげになる。

「そ、そんなことないんだろうけど、俺が勝手にそう思ってただけで……」

　天地は穴が百個開いてたらその中の一番深くて広い穴に飛び込みたいと思った。

「でもホント、最近阿重霞さん、優やさしい顔してるなぁって。優しいだけじゃなくて何かこう、強くなったっていうか、落ち着いたっていうか……きれいになったなって思うんだ」

　言い終わったとたん、天地は自分が大馬鹿者で恥知らずで青春ドラマそのものだったことに気づいた。

　もうおしまいだ。

　阿重霞は笑い出すか怒り出すか、逃げ出すか、いずれにしろこの奇き跡せきのような時間は弾はじけて消えてしまうだろう。

「ありがとう」

「え？」

　天地は思わず聞き返した。

「そんなふうに言って下さるなんて、思ってもみませんでしたわ。嬉うれしい……」

　阿重霞ははにかんだように俯うつむき、両手で湯ゆ飲のみを包つつみ込んだ。

「わたくしね、天地様に笑われると思ってましたの。だってチョコはあんまり大きいし、出来も悪いし……実はもう魎呼さんに笑われましたのよ。でも、見み栄えを張っても仕し方かたないと思いましたの。笑われてもいいから自分に正しよう直じきになろうって……ホントに嬉しかったですわ」

　阿重霞は顔を上げ、恥はずかしげに微ほほ笑えんだ。

　乙女おとめ椿つばきのような薄うす桃もも色いろに頰ほおを染そめ、柔らかな朝の光に艶つややかな黒髪を光らせている阿重霞の笑顔は天地の胸に深く食い込んだ。

「ありがとう天地様。わたくしが変わったとすればそれはみんな天地様のお陰かげですわ」

「阿重霞さん……」

　思わずひとつの言葉が口をついて出ようとした。




　結けつ婚こんしよう。




　好きだよ、も、愛してる、もすっ飛ばしていきなりプロポーズ。

　白しろ無む垢くに紅べにを差し、白しら魚うおのような指で朱しゆ塗ぬりの杯さかずきを戴いただく阿重霞と、紋もん付つき袴はかま姿すがたの俺、そして神かん主ぬし姿のじっちゃん。

　そのイメージがあまりにも鮮あざやかに脳のう裏りを駆かけ抜け、天地はほとんど息をするのも忘れたように阿重霞の顔を見つめていた。

「何もおっしゃらないで」

　阿重霞は囁ささやくように天地の言葉を遮さえぎり、天地の左手に自分の右手をそっと重ねた。

「わたくし、今がとても幸せですわ。言葉に出すと、この幸せが壊こわれてしまいそうな気がしますの」

　天地は無言で頷うなずいた。

　今なら口に出せるかもしれない。

　結んだ唇くちびるのすぐ後ろまで出かかっている言葉を、ただ解かい放ほうしてやればいいのだから。

　全すべてが変わるだろう。

　阿重霞さんは樹雷皇家を捨すてるかもしれない。

　俺はこの国を、この星を捨てるかもしれない。

　そして魎呼は……。




　そのとき天地の胸の中を、星々を渡る風が吹き抜けた。

　暗黒の海に輝かがやく無数の星の光が、金こん色じきの瞳ひとみに強い光をたたえ、水色の髪を背に流して遥はるか宇宙の彼方かなたを見つめる魎呼の姿が脳裏を焼いた。

　一ひと振ふりの剣のように孤こ独どくに、真まっすぐに魎呼は前を見つめていた。

　まるでこの地上に自分の居い場ば所しよはない、と言うかのように。

　と、すっと手の上の柔らかな感かん触しよくが消えた。

　はっと我われに返ると、阿重霞が微笑んだまま胸もとで手を握にぎり締しめていた。

「お茶がぬるくなってしまいましたわね」

　阿重霞はふと視線をそらすと、たおやかな手つきで茶碗を下げ、立ち上がった。

「今、淹れ替えてまいりますわ」

　天地は何も答えることができないまま、阿重霞の後ろ姿を見送った。

　胸の中を言葉にならない何かが駆け巡めぐり、体を戦おののかせた。

「いいですよ。俺、畑に出ますから」

　それだけ言うと天地は足あし早ばやに玄関を出た。

　足は畑に向かわずに、いつの間にか裏山に向かっていた。

　どこに行こう、と思ったわけでもないのに、足はほこらを目め指ざしている。

　ほこらの上、石いし舞ぶ台たいのようになっている岩屋にも周囲にも人ひと影かげはなかった。

　天地はホッとしたような、残ざん念ねんなような気分で自分の背の三倍はあるような岩屋によじのぼり、頂上に落ち着くと改あらためて辺あたりを見回した。

　鳥の声が聞こえるだけの岩屋に座すわっていると、苦しくてどうしようもなかった心が少し静まっていくのが感じられた。




　俺はいくつだ？

　まだ子供じゃないか。

　俺は何者だ？

　まだ自分のことも知らないじゃないか。

　確かに俺は不ふ思し議ぎな力を持っている。

　母さんが俺に遺のこしてくれた力だ。

　だが、その力で何をする？

　自分の為ために使うのか、それとも誰だれかを守る為に使うのか。

　そんなことも分からないのに、大切な言葉を口にしようとしてたなんて……。




　だが、これで良かったんだ、という後こう悔かいにも似た思いが天地の脳裏をそっと撫なでて通り過ぎた。

　俺は何も言わなかった。

　阿重霞さんも何も聞かなかった。

　あの不思議な時間は、チョコに記しるされた魔法の言葉が見せた夢だったのかもしれない。

　ヴァレンタインなんて外国から来たお祭りが、こんなに苦にがいものだとは知らなかったよ、母さん……。

　と、そのとき、密ひそやかな鈴すずの音が聞こえた、と思った。

「チビ!?」

　反射的に天地は振り返り、いなくなった飼かい猫の名を呼んだ。

「どうしたんだよ、こんなとこで？」

　魎呼の声だ！

　と、ザッという音と共に高い枝が揺ゆれ、魎呼が飛び降おりてきた。

　猫のように軽い足音を立てて天地のそばに降り立つ。

「阿重霞とケンカでもしてきたか？　思い詰つめたような顔しやがって」

「そんなんじゃないよ」

　天地の頰ほおが緩ゆるんだ。

「魎呼こそどうしたんだよ。そんな木のてっぺんで」

「あたしゃ新しん鮮せんな空気を吸いに来てたのさ。何しろ家ン中はチョコの匂においで虫歯になりそうだし」

「うん」

　天地は笑い、肩の力が抜けたような気がしてまた微ほほ笑えんだ。

「おまえチョコ嫌きらいだったっけ？」

「うん？　そんなこたぁねえけどな、ただのチョコに呪じゆ文もんをかけたり、リボンで縛しばったりすんのはな……性しように合わねえだけよ」

「そうか」

　天地は微笑んだ。

　魎呼一流のレトリックだ。

　魎呼は俺よりもっと照てれ屋だもんな。

「俺、阿重霞さんに顔よりでっかいチョコもらっちゃったんだ」

　どうしてだろう、魎呼にならこんなことも話せる……。

「おめー、もしかしてわざわざそれ言いに来たのか？」

「砂沙美ちゃんにもな、フルーツをチョコでくるんだやつ、もらったんだ」

「知ってらぁ。昨日きのう全部見てたもんな」
















　魎呼はいきなり天地の額ひたいに手をかけると、後ろに押し倒たおした。

「ほらみろ、自じ慢まんしに来たんじゃねぇか！」

「いってえなぁ……頭打ったじゃないか」

　天地は魎呼の手を払いのけると後ろ頭をさすりながら起き上がった。

「砂沙美ちゃんにチョコでもつけてもらいな！」

「魎呼こそ俺のチョコ狙ねらうなよ。俺ひとりで全部食うんだから！」

「阿重霞のチョコなんか食うと下げ痢りするぞ」

「魎呼あのなぁ」

　天地はついに笑い出した。

「おまえだって女の子なんだから平気で下痢とかウンコとか言うなよな」

「誰がそこまで言ったよ？　天地おめー、ホントにきったねえなぁ」

　魎呼もついに笑い出した。

「さっきよ、木のてっぺんから見てたら別に普通の日と全然変わんねぇじゃないか。ヴァレンタインなんてわけの分かんねぇモノよりあたしゃ縁えん日にちの方がいいな。酒も飲めるし、イカ焼きも食えるしな」

「みんなでお好み焼きでも食べに行くか」

　天地は昨日と同じく晴れ渡った空を見上げ、何か重大なことを忘れていることに気がついた。

「いけね。俺、魎りよう皇おう鬼きに新しいニンジン取ってきてやるの忘れてた」

「じゃ、あたしゃちょっと街まちでも出てヴァレンタインでも眺ながめてくるかな」

　魎呼はそのままふわりと浮き上がると、天地が苦労して岩屋を降りていくのを楽しそうに眺めていた。

「晩ばん飯めしには戻もどってこいよ。清音さんたちに迷めい惑わくかけるんじゃないぞ」

「うっせえな」

　魎呼は空中から言い返し、風に乗って姿を消した。

「ま、いっか……」

　天地はゆるゆると道を下りながら、この四し季き折おり々おりの行事で彩いろどられた、取り立てて言うべきこともない毎日が、明日も明後日あさつてもゆるやかに続いていくことを願った。




　俺……やっぱ冒険にも、恋にも向いてないのかもな。




　そのころ魎呼は、コンビニ・スリースターズの倉そう庫こにいきなり出現して、もう若くない店長の心臓をあやうく止めるところだった。

「おうッ、久しぶりだな。元気だったか？」

「や、宇宙海かい賊ぞく妖よう怪かい!?」

　店長の声を聞いてレジにいた清音がすっ飛んできた。

「りょ、魎呼さん!?　何しに来たの!?」

「買い物に来たのさ。何しに来たと思ってんだ？」

「まぁ、魎呼さん！　私たち、夕方にはそっちに行こうと思ってたんですよー」

　美星までレジを放ほうり出して来たので店長は伝でん票ぴようを放り出してレジに駆かけつけなければならなくなった。

「おお！　奇き跡せきじゃん!?」

　店長の星浦裕二郎と入れ違いに息子が走ってきた。

「魎呼さん、よく来てくれたなぁ。何でも好きなモン持ってっていいぜ。何ならチョコでも上げちゃうよン」

　星浦悟は涙を流さんばかりに喜んで魎呼の手を引っ張り、倉庫から連れ出した。

「俺の祈いのりが通じたのかなぁ。たまに来ると思えばいっつも俺のいない時なんだもんな。今日はチョコ買いに来たんだろ？　分かってるさ。あっちにきれいなチョコがいっぱい揃そろってるぜ」

「違うね。あたしゃ弁当をもらいに来たのさ」

　魎呼は言うと、棚たなからカルビ弁当と幕の内と大盛り焼きそばを重ねて悟に手渡した。

「あっためてくんねぇか？」

「はいはい、ただ今」

　悟はレンジの前にすっ飛んでいくと、手早く弁当を入れ、扉とびらを閉めた。

「魎呼さん、あれから歌やってるか？　オレともう一回セッションしない？」

「うん、気が向いたらな」

　魎呼は答え、チョコの棚の前でじっくり商品選びを始めた。

「その、一番おっきいの持ってっていいぜ」

　悟はそわそわしながら魎呼に向かって怒ど鳴なった。

「そうか？」

　魎呼は中ぐらいのハートチョコを手に取ると、レジに千円札を放り出した。

「あいにくこれしか持ってこなかったんだ」

　美星と清音と悟と店長が目を丸くして見守る中、魎呼はチョコの包ほう装そうを剝むいてばりばり食べ始めた。

「うん？　何見てんだおめーら？」

「魎呼さん、それ……天地くんにあげるんじゃないスか？」

　悟が温あたため終えた弁当を魎呼の前に積み上げる。

「誰がンなこと言ったよ？　あたしにゃそんなチンケな祭りなんて関係ねぇのさ」

　魎呼はハートチョコを半分に割ると、悟の前に突き出した。

「礼だ。取っときな」

　アッケに取られた悟を尻しり目めに、魎呼は弁当を抱かかえるとニヤリと笑って姿を消した。

「また来るからな！」

　瞬しゆん間かん移い動どう寸すん前ぜんの魎呼の声が、赤くなった悟の耳に届とどいた。




「今日はヒマだわねぇ」

　研究室のカウチに寝そべってギャラクシー・スーパーボウルの中ちゆう継けいを見ていた鷲羽は、ジョージの視線に気づいて振り返った。

「ご主人様、結局何もおやりにならなかったですね」

「なに、何かやった方が良かったの？」

　笑いを含ふくんだ返事が返って来た。

「子どもたちのことは子どもたちに任まかせるのが一番よ。そう思わない？」

「おっしゃる通りでございます」

　ジョージはこの日の為ために密ひそかに作っておいたトリュフを鷲羽に差し出した。

「やるわねぇ。それでこそ鷲羽ちゃんの執しつ事じだわ」

　鷲羽は満足げにキルシュの効きいたチョコを味わい、極ごく上じようの笑みを忠ちゆう実じつなバトラーに返してやった。







　魎りよう呼こさんへ　親展




　魎呼さん、突然ですが星ほし浦うら悟さとるです。

　この前のヴァレンタインはスリースターズに来てくれてありがとう。

　オレ、すげえ嬉うれしかったです。

　魎呼さん、相あい変かわらず元気でパワフルで全然変わってなかったんで安心しました。

　その後歌とか歌ってますか。

　オレもこっちに帰ってきて親おや父じの仕事手伝うようになったんで、東京のバンドは解散しちゃったんだけど、なかなかいいメンバーが見つからなくて困こまってます。

　君がまた参加してくれると嬉しいんだけどなぁ。

　魎呼さんのルックスとヴォーカルがありゃあホント、世間がほっとかないって。

　ところでオレは最近、ヘヴィメタばっかじゃなくていろんな音楽を聴きくようになりました。

　魎呼さんの声は幅はばが広いから、もっとほかの歌も歌えるんじゃないかなぁ、そう思ったからです。

　自分で言うのも何だけど、ずいぶん手を広げたんだぜ。

　ワールドミュージック、ポピュラー、オールディーズ、サルサ、ラテン、レゲエ、この前なんか民謡まで聴いちゃったぜ。

　ま、そんなオレでも親父の演歌だけはダメなんだけど、これをもし魎呼さんが歌ったら破は壊かい力あるだろうなぁ……なんて考えたら思わず配達の途中で笑っちゃいました。

　演歌メタルはさすがに誰だれもやってないからイケるかも。

　魎呼さん演歌界のスーパーノヴァとか言われて、コンサートで卒そつ中ちゆうとか心臓マヒとか出て、日本一危険な演歌歌手とか呼ばれるんだよ。

　逆に血けつ栓せんとかコレステロールとか歌のパワーでぶっ飛ばしちゃって、客の病気が治なおっちゃったりして。

　その時はもう、教きよう祖そ様さま万ばん々ばん歳ざいだよな。

　あ、ゴメン。オレ、なんかとんでもないこと書いてるかも。




　えーと、慣なれない手紙を書いたもんで自分でもなに言ってんだか良く分かんないんだけど、とにかくこの前はありがとう。

　魎呼さんがくれたハートチョコ、本気で嬉しかったです。

　どんなチョコもらうより嬉しかったなぁ。

　まさか魎呼さんが店に来て、オレにチョコくれるなんて思ってもなかったもんで。

　もうすぐホワイトデーなんで、清きよ音ねさん経けい由ゆでキャンデー送ります。

　そっちは女の子が多いからいろんなのがあった方がいいかなぁ、と思ったんで詰つめ合わせにしました。

　また顔見せてくれよな！





スリースターズのリードギター、ＳＡＴＯＲＵ　　



















天てん女によ










春風の　花を散らすと　見る夢は

さめても胸のさわぐなりけり




西さい行ぎよう法ほう師し






　桜が咲さくにはまだ間があった。

　風は時に春の甘さを匂におわせることもあったが、蕾つぼみを開かせるにはまだまだ冷たかった。

「いつかしら……」

　やんごとなき身を異星の地に住まわせるようになってから幾いく度たびか、花の季節の巡めぐり来るたびに阿あ重え霞かはそわそわと落ち着かない心ここ地ちがするのだった。

　もう今にも咲きそうにふくらんでいる蕾もあるというのに、最初の花を見み逃のがしてしまうのはなぜかしら？

　阿重霞は池のほとりに降おりると、鬼おにが出たという大きな桜の樹きを見上げた。

　去年はこの枝が重たいばかりに花が咲いて、それがまた池の水みな面もに映うつって、それはそれは見み事ごとだったっけ。

　この星に来て初めて、わたくしは桜というものを、花を愛めで、花を惜おしむということを知ったのですわ。

　だからこそ、最初の蕾の花開く瞬しゆん間かんを見たいと思うのに……。

「世の中にたえて桜のなかりせば、春の心はのどけからまし……花見にはまだちと早いのぉ」

　足音に振り向くと、勝かつ仁ひと、阿重霞にとっては兄の遥よう照しようがゆるゆると近づいてくるところだった。

「お兄様も桜を見張りにいらしたの？」

「見張り？」

　勝仁はまだ咲かぬ枝を見上げ、微ほほ笑えんだ。

「確かになぁ。ここの桜もこう何度も訪れられては見張られている心ここ地ちがするだろうよ」

「まぁ……」

　阿重霞は恥はずかしげに目を逸そらし、静かな水みな面もを眺ながめた。

「さっきの歌の意味はなんですの？」

「おまえのような人の心を詠よんだ歌さ」

　勝仁はからかうような視線を向けた。

「桜の蕾がふくらみ出すと、今か今かと心が急せく。咲けば咲いたで雨は降ふらぬか、風は吹ふかぬかと心配でならぬ。まったく、この世に桜などなければどんなに心穏おだやかにこの季節が過ごせるだろうに、という意味だよ」

「そんな……大おお袈げ裟さすぎますわ」

　阿重霞は勝仁を軽く睨にらむと、照てれ隠かくしのようにまた蕾を見上げた。

「わたくしは雨に濡ぬれる桜も、風に散る桜もそれぞれに美しいと思いますもの」

「おまえもすっかりこの星に馴な染じんだなぁ」

　勝仁は同じように桜を見上げると、手を伸のばして枝を改あらためた。

「もう少しだな。いつ咲くかは気持ち次し第だいというわけだ。わしが桜なら人の見ていない時に最初の花を咲かせるだろうよ」

「いじわる」

　阿重霞は笑いだし、兄の袖そでを軽く引いた。

「ねえお兄様、わたくし不ふ思し議ぎでなりませんの。樹じゆ雷らいの宮に暮くらしていたころは、こうして心乱れるほど花を待つようなことはありませんでしたわ。あの庭には一年中花の絶たえることはなかったんですもの、それにね、桜って……白いでしょう？」

　阿重霞は薄うす曇ぐもりの空を透すかすようにやや目を細めた。

「色を重ねて重ねて格式を表す樹雷皇おう家けの伝統からみると、こんなにすっきりした、まるで色のないような花がこんなに美しく見えるなんて驚おどろきでしたわ」

「霞かすみか雲か、というわけさ」

　勝仁は答え、阿重霞の横顔を盗ぬすみ見た。

「花の雲くも路じをしるべにて、と昔の人も言うとおり、桜は昔から雲に譬たとえられたり、散り際ぎわを雪に譬えられたりした。もちろん佳か人じん、美しい女の人に譬えられたりもしたがさて」

　阿重霞はここで勝仁がまた自分をからかうのではないかと密ひそかに身み構がまえたが、勝仁は素そ知しらぬ顔で薄曇りの空を眺ながめているのだった。

「桜が開くと色々なものがその香かにひかれてやってくる。鬼も来ればあの世の者も来る。花見の席に桜の枝をかざした変なじじいが来てるなぁと思えば、業なり平ひらの亡ぼう霊れいだったりするのさ」

　阿重霞が不思議な顔をしているのを見て勝仁は付け加えた。

「昔平安の都みやこに住んだという色男だよ。わしも直接知っているわけじゃないが、大変な有名人だったからなぁ」

　淡たん々たんと語る兄の顔を見ているうちに阿重霞はふだん忘れていることを思い出した。

　宇宙海かい賊ぞくだった魎りよう呼こを追ってこの星に来て七百余年、兄はこの国に生きてきたのである。

　わたくしには想像もつかぬことを色々と知っているに違いないのだ。
















「ねぇお兄様、この国にはどんな秘密がひそんでいるのでしょう。お兄様をとりこにしたぐらいですから、それはそれは不思議な物語がたくさんあるんでしょうね」

「さあな」

　勝仁は答えると、いとおしげに妹の顔を見下ろした。

「おまえは桜というよりは桃の花の方が似に合あいそうだな。桜は美しい。だがその美しさにはどこか冷たいような、この世ならぬ儚はかなさがある。わしが昔の歌人ならおまえを桜に譬えたりはしないだろうよ。そう、いい歌があった……」

　勝仁は視線を逸そらし、夢見るような表情で呟つぶやいた。

「春の苑その紅くれないにほふ桃の花下した照でる道に出いで立つをとめ、というのだ。その娘は澄すんだ目をしていてな、艶つややかな黒髪を後ろで無む造ぞう作さに結んでおった。凜りんとした顔が笑うと咲き初そめたばかりの蕾のように柔やわらかに、丸くなった。身分も何もない、ただの娘だったがな」

　勝仁はそこで口を噤つぐんだまま長い間水面を見つめていた。

「さて、冷えてきたし、そろそろ戻もどろうか。桜が咲いたらまた花見の準備をせねばな」

　勝仁がさっさと先に立って歩きだしたのを見、阿重霞も慌あわてて後を追った。

　春の苑紅にほふ桃の花……娘って一体いつの、誰だれの話なのかしら？

　阿重霞はいささか心乱れつつ、それでも兄がその歌を自分の為ために選んでくれたのだと思うとくすぐったいような気持ちで家の玄関をくぐった。




「あら、天てん地ち様？」

　畑に行ったはずの天地が居い間まにいるのを見、阿重霞は思わず声をかけた。

「どうなさったの？　今日はもう終わりですの？」

「うん、ちょっとね」

　天地はＴＶの画面から目を離し、心配ないよと言うように笑ってみせた。

「風か邪ぜ引いたかな。やる気が出ないんだ」

「まぁ……」

　阿重霞は速足で天地の側そばまで来ると、眉まゆを寄せて天地の額ひたいに手を当てた。

「お熱はないようですけど、どこか痛みますの？」

「そういえば頭が重いかな。大したことはないけど」

　言いかけ、天地は気づいたように体をずらした。

「阿重霞さん、もし風邪だったらうつるかもしれないから近くに来ない方がいいですよ」

「大だい丈じよう夫ぶですわ」

　阿重霞は物思わしげに手を離すと、台所に行ってヤカンを火にかけた。

「何か熱い飲み物でも作りますね。ハーブティーがいいかしら？」

「うん……ごめんな」

　天地は心ここにあらずといった様よう子すでぼんやりＴＶを眺ながめていたが、阿重霞が二人分のマグカップを運んでくると、香りの良いお茶を口に含ふくんだ。

「ふぅ……」

　いつもより顔色の良くない天地の顔を見、阿重霞はまた腰こしを浮かした。

「大丈夫ですの？　お薬でもお持ちしましょうか？　何か召めし上がります？」

「いや、いいんだ。大丈夫。ちょっと休めば良くなるさ。何で今いま頃ごろ風邪なんか引いたんだろうなぁ」

　阿重霞があまり心配そうな顔をするので天地は慌あわてて遮さえぎったが、言われてみるとさっきより具合が良くないような気がするのだった。

「俺おれ、ちょっと寝ねるよ。晩ばん飯めしには起きるから」

　カップを手に立ち上がったとたん、軽い目眩めまいが天地を襲おそった。

「天地様!?」

　カップが危あやうげに傾かたむき、ほんの少しお茶がこぼれた。

「あ、ごめん。こぼしちゃった？」

「そんなことどうでもいいですわ。天地様、やっぱりお医者さまにいらした方が……」

「大丈夫、大丈夫だって」

　押し問もん答どうしながら阿重霞と天地が階段を上がり、二階の部屋までたどり着いた時、玄関の方から元気な声が聞こえてきた。

「たっだいま～！　あれ？　お姉様？」

「砂さ沙さ美み！　ちょっと来てくれる？　天地様が大変ですの」

「え？　なになに？」

　砂沙美はランドセルをしょったまま階段を駆かけ上がって来たが、押し問答をしている二人を見て首を傾かしげた。

「どうしたの？　なにケンカしてるの？」

「違います。天地様がご病気になったのよ。ああ、どうしましょう!?」

「大おお袈げ裟さだってば」

　天地はきょとんとしている砂沙美の顔を見て苦にが笑わらいしながら部屋のドアを開けた。

「どうも風邪引いたみたいなんだ。大丈夫、大したことないから心配しなくていいよ」

　顔を見合わせている阿重霞と砂沙美に手を振ると、天地は申し訳わけないような気持ちでドアを閉めた。

「ふぅ……」

　ベッドに腰掛かけるともう一度ため息をつく。

　阿重霞さんてば急に母さんみたいになって……ホント心しん配ぱい性しようなんだから。

　俺、こんなにみんなに世話焼かれて、砂沙美ちゃんにごはん作ってもらって、魎呼に助けてもらって、いいのかなぁ。

　こういうのを幸せって言うなら、俺って今、世界一の幸せ者なんだろうな。

　天地は何だか照てれくさくなってベッドにひっくりかえった。

「うー寒……」

　やっぱ風邪引いたんだな。

　頭ずきずきしてきたし。

　天地は諦あきらめて布ふ団とんにもぐりこむと、丸くなって目を閉じた。

　──何分か、何時間か。

　かすかな花の香りとともに何か胸むな苦ぐるしさを覚おぼえ、天地は目を開いた。

「霧きり……？」

　何かみっしりと重たい、白いものが天地の頭上に垂たれ込め、やんわりと手足を包つつんでいる。

　と思うとそれは無数の白い断だん片ぺんに分ぶん解かいしてふるふると震ふるえ始めた。




　桜!?




　気づいたとたん、正常な距きよ離り感が戻もどってきた。

　天地は満開の桜の下で仰あお向むけになっているのだった。

　幾いく重えにも幾重にも折り重なった白い花びらの隙すき間まからは薄曇りの空がのぞき、そこだけ薄うす墨ずみを刷はいたような陰いん影えいを与えている。

　辺あたりは静せい寂じやくに包まれ、鳥の声ひとつ聞こえなかった。

　光も音も身を潜ひそめ、息を潜めているような静けさの中で、自分の心臓の鼓こ動どうだけが耳元に脈みやく打うっている。

「夢……？」

　天地の呟つぶやきは声にすらならなかった。

　ここはどこだ!?

　まだ桜は咲いていないはずなのに、こんなに花が垂れ込めている。

　天地はぼんやりと薄うす霞がすみがかかったような頭の底から懸けん命めいに記き憶おくを探さぐり出そうとした。

　と、天地をあざわらうかのように木々の形がぼやけ、花の影かげが移ろった。

「霞か雲か、八や重え九ここの重えの……花の雲くも路じをしるべにて」

　ふいに、鈴すずを振るような声が聞こえ、風が立つと同時に音が蘇よみがえった。

「いつまで横になっているの？　さあ、起きていらっしゃいな」

　聞き覚えのない少女の声が、花陰から呼んだ。

「誰だ!?」

　天地ははっと身を起こし、息を詰つめたまませわしなく辺あたりを見回した。

「そんなお顔をなさって。物ものの怪けだとでも思ったの？」

　少女の声は笑いを含ふくんだままからかうように所を移し、花を揺ゆらした。

「せっかく遊びにきたのに、それではこのまま帰ろうかしら」

　枝を踏ふむとん、という軽い足音に振り向くと、花よりももっと白い素す足あしが柔らかな光を放はなちながら降おり来るところだった。

「桜が嫌きらいなの、それともわたし？」

　ふいに少女の足が枝を離れ、消え失うせた。

　と思う間もなく、かすかな気け配はいが天地の髪を撫なでて通り過ぎた。

「わたしはここよ、天地」

　花に埋うずもれるようにして枝に腰掛けている少女を見、天地は息を吞のんだ。

　似ている……津つ名な魅みの顔に。




　白い髪を背に滑すべらせ、狩かり衣ぎぬ、薄桃色の袴はかまに透すけるような長ちよう絹けんをふわりと頭に被かぶった少女は、天地と目が合うとにっこり微ほほ笑えんだ。

「やっと見つけてくれたのね」

「誰だ……君は!?」

　いや、髪の色も目も違う。

　顔立ちもずっと幼おさないし、着ているものも樹じゆ雷らいの着物ではない。

　なのにどうして似ていると思ったのだろう。

　一度しか会ったことのない、樹雷の守り神だという津名魅……俺の命を救ってくれた女神に。

「君は誰なんだ……名前は？」

　少女は再び微笑むと、かすかに首を振った。

「もう忘れてしまったわ。現うつつと幻まぼろしのあわいに住んで永ながいこと経たつんだもの。わたし自身、昔ひとだったか桜だったか分からないの」

　少女は花びらが枝を離れるように音もなく舞まい降おりて、天地の前に降り立った。

「天と地とのあわい……夜と朝のあわい、現うつし世と黄よ泉みとのあわい、生まれゆくいのちと滅ほろびゆくいのちのあわいに移りゆく……それがわたしの姿なの」

　少女が微笑むと雪のような肌はだがいっそうほの白く灯ともるようだった。

「それを天てん女によと呼ぶひともあったわ」

「天女……」

　天地は身に覚おぼえたことのない畏おそれを感じ、我われ知らず一歩後ずさった。

「恐れることはないわ」

　少女の白い髪がふわりと風に舞った。

「わたしはただ、あなたと花を見たいと思っただけなの。現と夢とのあわいに咲く花の……」

　少女は長絹を下草に滑り落とすと、ゆるゆると舞い始めた。





見もせぬ人や花の友

知るも知らずも花の影に

いつしか慣なれて花はな衣ごろもの

袖そで触ふれて木のもとに

立ち寄りいざや眺ながめん






　清らかな少女の声が歌うにつれ、舞うにつれ、満開の桜はいっそうほの白くさざめいた。

「見て。光が陰かげる」

　天地が目を上げると、時がうつろうように空の光は薄れ、端の方から墨すみを流したような闇やみが忍しのび寄ってくるのだった。

　もうそんな時間になるのか……。

　天地は何げなく思い、ふとその言葉の意味に気づいて慄りつ然ぜんとした。

　この少女と出会ってまだ一時間も経たってるはずはない。

　なのにもう闇が忍び寄るとは……ここは何ど処こだ!?

　いつの時なんだ!?

　夢だから──夢の中だから──次の瞬しゆん間かん夜になろうと朝になろうと不思議はない。

　一度も来たことがないのになぜか見覚えのある場所に出会おうと、昔に戻もどろうと不思議はないのだ。

　だが、夢でないとしたら!?

　知らぬうちに現実と夢との境さかいを越え、行ゆく方えも知れぬところに彷徨さまよい出てしまったのだとしたら？

　薄闇の中で背はい後ごからあわあわと桜が溶とけ出していくような気がして、天地は思わず振り返った。

　と、少女のまわりで一いつ斉せいに花が笑った。

　風も音もないのに確かに花は小さな口を開けて笑い、八や重え九ここの重えに重なり合ってその身を震ふるわせた。

「怖こわいの？」

　少女はふと真ま顔がおになると、哀かなしげに天地を見上げた。

「あなたの目に映うつるものはあなたの心が見せているのよ。そんなに恐れていてはもう、本当のことは見えないわ」

　少女は眉まゆを曇くもらせたまま面おもてを伏ふせ、つと天地の側そばを離れた。

「本当は伝えに来たのよ……」

　ほのかに光る手がそっと上うわ衣ぎを拾ひろい上げた。

　少女は出会った時と同じように浅く長ちよう絹けんを頭に被かぶると、名残なごりの日が消えゆくように微ほほ笑えんだ。

「さようなら、天地。目覚めた時にはもう、あなたは何も覚えていないでしょう。すべては夢のあわいに……」

　とん、とんと少女の素す足あしが目に見えぬ段を踏み、空に上がって行く。

　と、同時に少女の姿が薄れ始めた。

「待て！」

　天地は叫さけんだ。

　言いようのない不安が胸を締しめつける。

「待ってくれ。君は俺のことを知っているんだな？　俺に何を言いに来たんだ!?」

　少女はつと足を止め、天地を振り返った。

「今は昔……桜の花の香かにひかれて一人の乙女おとめが地上に降りて来たの。そして花の下で一人の男と出会った……」

　少女は昔を懐なつかしむように微笑んだ。

「そのとき乙女は約束しました。……わたしは天と地のあわいに住まう者、時のあわいを自在に行き来する者。御おん身みの運命に何か変化あらば、その時は告つげに参りましょう、と」

　ふいに一いち陣じんの風が起こった。

　風は少女の衣ころもを揺ゆらし、白い髪を巻き上げ、花びらを舞い上げた。

　次し第だいに夕ゆう闇やみへと勝まさり来る空の下、はかない命を輝かがやかせるかのように花びらは舞い、天地の足元に乱れ落ちて行くのだった。

「心して聞きなさい。夢はやがて醒さめ、現うつつは夢の中に沈しずみゆく。これから先、あなたが何を得、何を失うのか、それはわたしにも分かりません。ただ、わたしは感じたのです。あなたに何か大きな変化が訪れる、と……」

　その時ふいに夢が破れ、天地は現の世に引き戻された。




「天地様！　天地様!?」

　ゆっくりと目を開くと、間近に阿重霞の顔があった。

「あれ……？」

「天地兄ちゃん！」

　阿重霞の後ろから砂沙美の心配そうな顔が覗のぞく。

「大だい丈じよう夫ぶ？　なんかすごくうなされてたよ」

「俺が？」

　天地はそろそろと身を起こし、頭かぶりを振った。

「夢を見てたんだ……桜が咲いてた」
















「桜？」

　阿重霞は眉まゆを曇らせ、気き遣づかうように天地の額ひたいに手を触れた。

「何だか熱いような……大変！　天地様、お熱がありますわ！」

「え？」

　天地は急に寒さむ気けを覚え、ぶるっと体を震わせた。

「た、大変ですわ！　どうしましょう!?　すぐお薬を……いえ、お医者さまの方が先ですわ」

「あ、阿重霞さん、俺そんな……大したことないって」

　おろおろしている阿重霞を見、天地は跳とび起きた。

「ね、ほら、大丈夫……」

　とたんに目眩めまいがして天地はベッドにへたり込んだ。

「うー……頭いてぇ」

「天地様、苦しいんですの？　さ、砂沙美、どうしましょう!?」

　阿重霞は自分も泣きそうな顔で砂沙美の方を振り返った。

「阿重霞お姉様、体温計持って来てッ。それと氷とタオルと水みず枕まくら！」

「は、はい」

　阿重霞は部屋を飛び出すと、階段をバタバタ駆かけ降りて行った。

「天地兄ちゃん、大丈夫？　頭痛い？　ほら、寝てなきゃダメだよ」

　砂沙美はてきぱきと天地を寝かせ、布ふ団とんを整えると部屋を見回した。

「エアコン、つけとくね」

　ピピッ、とリモコンから指令が飛ぶ。

「おかゆ作るからね。ごはん食べられそう？　なんか食べたいもの、ある？」

「ごめんな、砂沙美ちゃん」

　天地はホッとしたような、照てれ臭くさいような気持ちで小さなお母さんを見上げた。

「今、何時かな」

「六時過ぎだよ。天地兄ちゃん、ずぅっと寝てたんだよ」

「そうか……魎呼は？」

「どっか遊びに行くって言ってまだ帰って来てない」

「バッカだなぁ、この寒空に……風か邪ぜ引くぞ」

　天地ははっと気づいた。

「砂沙美ちゃん、もういいよ。そんなそばにいたら風邪うつっちゃうよ」

「え、砂沙美？　平気だよ。クラスで学級閉へい鎖さになった時も砂沙美、風邪引かなかったもん」

「だって……」

「こら！　天地兄ちゃん、病人でしょ？　病気の人は看かん護ご婦ふさんの言うこと聞かなきゃいけないんだよ──なーんてね！」

　砂沙美は朗ほがらかに笑うと、何か思い出したようにぽんと手を打った。

「そっかぁ……看護婦さんだ！　天地兄ちゃん、ちょっと待ってて。砂沙美、鷲羽わしゆうちゃんに聞いてくるから」

「あ、ちょっと、砂沙美ちゃん!?」

　天地は白はく衣いと赤十字マークのついたナースキャップをつけた鷲羽の姿を思い出し、熱のせいだけではない寒さむ気けを覚えた。

「行っちゃったよ……」

　困こまったなぁ、と天地は思ったがなす術すべはなかった。

「ま、いっか……」

　しばらく風邪なんて引いたことなかったのになぁ。

　やっぱ昨日きのう、人込みン中出歩いたのがいけなかったのかなぁ。

「なーにやってんだよ、天地？」

　と、天てん井じようの方から声が降ふってきて、天地はぎょっとして頭を巡めぐらせた。

　エアコンから魎呼の首が生はえている。

「りょ、魎呼！　なんでおまえはそういうとこから……」

「もしかしておめー、あたしのこと待ってんのか？」

　魎呼はにぃっと笑うと、するりとエアコンを抜け出した。

　と、思う間もなく天地の横に滑すべり込む。

「そーかそーか、待っててくれたのか。天地、おめーってヤツは……なんてカワイイんだぁ！」

　魎呼はにたにた笑いながらぎゅっと天地を抱き締しめた。

「や、やめろってば、魎呼！」

「いいからいいから。この魎呼さまにぜーんぶお任まかせしてな。さ、おめーの熱いハートとあたしの燃えるハートをドッキングしようぜ。ん!?」

　魎呼は不ふ審しんげな顔で身を起こすと、天地の額ひたいに冷たい手を当てた。

「おめー、なんかヘンじゃないか？」

「あのなぁ魎呼。俺は風邪引いてんだよ。さっさと布ふ団とんから出ないと、ホントに風邪うつしてやるからな！」

「風邪ェ!?」

　魎呼は弾はじけるように笑い出した。

「おめーが風邪？　そりゃあ良かったな。バカは風邪引かないって言うもんな。おめーもちょっとは頭ってモンがあったってこと……」

「バカはあなたでしょ!?」

　ゴン、と鈍にぶい音がした。

　目を吊つり上げた阿重霞が魎呼の頭に凍こおったアイスノンを振り下ろしたのだった。

「さっさと出なさいよ、いやらしい！　天地様はご病気なのよ。あなたみたいなのがそばにいたら病気が悪くなりますわ！」

「阿重霞てめぇ……」

　魎呼は後ろ頭を押さえつつ、ベッドから滑り出た。

「上等じゃねーか！　百万倍にして返してやるぜ!!」

　その手に青白い光球が現れる。

「おらァァ!!」

「なによ!!」

　魎呼が放はなったオーラ・エネルギーを阿重霞の結けつ界かいがはっしと受け止めた。

「あなたってひとは、一回ぐらいひとの役に立つことができないんですの!?」

「りょ、魎呼……阿重霞さん……」

　天地は飛んで来た氷を避さけ、洗面器を避け、ヤカンの蓋ふたを避けた。

「……逃げよう」

　そろそろとベッドから這はい下りてドアの方に匍ほ匐ふく前ぜん進しんし始める。

「なぁにこれぇ……お姉様!!」

　呆あきれ果はてた声が聞こえたとたん、はた、と女二人の動きが止まった。

「お姉ちゃんたち一体なにやってんの!?　どーしてこんなとこでケンカしてんのよ!?」

　天地がそろそろと目を上げると、ドアのところに怒いかり狂くるった砂沙美が仁に王おう立だちしているのであった。

「あーもう、部屋めちゃくちゃじゃない。天地兄ちゃんは病気なんだよ。そんなことしてたら治なおるものも治らないでしょ!!」

　と、砂沙美は空からっぽのベッドに気づき、辺あたりを見回した。

「あれ、天地兄ちゃんは？」

「や、やあ」

　床ゆかの上の天地と砂沙美の目が合った。

「天地兄ちゃん！　何してんの、こんなとこで？」

「そんなことだろうと思ったわ」

　ナース姿の鷲羽がにこにこしながら顔を出した。

「天地殿ぉ～、風邪引いたんだってねぇ～？」




　来たぁぁ……！




　しかもナース姿だ。

　天地の背に再び寒気が走った。

「かわいそうにねぇ……でも大だい丈じよう夫ぶ。この宇宙一の天てん才さい、鷲羽ちゃんがあっと言う間にキミの健康を取り戻もどしてあげるから」

　鷲羽のにこにこ笑いはにやにや笑いになり、舌したなめずりせんばかりになった。

「さ、研究室にいらっしゃい！」

　姫ひめを助け起こす騎き士しのごとく、優やさしく天地の手を取る。

「待ったァァ!!」

　フリーズしていた魎呼がすっ飛んで来た。

「鷲羽てめぇ、イヤラシイこと考えてんじゃねえよ！」

「なに、魎呼ちゃん？　誰だれがイヤラシイって!?」

　鷲羽はたちまち正義の科学者に変身した。

「いやその、またヘンな薬とか、機械とかよぉ……」

　正義の科学者にして宇宙一の大天才はふっと鼻で魎呼を笑い飛ばした。

「お黙だまり！　私は天地殿の為ためを思って、完成したばかりの万能薬をね」

「俺、フツーの風邪薬でいいです！」

　間かん一いつ髪ぱつ、天地が割り込む。

　頭痛に発熱に鼻水まで出てきた病人はよろよろと起き上がるとベッドの上に倒れ込んだ。

「天地様！」

「天地兄ちゃん!?」

　阿重霞と砂沙美が真っ青になって駆け寄ったところでドアの方からまた声がした。

「天地さん、おかゆできましたけど、そちらで召めし上がりますか？」

　エプロン姿のジョージの足元から、魎りよう皇おう鬼きと三み毛けの子猫が顔を覗のぞかせた。

「みゃああん？」

「ぴぃぃ？」

　子猫は床中に氷が散らばっているのを見ると、大喜びですっ飛んできてじゃれ始めた。

「ジョージさん、ごめん……」

　柾まさ木き家けの常識の一いつ端たんを担になっている元フリーターロボットの秘ひ書しよ兼けん執しつ事じは、その控ひかえめな一言ですべてを察さつした。

「ちょっとお待ち下さいね」

　しばらくして夕食の膳ぜんを手に戻ってきたジョージはてきぱきと散らかった部屋を片付け始め、自分の主人以下、病人に差さし障さわりのありそうな連中をまとめてドアの外に追い出してしまった。

「皆さん。よろしければ私が病人のお世話をお引き受け致します。何と申しましても私はロボットですし、インフルエンザウイルスの媒ばい介かい者しやになる心配もありませんしね……では、失礼して」

　ジョージはバケツと雑ぞう巾きんを阿重霞に手渡し、砂沙美に子猫を手渡して、にこやかに部屋のドアを閉めた。

「ありがとう──助かったよ」

　物静かなロボットと差し向かいになった天地は、ホッとして箸はしを取った。

「どういたしまして。ゆっくりお召めし上がり下さいね」

　しばらく穏おだやかな時が流れた。

「ジョージさん、ひとつ聞いていい？」

「はい、何でしょう？」

　銀色のロボットは指を組んだまま、静かに顔を上げた。

「その……俺ってやっぱ、情なさけないかなぁ」

　ジョージがわずかに首をかしげたのを見、天地は慌あわてて付け加えた。

「俺、考えてみりゃ何にもしてないよな。勉強するでもなし、なんかでかい夢があるでもなし、じっちゃんの跡あとを継つぐでもなし……ちょっと考えちゃったんだ。俺、一いつ体たいなにしてるんだろうって」

「ちゃんと畑仕事してるじゃありませんか」

　ジョージは微ほほ笑えんだ。

「何がそんなに気になるんです？」

「こんなに幸せでいいのかな、って……」

　天地は自分の言葉が急に恥はずかしくなって苦にが笑わらいを浮かべた。

「大したことしてるわけじゃないのにさ。なんだか不安なんだ。いつこの幸せが壊こわれてしまうんだろうと思うと」

「天地さん、何かあったんですか」

「いや……」

　ジョージは気き遣づかわしげに天地を見たが、あえて聞き出そうとはしなかった。

「いいじゃないですか」

「え？」

　思いがけない返事に天地は顔を上げた。

「その時その時にできることをやって、それで一日が過ぎて行く。それが人間の幸せというものじゃないんですか。私はロボットですが、このままで十分幸せですよ。良き主人と良き家族に恵めぐまれて、これ以上望むものはありません」

　天地はハッとしたようにジョージの穏やかな顔を見つめ返した。

「うん、そうだよな。ジョージさんの言うとおりだよ。でも……」

「天地さんは気持ちの優やさしいお方ですから」

　ジョージは再び微笑んだ。

「でも私は知っていますよ。その優しい天地さんの中に強い力が隠かくれていることを。その時は戦えば良いのです。今までもそうしてきたんじゃないですか」

「うん……」

　天地は逡しゆん巡じゆんするようにうつむき、長い間黙だまっていた。

「そうだよな……自分のことじゃなくて、大事な人たちのことを考えればいいんだよな」

　ジョージは穏やかな微笑みを浮かべたまま、悩なやめる皇おう子じを見つめていた。

「さあ、病人はもう寝ねる時間です。あまりお喋しやべりしているとドアの外の皆さんに怒られてしまいますからね」

　ジョージは食器を下げると、布ふ団とんを整え、ドアを開けた。

「天地兄ちゃん！」

　真っ先に砂沙美の心配そうな顔が覗のぞいた。

「ごはん食べられた？　まだ頭痛い？」

「先ほどは申し訳わけありませんでした」

　次いで阿重霞がおずおずと顔を覗かせた。

「もうお邪じや魔ましませんから、ゆっくりお休み下さいませね」

「ちッ。せっかく添そい寝してやろうと思ったのにこいつがよォ」

　阿重霞の頭を魎呼の手が押し下げた。

「天地殿、そういえば人間には免めん疫えきってのが必要なんだっけね。これはフツーの風邪薬だから安心して飲みなさいな」

　鷲羽がアンダースローで薬くすり瓶びんを放ほうってよこした。

「なんだ、別に万能薬でも良かったのに」

　天地は笑いながら薬瓶をキャッチした。

「天才を甘く見ちゃいけません。明日あしたの朝になると訳の分からないものに変身してるかもしれませんよ。本マグロの大トロとか」

　ジョージは天地の方を振り返り、真ま面じ目めな顔で頷うなずいた。

「ひどい執事ねぇ。なんでこんなたちの悪いロボットを雇やとってんだか、自分でも分からないわ」

　鷲羽は笑いながら手を振って未み練れんがましい見舞い客どもを押しのけた。

「天地殿、予言しとくわ。あと三日はこの家から一歩も出られないわよ」

「天地様、お大事に」

「天地兄ちゃん、早く良くなってね」

　押しのけられた見舞い客が必死で首を伸ばす。

「ありがとう、みんな」

　ドアが閉まり、階段を下りて行く足音が消えて今度こそ静かになると、天地は言われた分だけ薬を飲み、横になった。

　相変わらず体調は最悪だが、心は温あたたかく満たされている。

「いいんだ。幸せで……」

　しかもあと三日もこの幸せは続くのだ。

　目を閉じると、瞼まぶたの裏を桜が舞まった。

　桜はほの白く光りながら、夢と現うつつのあわいに融とけていった。




　これから先、何が起きようと俺はこの幸せを守る……！




　眠りに落ちる刹せつ那な、闇やみの彼方かなたで少女の白い顔が振り向いたような気がした。

　少女は天地に向かって頷くと、舞い散る花に両手を差し伸べ、黄よ泉み路じを辿たどる霊れいのようにほのかに光りながら消えて行った。








あとがき









　いつも「天地」を応援して下さっている皆さん、ありがとうございます。

　十二冊目の本は前巻「家内安全編」に引き続き、再び短編集になりました。

　十二と言えば１ダース。

　お菓か子しだったら三人で分けても四人で分けてもケンカにならない。

　天地ファミリー十人、秘ひ書しよ兼けん執しつ事じのジョージを入れて十一人で分けると残りの一個を魎りよう呼こがさらっていきそうな気はしますが。

　ともあれ、ここまで書き続けて来られたのはひとえに皆さんの応援あってのことです。

　何回お礼を申し上げても足りないなぁ……作者としてはしみじみそう思うのです。




　長編を間に挟はさみながらこうして三冊分の短編を書いてきて今、ふと気がつくと、魎呼も阿あ重え霞かも地球の生活にすっかり馴な染じんだなぁ、と感じます。

　地球の生活に慣なれたというだけでなく、ひとつの家族として、ぶつかりながらもお互たがい許し合い、譲ゆずり合う関係がいつの間にかできあがっている……それもまたひとつの成長ではないでしょうか。

　思えば阿重霞は地球に降おり立った時、この星の生活などなにひとつ知りませんでした。

　砂さ沙さ美みも姉のそばから離れようとはしませんでした。

　魎呼は天地のことしか頭にありませんでしたし、美み星ほしと清きよ音ねはお客さんでした。

　それが今、砂沙美は地元の小学校に通かようようになり、美星と清音はバイトをしながら独立して暮くらすようになり、みんなで集まってお正月を祝い、お花見に行き、七たな夕ばたを飾り、クリスマスを祝うまでになったのです。

　作者の頭の中にも柾まさ木き家の地図と家族の間取りができました。

　阿重霞の部屋は二階ですが、昼間はたいてい下のリビングにいます。

　樹じゆ雷らい皇おう家けの躾しつけが厳きびしかったのか、だらしないことの嫌きらいな阿重霞は通りすがりに曲がったクッションを直し、読みっぱなしの新聞はきちんと畳たたんでサイドテーブルの上に乗せるのです。

　見えるところは目につく限りそうやって整えるのが阿重霞の性しよう分ぶんなのでしょう、鉢はち植うえもそうして目をかけて世話をしているので、柾木家にはいつも花が絶えないのです。

　そのかわり、二階の部屋の見えない部分は意外と散らかっていたりするのですが。

　砂沙美はそういう姉のきちんとした性格を良く知っていますから、散らかしても姉の機き嫌げんが斜ななめになるまえにささっと片付けるという特技を持っています。

　そういうことに一いつ切さい考こう慮りよしないのが魎呼。

　当番の家事の半分はすっぽかし、寝たい時に寝て、消えたい時に消えてしまいます。

　自分の食器だけでも下げるようになったのは、長ちよう足そくの進歩と言えましょう。

　美星と清音は散らかす人と片付ける人というコンビでしたが、柾木家から独立したのでその関係は二人のアパートに持ち越されました。

　自分の生活習しゆう慣かんが全まつたく変わらないのは鷲羽わしゆうと勝かつ仁ひと。

　この二人は柾木家の間取りの外にそれぞれ居い場ば所しよを持っていますから、領りよう分ぶんを侵しん食しよくしなくとも自立して暮らせるのです。

　天地と信のぶ幸ゆきは元々この家の人ですから、居場所というか逃げ場所は問題ありません。

　生活習慣も、天地は学生生活をやめてしまいましたが信幸は仕事があるのでほぼ変わりないでしょう。

　でも日ごろ一番同居人に気を使い、遠えん慮りよしているのはなんと言っても天地君ではないでしょうか。

　お風ふ呂ろは空中温泉がありますが洗面所はひとつ、トイレは（きっと）二つです。

　順番を譲るのは天地君でしょう。

　それにしてもモデルハウスのように広い広い柾木家、その中には更さらに広い鷲羽の研究室が別べつ次じ元げんにあって……作者としては羨うらやましいかぎりです。

　とまあ、柾木家の日常をしつこく書き続けてきた甲か斐いあって、作品中には出さなくても柾木ファミリーの生活ぶりはお隣となりさんのように良く知っているつもりです。

　もちろん、お隣さんだから逆に見えない部分もあって、それが「今度はどんな話にしようかな」というきっかけになっているのですが。

　リビングのゴミ箱の陰かげに、誰だれかが拾ひろい忘れたみかんの皮がひとつ、台所から流れてくるおみおつけのいい匂におい、拾い猫のごはん皿ざらの置き場でひと悶もん着ちやく……そんな何げない生活の空気を感じていただければ嬉うれしいなぁ、と思ってます。

　なぜって、彼らはそこで生きているのですから。




　さて、今回のゲストキャラたちに代わって一言。

　清音のハートを奪うばったスターシンガーのシオンは三人兄弟の末っ子なんですが、一番上のお兄さんというのは……何を隠かくそう、あの風ふう夏かちゃんのお目め付つけ役やく、タイキ教授なのでした。

　ちなみに二番目の兄はマオといい、超Ａクラスのファッションモデル。

　少女マンガもたじたじの美形兄弟なんですね。

　タイキ教授には何やら人には言えない秘密の楽しみがあるようですが、そういうところはほかの兄弟に遺い伝でんしていないでしょうか。

　どうせ教えてくれないだろうけど、聞いておけば良かったなぁ。

　紅葉もみじ狩がりの話は同名の謡よう曲きよくを下敷じきにしました。

　本来の曲は紅こう葉ようの季節に相応ふさわしい、賑にぎやかできらびやかな活かつ劇げきです。

　平たいらの維これ茂もちを取って食らおうとした鬼き女じよは、目も鮮あざやかな紅葉もみじ模も様ようの唐から織おり姿すがたで登場します。

　それにしても、謡曲の日本語は深くて陰いん影えいがあって美しい。

　学生時代はそれほど古文が好きだったわけでもないのに……不ふ思し議ぎです。

　桂かつら兎うさぎで新しく柾木家の一員となった子猫、ミソカちゃん。

　実は作者のところにいる子猫がモデルなのでした。

　三み毛けの子で名前はＰＩＫＡ。

　うちの先住猫は魎りよう皇おう鬼きのように我が慢まん強づよくありませんでしたから、落ち着くまでひと悶着もふた悶着もありました。

　今は魎皇鬼とミソカちゃんのように仲良しですが……。




　連れん載さいの方では柾木家に再び桜の季節が巡めぐってきます。

　と、同時にある予感が訪れるのです。

　季節は巡り、天地たちの運命も巡ろうとしています。

　それぞれの想おもいの行ゆく方えを、過ぎ行く季節を、どうぞお楽しみに……。




　猫が二匹になってもっと散らかった仕事場にて





長谷川菜穂子　　
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